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日誌　一　祭りの痕






　学園祭の翌日、その残り香すらも消えた何でもない秋の一日。

　山一つを丸ごと使った荒あら谷や学園第三旧校舎ゲーム同好会。その一員である青年、白しろ崎さき宗そう司じはいつものようにドアを開け部室に入る。

「うーす、来た…………ぜ？」

　部室に、山姥やまんばが居た。

「ふふふふふ、これで宗司を……」しゃーこー、しゃーこー。

　秋の午後、澄んだ空気の中に響く耳みみ障ざわりな音。同じリズムで揺れる長い黒髪。

　背中を丸め一心に包丁を研とぐ姿は黒いセーラー服（複数種類ある学園制服の一つだ）と相まって、まさしく昔話に出てくる山姥を彷ほう彿ふつとさせる。

　宗司がドアを開けたことに気付いているのか、いないのか山姥──正確にはゲーム同好会の一員であり炎の異能を持つ『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一いち乃のは包丁を研ぐ手を止め、研ぎ具合を確認するように赤い瞳ひとみを細めしげしげと見詰める。

「…………怖っ」

　宗そう司じが思わず呟つぶやいたその瞬間、ぐるりと一いち乃のの首が回った。

　爛らん々らんと輝く赤い瞳ひとみと、もろに目が合う。

「みー、たー、わー、ねー」

「ひっ、ひいっっ！」

　悲鳴を上げ、今まさに入ってきたばかりのドアから逃げ出そうと、

　バァァンッ！

「ええええええ！」

　目の前で突然閉まるドア、慌ててドアを開けようとするも鍵かぎがかかっている。

「な、え？　な、なんだこのホラー展開！」

　恐怖と混乱の中で、宗司は開かないドアを無意味にがっしゃがっしゃと鳴らす。

「逃がさないわよ」

　びくん、宗司の背筋が震えた。

　耳元で囁ささやかれるぞっとするような冷たい声、恐る恐る振り返る。

　人形めいて美しい一乃の顔がすぐ傍そばに、背中には薄い胸の感触、彼女の細い指はがっちりと宗司の肩を摑つかみ。

　もう片方の手は研とぎ澄ました包丁をしっかりと握り締めていた。

「いいいいいいいい一乃さん、すいません、凄すごく怖いんですが」

「大丈夫よ、すぐにもっと怖くなるわ」

　赤い唇を僅わずかに吊つり上あげる、包丁を首筋に突きつける。

「ちょ、え、待って、マジで怖いよ！」

「だから、もっと怖くなると言ったじゃない」

「何な故ぜにいきなり殺意一〇〇パーセントな展開になっておられるのでしょうか」

「だって、あなたは」

　首筋に感じる包丁の圧力、じっと見詰める赤い瞳、長い黒髪から香る僅かな花の香。

「私の、『敵』、なんでしょう」

　消えそうなほどに小さく囁いて、一乃は包丁を首筋から離す。

「あなたが、私の、『敵』、なのでしょう」

　もう一度確認するように囁き、一乃は長い黒髪をばさりと翻ひるがえし背を向けた。

　包丁をケースに収め、部室中央の古びたテーブルに着き、憂ゆう鬱うつな溜ため息いきを一つ漏らす。

　彼女はそんな何気ない仕草が、ひどく絵になる少女だ。

「因ちなみに、そのドアを閉めたのは外に待機していた犬五号の仕し業わざ」

「なるほど」

　納得して頷うなずき、宗司もまたテーブルに着こうとする。

「誰が椅い子すに座って良いと言ったかしら」

　赤い瞳ひとみが冷たく宗そう司じを見据え、その指が床を指す。

「正座」

「……はい」

　有無を言わせぬ一いち乃のの口調に圧おされ、宗司は床に正座する。

　丁度、椅子に座る一乃のすぐ目の前だ。

「ねえ宗司、私、とても機嫌が悪いの」

　むしろ機嫌良さそうな声で言い、一乃は黒いニーソックスに包つつまれた脚を組む。

　黒いセーラー服のスカートの奥が見えそうだったが、青い顔をしている宗司はそれを指摘する気にも覗のぞく気にもなれず、ぴしりと背筋を伸ばして正座している。

「は、はあ、機嫌が悪いのですか」

「安心なさい、あなたのせいだから」

「すいません、全く安心できません」

　正座しているのに腰が若干引けており、文字通りの逃げ腰だ。

　更に宗司は助けを求めるように、ちらちらとドアに視線を向けている。

「キリカとリリスには私から連絡を取っておいたわ、今日の放課後は部室に来ないわよ」

「…………そうすか」

　微かすかに宗司が期待していた『助け』の可能性──いつものようにキリカやリリスの登場で話が有う耶や無む耶やになるという期待──はあっさり潰つぶれた。

　一瞬の沈黙、二人の空白。

「あなた、二重人格だったりしないわよね？」

　突然そんなことを聞かれた宗司は思わず苦笑を漏らす。

「ねえよ、そんな都合のいい話」

「なら、やっぱり、あなたはただの噓うそ吐つきなのね」

　憂ゆう鬱うつ気な溜ため息いきに混ざった、小さな呟つぶやきだった。

「私は覚えているわ、あなたが最初の夜に告げた言葉」

「ああ、おれも覚えてる」

　力になりたい──初めて合った夜、彼は彼女にそう言った。

　一乃の赤い瞳は、じっと、その男の奥底を探るように見詰める。

「あれも、噓うそ？」

「おれは今でもおまえの力になりたいと思っているよ」

「でも、私の『敵』」

「そうだな、おれはおまえの『敵』だよ」

　彼は悲しげに微笑ほほえみ、赤い瞳はその奥底に届かない。

　再びの沈黙、一瞬の二乗。

　窓から吹き込む秋風が、一いち乃のの長い黒髪を僅わずかに揺らす。

　もうすぐ冬が来るのだろう、冷たい風だった。

「ああもう……」

　今日、何度目か、憂ゆう鬱うつに満ちた溜ため息いき。

「ムラムラするわね」

「まさかの発情期宣言ですか一乃さん！」

「間違えたわ、イライラするの」

「失礼しました、ボクの早とちりでしたか」

「だから、私の体の好きなところに触って良いわよ」

「落ち着け十六歳女子！」

「その反応が苛いら々いらするのよ！」

　バンッ！

　顔を真っ赤にした宗そう司じが叫んだ瞬間、一乃は強くテーブルを殴りつけ、長い黒髪を振り乱し荒々しく立ち上がる。

「どうしてそんなにいつもどおりなのよ！　たかが包丁に怯おびえるわ、私の発言に赤面をするわ、私の『敵』ならそれらしくしなさいよ！」

　赤い瞳ひとみを吊つり上あげ、宗司の倍ほどの大声で叫んだ。

　頰ほおは興奮で赤く、形の良い唇は今にも嚙かみ付つかんばかりに震えている。

　正座している宗司は、肩をすぼめて小さくなるばかりだ。

「そんなこと言われましても、ボクは基本的に普通の人間なんで、包丁とか出されたら怖いですし、女の子にアレな感じのことを言われちゃうと……ねえ？」

「あなたのどこが、普通の人間なのよ」

　声こわ色いろは静けさを取り戻し、だが顔は泣いているようにも怒っているようにも見えて。

　まるで、傷の痛みを堪こらえているようだった。

「私は『煉獄カサルテイリオ』を失い、そして、学園祭の夜、『煉獄カサルテイリオ』に戻った」

　そっと、一乃はその薄い胸に触れる。

「私は『煉獄カサルテイリオ』の記憶を引継ぎ、共有した」

「つまり？」

「見たわ、あなたとフェルの、戦いを」

　瞳を閉じて、少しばかり記憶を手た繰ぐり、回想する。

　赤い世界に立つ宗司、対たい峙じするはフェル、赤い騎士と狼おおかみ──『煉獄カサルテイリオ』の獣の姿。

　戦いは短く、獣たちは残らず地に伏せ。

　白い手袋──『煉獄カサルテイリオ』が炎の槍やりを象かたどるように、『零白夜ラスト・エレメント』はそれを象る──で両手を覆おおった宗そう司じは悠然と立つ。

　森もり塚つか一いち乃のが、瞳ひとみを開けた。

「あなた強かったのね、三対一が何のハンデにもなっていないじゃない」

　それを為なした男は、一乃の目の前で正座している。

　圧倒的なまでに獣三匹を打ち倒した埒らち外がいは、困ったような顔で一乃を見上げている。

　一乃の知る白しろ崎さき宗司がそこにいる。

　お人ひと好よしで、流されやすく、ヘタレで──彼女が好きな、普通の人間。

　彼女の知る白崎宗司と、彼女が見た白崎宗司の姿が、結びつかない。

　それが一乃を苛いら立だたせる。

「ああもう、あなたは、本当に」

　一乃は顔を伏せ、その肩は微かすかに震える。

「……い、一乃？」

　まるで泣いているように、その細い肩は震えて……

「そんなに強いなら、生意気な私を力で屈服させメイド服を着せ、お仕置きと称してあーんなことやこーんなことや、えっちぃ行為を強要するべきじゃないかしら！」

「犯罪じゃアホがあああああああああああ！」

　顔を上げた一乃が無む闇やみに堂々と叫び、宗司も反射的にツッコミを入れる。

「安心なさい、合意の上だから犯罪ではないわ」

「合意してねえぞ、おれは合意してねえからな」

「そう、私は森塚一乃、十六歳」

　しゃらりと、一乃は長い黒髪をかき上げる。

「そういうプレイにも興きよう味み津しん々しんな、思春期桃色美少女、ある意味でピュア」

「うわぁ……決め台詞ぜりふをこんな心底どうでも良い所で使いやがった。何か悩んでる風だったからそこで使ってシリアスに決めればよかったのに」

「黙りなさい、このヘタレ」

　苛立ちを隠しもせず、一乃は一つ舌打ちをする。

「こうなったら実力行使よ、来なさいフェル！」

「いえすさー、いちの」

　かぽっ、軽い音と共に部室の床が一部外れ、燃える炎のような赤毛のネコミミ少女──フェルがもぐらのように出現する。

「もぐら叩たたきかおまえは！　っていうか部室改造すんなよ、大丈夫なのかそれ、後で怒られても知らねえぞ」

「だいじょうぶー、いざとなったら、そうじのせいにする」

「全然大丈夫じゃねえよそれ！」

「こまかいことさー」

　なかなかに非人道的な台詞せりふを淡々と告げ、フェルは赤毛の上のネコミミをぴっこぴっこと揺らしながら床の穴から上へよじ登る。

　腰まである長い赤毛、整っているが表情の薄い顔、どこか虚うつろで感情の見えない硝子がらす球の瞳ひとみ、黒いセーラー服に包まれた小柄な体たい軀くと、不釣合いなほどに豊かな胸。

　そして何よりも、赤毛の上でぴこぴこと揺れている本物のネコミミ。

　本物のネコミミ少女──当たり前だが普通ならば存在するはずがない。

　炎の異能『煉獄カサルテイリオ』より顕あらわれる七匹の獣の筆頭、第一罪《竜クスイパスメノス》、それが彼女の正体。

　文字通りの、人外だ。

「ふー、ゆかした、ほこりっぽい」

　ぱんぱんと、フェルは黒いセーラー服（一いち乃のと同じタイプ）の埃ほこりを払う。

　胸元のリボンが盛大に歪ゆがんでいたが、これは床下に潜ひそんでいたせいではなく、単にリボンを結ぶのが下手なだけだ。

　あるいは、そのぽよんと大きく柔らかな胸のせいかもしれない。

　一乃とフェルが隣同士に並ぶと、その胸部の差がひたすらにわかりやすい。

　まさに山と平地だ。

「何な故ぜかしら、急にこの世界全すべてへの殺意が湧いたのだけれど」

　長い黒髪が揺らいで見えるほど瞬間的に膨れ上がる怒気、一乃はぎしりと奥歯を強く嚙かみ、ぎりりと拳こぶしを握る。

「オレハナニモオモッテナイゾ」

「フェルモナニモオモッテナイヨ」

　正座している宗そう司じと、一乃の隣に立つフェルがぶんぶん首を振った。

「おかしいわね、何かとても不愉快な比較をされた気がしたのだけれど」

「それより、いちのはフェルになんのようじー？」

　ネコミミをぴこぴこ揺らしながら、同じリズムで上半身をメトロノームのように左右にゆらゆらさせるが、多分、意味はない。

「……見てると眠くなりそうな動きだな」

「まあいいわ、あなたを呼んだのは他ほかでもないの」

　一乃はどこからともなく取り出したロープをフェルに渡す。

「今から着替えるから、そこのヘタレ大王が逃げないように縛り上げておいて」

「逃げないって誓うから、縛るの止やめてくれ」

「えー、フェル、そうじをしばりたいのにー」

「だ、そうよ。じゃあお願いね」

　軽く手を振ると、一乃は長い黒髪をなびかせて部室の片隅にある更衣スペース──保健室などにある布製の仕切りで区切った一角──に向かう。

　しゃらしゃらと流れる長い黒髪、僅わずかな花の香り。

　宗そう司じは黙って一いち乃のの後姿を見送り、ロープを受け取ったフェルに視線を向ける。

　相変わらず感情の見えない赤い瞳ひとみで、フェルはじっと正座する宗司を見下ろしていた。

「なあ、今日の一乃、ちょいと情緒不安定じゃね？　話があっちこっちに飛んでるしリアクションが落ちつかねえし」

「そうじのせいだよ」

「やっぱ、おれのせいか」

「こころのなか、ぐっちゃぐちゃ、きのう、ねむれてなかった」

「そうか」

「ないてた」

「そうか」

「ということで、しばるよー、ぐーるぐーる」

「好きにしろよ」

　諦てい観かんと罪悪感を顔に浮かべて、宗司は小さく肩をすくめた。

　無表情のフェルはネコミミをぴっこぴっこ左右に揺らしながら（多分、楽しんでいるのだろう）宗司をぐるぐるとロープで縛っていく。

「たのしいなー、たのしいなー、そうじをぐるっぐるー」

「ええい、抑揚のない声で妙な歌を歌いやがって」

「フェル、あたらしいせかいに、めざめそー」

「目覚めるなアホ！」

　フェルは手早く宗司を縛り上げ、蓑みの虫むしのようにぐるぐる巻きにしてしまう。

「もじどおり、てもあしもでないぜ？」

「疑問形で言うな、疑問形で」

　二人がじゃれている間に、一乃の着替えは終わる。

「待たせたわね」

　カツン、カツン、甲かん高だかい靴音と共に着替え終えた一乃が姿を見せ部室を歩く。

　宗司ばかりかフェルまでぽかんと一乃を見る。

　夜のように黒く深い髪、炎のように赤く燃える瞳、雪のように白く儚はかない肌。

　長い黒髪の上に軍人か警官のようないかつい制帽をあみだに被かぶり、細く薄い体を黒のレザーで包む。

　股また下したギリギリまでカットしたレザーショートパンツにチューブトップ、ボンデージと見み紛まがう程にタイトなサイズで体に張り付く。

　すらりとした脚にはてらてらと光るエナメルのハイヒール、黒い皮手袋を嵌はめた手には鋭い鞭むち。

　カツカツとハイヒールの音も高く、燃えるような瞳ひとみに似合わぬ冷たい眼まな差ざしで宗そう司じを見下ろし腰に手をあて左右にくねらし歩く。

「あの、一いち乃のさん……何すかその衣装」

　恐る恐る、宗司は眼前に立つ一乃に聞いた。

　一乃は腰に手を当てたまま更に瞳の温度を下げて、きっぱりと答えた。

「今日の私は女王さま！」

「おー、ぱちぱちぱち」

「拍手をするなっていうか、口で言うなフェル。そもそも女王さまってなんだよ！」

「黙りなさいこの元凶」

「え、おれのせいなの？」

「何な故ぜなら」

　ピシッ！　一乃は鞭を振るい鋭く鳴らす。

「あなたに対する苛いら立だちをコスプレ衣装製作に向けた結果、こうなったのだから！」

「それは間違いなくおれのせいだああああって、やべえ、認めちまった！」

「素直に罪を認めたことだけは褒めてあげるわ」

　ちろり、一乃の舌が自らの赤い唇を舐なめる。












「さあ宗そう司じ、楽しいお仕置きの時間よ、新しい世界に目覚めなさい」

「待て待て待て」

「いちの、さつえいのじゅんびは、かんぺきだぜー」

「うわぁあああ、このネコミミ、デジカメ構えてやがる！」

　しかも、二人の邪魔にならないよう後方へ移動して撮影ポイントを確保している。

「素晴らしいわ、フェル」

　ピシッ、もう一度、一いち乃のは鞭むちを鳴らした。

　赤い瞳ひとみは背筋がぞくぞくするほどに冷たく艶つやを帯び、蓑みの虫むし状態で床に転がされている宗司を見下ろしている。

「さあ、楽しみましょう」

　その声がいっそ、甘く誘うようであったのが恐ろしい。

　だが宗司は、一乃を見上げ、強く睨にらんだ。

「思わず『踏んで下さい』と頼みそうになったが、そんな欲望におれは負けない！」

「ふふっ、素敵よその反応、とても、そそるわ」

　人差し指を己おのれの唇に、ついと下へ──顎あごから、首筋、薄い胸の間、腹部、ヘソ、腰へとなぞっていく。

　十六歳の少女とは思えぬ色気に満ちた動作に、宗司はごくりと息を飲む。

「ああっ、本当に、素敵」

　何を想像しているのか、うっとりと濡ぬれた声をしている。

「いかん、思わず状況に流されそうになったが、そうは行くか！　あばよ一乃！」

　と、声だけは威勢良く、蓑虫宗司は床をごろごろと転がる。

「あら、生意気な態度」

「おー、その手が、あったかー」

「ふははははは、手も足も出ないと思って油断したな愚おろか者どもめ！」

　ごろごろごろー、どんっ。

　一目散に外を目指した宗司、ドアにぶつかって停止。

「しまった、ドアが開けられねえ！」

「無様ね」

　ハイヒールの足音も高く、女王さま一乃は長い黒髪を揺らして歩み。

「でもその惨めさが、素敵よ宗司」

　ヒールの踵かかとでグリグリと宗司を踏みつける。

「ああ、こら、やめろ、踏むな！」

「かしゃ、かしゃ、かしゃー」

「撮るな、頼む、撮らないでくれ」

「ダメよ、あなたの恥ずかしい姿は永久保存と決めているの、ほうら、もっと踏んであげるわ、グリグリグリグリってね、ふふっ、気持ち良いでしょう」

「やめろ、新しい世界に目覚める、目覚めてしまうー」

「ふふふふふ、素敵な声、もっと鳴きなさい。ほら、ほら、ほら！」

　ピシッ、ピシッピシッ！　歓喜に唇を吊つり上あげて一いち乃のは何度も鞭むちを鳴らす。

「いやあああああ、だめええ、目覚めちゃう、新世界の扉が開いちゃうぅうううう」

　…………とても、特殊な遊びはしばらく続き。

「はあはあ……くうっ、しぶといわね」

　一乃が疲れた。

「もういいわ、私は着替えるから、ロープを解ほどいてあげなさい」

「らじゃー、でじかめも、そろそろ、いっぱいー」

「はあはあ、危ない、もう少しで本当に目覚めるところだったぜ」

　ぎりぎりで、宗そう司じは生還した。妙に嬉うれしそうな顔をしているが気にしてはいけない。

　一乃が部室の隅で着替えている間に、フェルが宗司のロープを解いた。

「ああ……やれやれ」

　自由になった宗司は立ち上がり、大きく伸びをする。

　正座と蓑みの虫むしで凝こり固まった体が、こきこきと鳴った。

「そういやフェル、おまえさっきのデジカメ……いねえ」

　現れた時と同じように、いつのまにかフェルの姿が消えていた。

「安心なさい、写真は私が個人的に楽しむだけにするわ」

　黒いセーラー服に着替え終えた一乃が、更衣スペースから出て宗司の前に立つ。

　人形のように冷たい顔、赤い瞳ひとみに黒い髪。

　いつもどおりの、森もり塚つか一乃に見える。

「うん、あんまり安心できないね、それ」

「私の知ったことではないわ」

　ふわりと、宗司の目の前で一乃は長い黒髪をかき上げる。

　宗司の鼻に淡い花の香りが届く。

「今日は帰るわ」

　すっ、一乃は踵きびすを返し振り返らず部室を去る。

　いつのまにか窓の外は夕焼けに染まり、部室の全すべてが同じ赤に染まる。

「一乃、また明日」

　赤しやつ光こうに染まることさえ拒むような、黒い背中に宗司は声をかけた。

　一乃は足を止める、だが振り返らない。

「私が──」

　震える声。

「私が、一番、許せなかったのは……喜んでしまったこと」

　異能は無意味だ。

「あなたが『敵』だとわかって、私は嬉うれしかった」

　この世界には悪の大魔王も、異世界からの侵略者も、千年前から世界の裏に潜ひそんでいた謎の組織もない。

「意味が、出来たのが、嬉しかったの」

　平和な世界だ。その平和さは、彼女たちの異能を無意味に変える。

「ゲームをしましょう、名前は『日常継続ゲーム』」

　一いち乃のは言った。

「私は、あなたに何もしない。あなたが『敵』であることを忘れてみせる」

「参加するのは構わんが、妙なゲームだな」

「決まりね、では宗そう司じ、また明日会いましょう」

「ああ、また明日」

　振り返りもせず、一乃が再び歩き出し。

　宗司は──背を向けた一乃には見えないとわかっていて──優しく微笑ほほえみかける。

「おれは、おまえが喜んでくれて、嬉しいよ」

「私は嬉しくないわ」

　音もなく、一乃は部室から消えた。

　宗司は、彼女の後姿が、淡い花の残り香が、彼女の足音が、全すべてが消えるまで動かず。

　やがて、一人きりの部室でテーブルに着いた。

「『日常継続ゲーム』か、ひどい矛盾だ、なあ一乃、おまえは気付いてないのか」

　悲しげな微笑みを浮かべ、天井を見上げる。

「おまえの言う『日常』が、そもそもおれたちにとっては『異常』なんだ」

　その目は、天井を通り越して、それよりも高く、遠い何かを見ている。

「生あるものは死ななければならない、形あるものは崩れなければならない、全ては滅びなければならない──ならば、『敵』は打ち倒されなければならない」

　何を思っているのか、あるいは、誰を想おもっているのか。

　夕焼けに染まる姿からは、わからない。

「全てはただ、零ぜろへ還かえる」

　かぱっ。

「かっこいいせりふ、ろくおん、かんりょー」

　ボイスレコーダーを持ったネコミミ、っていうかフェルが部室の床から姿を見せる。

「おおおおおおおおおおおおおええあああああええええええええ！」

　宗そう司じは思わず変な声で叫び、椅い子すから転げ落ちる。

「せいあるものはしななければならないー」

「やめろ、繰り返すな！　夜中に布団の中で思い出して死にたい気分になるから！」

「……にやり」

　床の穴から体を半分だけ覗のぞかせ（その大きな胸をぽよんと床の上に載せている）たフェルは、チェシャ猫のように厭いやらしく笑う。

　床に転げ落ちた宗司は物もの凄すごい速度の匍ほ匐ふく前進で間合いを詰めるが、一瞬間に合わず。

「あばよー、そーうじー」

　かぽっ、と蓋ふたを閉めた床下に消えた。

「ぎゃああああ、ちょ、まて、そのレコーダー置いてけ、マジで！」

　フェルが現れた辺りの床板を、どうにかして剝はがそうとガリガリ引っかくが、とっかかりの一つもない。

「あああああああああああ、あの神出鬼没ネコミミめがああああああ！」






日誌　二　冬の入り口






　気付けば数週間が過ぎていた。

　二学期の終わりは近付き、木こ枯がらしは冷たさを増し、夜はますます長く、人は厚手の服を纏まとい木々は逆にその葉を落として裸に変わる。

　裏山にほど近い第三旧校舎の周囲では、山からの冷たい風が枯葉交じりに吹いていた。

　秋の終わり、冬の始まり、その間のある一日、冬服の──カッターシャツの上に学ランを着ただけ──宗司は今日も放課後の第三旧校舎を歩きゲーム同好会の部室に向かう。

「うーす、誰かいるかー」

　ガラリとドアを開け、軽く挨あい拶さつをしながら部室に入る。

「……ん？」

　窓の向こうに、巫み女こが居た。

　部室の外、第三旧校舎裏、白い巫女装しよう束ぞくと赤い袴はかまを身につけた森もり塚つか一いち乃の。

　長い黒髪は鋭い風に激しくなびき、風の終わりと共にはらり白い巫女の背に落ちる。

　白魚の手が竹たけ箒ぼうきを握り、楚そ々そと落ち葉を掃き集め、足元に落葉の小山を作る。

　宗そう司じの気配に気付いたのか、彼女はしゃらりと長い黒髪を揺らして振り返った。

「あら宗司、いらっしゃい」

　僅わずかに赤い瞳ひとみを細め、彼女は人形のように端整な顔に笑みのようなものを浮かべる。

「お……おう」

　軽く手を上げて挨あい拶さつを返し、宗司は一いち乃のに近付く。

　荒あら谷や学園は山中にあり、その外れとも言える第三旧校舎の校舎裏はすぐ山へと続いている。そこにある木々もやはり秋から冬への衣替えの最中、必然、落ち葉の量も多い。

　落ち葉の小山の隣には、何のつもりか水が入ったバケツがあった。

「なんで巫み女この格好で外の掃除してんだ？」

「落葉掃除と言えば巫女と決まっているからよ、急いで用意したわ」

「……決まってんのか」

「そう決定事項よ、そして私は巫み女こ乃のさん、清せい楚そ可か憐れんなカミに仕える乙女」

　カチリ、この辺で妙なスイッチが入った。

「だったのに、ある男に出会って、哀れにもその心と体を汚されてしまうの……」

　一乃は竹箒を放ほうり出し赤い瞳を蕩とろけさせ、うっとりと紅潮した頰ほおに手を添えた。












　恒例、一いち乃のさんの妄想です──

「一乃、こんなところにいたのか」

　どこかの境けい内だい、竹たけ箒ぼうきを手に掃除していた巫み女こ装しよう束ぞくの一乃を宗そう司じ（三割り増し）が背後からそっと抱き締め、長い黒髪に顔を埋うずめる。

「あっ……だめよ、宗司、手を離して」

　小さく一乃は首を振る。だが肉体は言葉ほどに嫌がっていない。

　一乃の体は力が抜け背後の宗司に身を任せ、宗司は抱き締める腕に力を込める。

「おまえの髪は良い香りがする、これは椿つばき油あぶらか？」

「やめて、くすぐったいわ」

「可愛かわいい反応だ。今すぐ、おれだけのものにしてしまいたい」

　耳を舐なめるように囁ささやき、右手は巫女服の合わせへ、左手は腰部にある赤い袴はかまの隙すき間まに。

「んっ、そ、そこは……」

「教育してやろう。おまえが仕えるのはカミじゃない、おれだ」

　蜘く蛛もが蝶ちようを絡からめるように、宗司の手が言葉が一乃を絡め取る──




「ああ、やめて、そんな、優しく触られたらぁ」

「っていい加減に戻って来いやぁあああああああ！」

「……なによ宗司、良い所だったのだから邪魔をしないで欲しいわね。この後、宗司が触手を生はやすという驚きの新展開が待っているのよ？」

「人間に触手は生えねえよ、そもそも人前で妄想を垂れ流すな」

「安心なさい、垂れ流しているのは半分故意よ」

「最悪じゃねえか」

「あんっ、宗司の触手が袖そでから入り込んで……」

「妄想を続けるな！」

「残念だわ。これからが、面白いところなのに」

　少しばかり不満そうに、一乃は熱っぽい瞳ひとみを宗司に向けた。

　爛らん熟じゆくした果実に似たねっとりとした甘い香りを感じたのは気のせいか。

「はいはい、で、巫女装束はわかったから掃除の理由もついでに教えてくれ」

　溜ため息いきを吐つきながら宗司が聞くと、巫女装束の一乃はふっと唇を緩めて風になびく黒髪を掌てのひらで押さえた。

「つれないのね」

「真面目まじめに取り合ってたら日が暮れるからな」

　戻ってきた日常のやり取り、そこにぎこちなさはない。

「話を戻せば、単に掃除をしていたというわけでもないのよ……ああ、来たわね」

　校舎裏の一いち乃のが視線を右へ向け、宗そう司じも同じように右を見た。

「ペーン」

　赤いペンギン──『煉獄カサルテイリオ』の獣の一匹がこちらへと向かっていた。

　両手（両羽）で器用にダンボール箱を持ち、ぺったらぺったら小走りする姿が可愛かわいい。

「ペンッ！」

　やって来たペンギンはダンボール箱を一乃の足元、集まった落ち葉の横に置く。

　ダンボール箱の蓋ふたは開いていて、宗司からも中身は見えた。

「さつまいも……ああ、焼き芋すんのか」

「正解、あなたもこっちに来て準備を手伝いなさい」

「はいよ、じゃ、一旦表に出るか──」

　瞬間、一乃の赤い瞳ひとみが鋭さを宿し叫ぶ。

「避よけなさい！」

「はっ？」

「ソージ、ラブゥゥゥゥゥ！」

　背後から聞こえた声、宗司が振り向くより早くソレは激突する。

　どんぽよんっ、ごすっ！

「はぐぅあ、は、腹、窓枠、うぉえ」

　ぶつかった勢いが良すぎて、宗司は窓枠に思い切り腹を打ちつけ悶もん絶ぜつする。

「アハハハ、だーれだー」

　ぶつかったソレはぎゅっと宗司の体に手を回して、そんなことを聞いてくる。

　むぎゅりと背中に押し付けられたマシュマロのように柔らかい感触と甘いミルクのような香りに、さっき腹を打って青くなった顔が赤く染まる。

「こ、この胸、もとい、声は、キリカだな」

「わお、凄すごいやソージ、大正解だよっ！」

　答えて、ひょいと彼女が少し離れる。宗司は振り返り一応、答えを確認した。

「改めまして、ソージラブー」

　間違いなく、沢さわ村むらキリカだった。

　寒さを吹き飛ばすような明るい笑顔、輝くような銀の髪に海のような碧へき眼がん、ちょっと同世代にはない抜群のプロポーション（特に胸のサイズ）。

　制服は胸元にリボンがついたブレザータイプだが、上着は脱ぎ、代わりに薄手のカーディガンを羽織っていた。

　宗司の視線は思わずカーディガンの胸部に、大きな胸に突き上げられて今にもはちきれてしまいそうなそこに吸い寄せられる。

「何という、サイズだ……」

「ニャハハー、ソージ、どこを見てるのかなー」

　からかうような顔でキリカが言い、むぎゅりと二の腕で胸を寄せて上げ強調する。

　宗そう司じは寒さ以外の原因で顔をさらに赤くし更にうろたえる。

「い、いえ、何も見ておりませんですよ──はっ、殺気！」

　思わず窓の方を振り返る。

「楽しそうね」

　黒髪紅眼、巫み女こ装しよう束ぞくを纏まとった鬼が居た。

　ズゴゴゴゴゴゴ──そんな幻聴が聞こえそうなほどの殺気、腕組みをした『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一いち乃のは赤い瞳ひとみを吊つり上あげ宗司を威圧する。

　長い黒髪がたなびくのは、校舎裏に吹く冷たい風のせいか、それとも膨れ上がる殺意が揺らすのか。巫女装束と相まって、まさしく鬼女の如ごとき迫力だ。

「あ、いえ、その、これは、えー」

　宗司は背中に冷や汗が流れるのを自覚し、何とか誤ご魔ま化かそうと言葉を探す。

　だが、言葉を見つけ出す前に、次の爆弾をキリカが投げた。

「聞いてよイチノ、実は『また』胸が『大きく』、なっちゃってさっ、大変なんだよっ、服とか下着とかがきついんだもんっ」

「そう」ゴゴゴゴゴゴゴゴ──

「ひぃいいいいい」

　もはやドラゴンすら全力で逃げ出しかねない一乃の殺意、キリカは平然とそれを受け流し、間に挟まれた宗司は脇わきに飛とび退のいてガタガタ震える。

「いいねっ、イチノは、そういう心配なさそうで。その巫女服もすっごく似合ってるよっ、言うよね、和服は胸がないほうが似合うってさっ！」

「そうね、あなたのような粗雑な女に巫女装束は似合わないわね」

　一乃が微笑ほほえんだ。

「だから死ね」

　恐ろしく素敵な笑顔を浮かべたまま、躊ちゆう躇ちよなく一乃は拳こぶしを振り上げた。

　巫女服の袖そでを揺らし間髪いれず振り下ろす。

「はんっ、予想済みだよっ！」

　同じタイミングでキリカも拳を繰り出した。

　風を切る拳が二つ、ごすりと重たく鈍い音。

　宗司の目の前、窓枠越しに一乃とキリカの拳が激突し、ぎりぎりと軋きしんだ音を立てる。

「こ、の、牛胸百貫デブがああああああ！」

「黙、れ、無成長大平原があああああああ！」

「殺す殺す殺す、おまえだけは絶対殺すぅううううう！」

「やれるもんならやってみやがれこらあああああああ！」

　猛獣が二匹、ちょっとお見せできないような顔をして睨にらみ合あっていた。

　特に巫み女こ装しよう束ぞくの一いち乃のは……清せい楚そとか可か憐れんがどこかに吹っ飛ばされており残念だ。

「そうだ、焼き芋を作ろう」

　遠い目をした宗そう司じは現実逃避丸出しの台詞せりふを呟つぶやき、そっと部室を出て行った。

　そして廊下を進み、校舎入り口を抜け、さつまいもと落ち葉の用意された校舎裏へ。

「遅かったわね、あなたも焼き芋の準備を手伝いなさい」

「さつまいもの汚れを落として水で濡ぬらして、アルミホイルで包くるんで準備完了だよっ」

「ペーン」

「いつのまにか和解して仲良く焼き芋の準備をしているだろぅううううう！」

　窓枠を乗り越えたのだろう、キリカもちゃっかり校舎裏へ出ていた。

　因ちなみに、ペンギンもさつまいもを濡らしては包みと器用に準備を手伝っている。

「ツッコミは良いから、ソージもはいっ」

「はいはい、ええとまずは水で濡らすところからだな」

　にこにこと笑顔を浮かべたキリカからさつまいもを受け取り、宗司も作業を手伝う。

「焼き芋ー、焼き焼き、焼き芋ー」

「やっきいもー、やっきいもー」

　実はかなり楽しみなのか、一乃とキリカが歌っていた。

「うわあ、キリカはともかく、一乃似合わね──ふげらっ」

　ごすりと一乃が投げたさつまいもが宗司の頭にストライク。

「口は災いの元よ、宗司」

　一乃は乱れた巫女装束の襟元を直し、長い黒髪を優雅にかき上げ白い背中へ落とした。

「……ああ、たった今、身をもって理解した」

　かなり痛かったらしく、宗司は蹲うずくまって頭を抱えていた。

　溜ため息いきを一つ、投げつけられたさつまいもを拾って立ち上がる。

　手にずっしりとして、丸々と肥えた良いさつまいもだ。

「しかし、どこから調達してきたんだ、結構な量あるけど」

　何気なくダンボール箱を見る、箱の中にはまだ半分以上さつまいもが残っていた。

「近所のスーパーマーケットで安売りをしていたのよ。さっき、ペンギン二号をおつかいに出して買ってこさせたわ」

「ああ、なるほどねっておいこら待て！　ペンギンが買い物したのかこれ！」

「そうよ」

「ペンッ！」

　事もなげに巫女さん一乃が頷うなずき、赤いペンギンことペンギン二号は元気良く、がま口財布を持った片手（羽）をあげる。

「いやペンギンが買い物て、せめてフェルに行かせろよ、一応人型だし」

「ペンギン差別はダメよ」

「そういう問題じゃねえだろ」

「と、いうことはつまり……」

　巫み女こ装しよう束ぞくの袖そでに両手を入れるようにして腕を組み、一いち乃のが言う。

「どうせ使い走りを出すなら、ペンギンではなく自分を使って欲しかったと宗そう司じは主張しているわけね」

「やべえ、おれには理解できない論理が展開されている」

「私への忠誠心を示すチャンスを逃したことを嘆なげくなんて、見事な奴ど隷れいぶりだわ」

「違うわ！　おまえ会話を成立させる気がねえだろ！」

「あると思っていたの？」

「うっがああああああ、こ、この女あああああ！　心底腹立つぅううううう！」

「ソージ」

　頭を抱えて絶叫する宗司の肩を、キリカが優しく叩たたいた。

「はぁはぁ、な、なんだ？」

「もう諦あきらめた方が良いと思うよ」

　何かを悟ったような微笑ほほえみを浮かべて、キリカが小さく首を振った。

「……そうだな、これ以上ツッコミを入れると、おれの精神がどうにかなりそうだ」

「あなたって、追い詰められた人生を送っているのね」

「黙れ元凶」

「いいから、手を動かしなさい。さつまいもはまだまだ残っているわよ」

　追い詰めた当人にあっさり流された瞬間、宗司の中で何かが切れた。

「上等だ『さつまいもをアルミホイルで包くるむ世界選手権』があったら準優勝間違いなしと言われるおれのスキルを見せてやる！」

　猛然とダンボール箱に突進、同時にアルミホイルを手にし、その両方を宙に投げる。

「──ッ！　宗司、何をするつもり！」

「とうっ！」

「ああっ、続けてソージも跳んだよっ！」

　ダンボール箱、アルミホイルと共に宗司は空高くへと舞い上がり、

「ふははははは、見よ、我が奥おう義ぎ『昇星芋包みライジング・スター』！」

　技名を叫ぶだけ叫んで普通に着地した。

「意味はなかったようね！」

「うん、ただの無駄な動きだったねっ！」

「ペーン……ペンッ！」

　だが、ペンギンは何かに気付いたように宗そう司じの手元を指した。

　宗司は鬼神に憑ひよう依いされたかの如ごとき速度で、さつまいもをアルミホイルで包くるんでいた。

　その手の動きはまさに神速、さつまいもが宙に浮いているようにさえ見える。

「す、凄すごいわ、手の動きが見えない、さすが世界選手権準優勝……」

「動きに一部の無駄もないよ……このレベルに辿たどり着つくまで、どれだけの訓練を」

「ペ、ペーン……」

　一いち乃のにキリカ、ペンギンすらも戦せん慄りつする。

「ふはははははははは、何人たりとも、おれの前は走らせねえぇええええええ！」

　ほどなく焼き芋の準備は終わり──同時に、宗司はがくりと膝ひざを突いた。

　その顔はぐっしょりと汗に濡ぬれ、酷使した右手はぴくぴくと痙けい攣れんしている。

「くっ……ここまで、か、やはり、まだ奥おう義ぎを、使いこなせては……」

「宗司！　しっかりして宗司！　目を開けて！」

「嫌だよ、目を開けてよソージ、ソージィィィィィィ！」

「後は……頼んだ、ぞ」

　宗司静かに目を閉じ、少女たちの慟どう哭こくが高く澄んだ秋の空に響き渡った……

「さて……そろそろ火を起こしましょうか」

「おう、了解」

「オッケー」

「ペンッ！」

　謎の小芝居を終えた宗司たちは、いよいよさつまいもを焼き始めた。

　パチパチと燃える落ち葉の小山を眺めていた宗司は、ふと思い出す。

「あ、そうだ一乃。リリスと、残りの『煉獄カサルテイリオ』も呼ばないか？　どうせ山ほどあるんだし、ここにいる面子めんつだけじゃ食べきれないだろ」

「いいわよ」

「んじゃ、リリスに電話するか」

　と、宗司が携帯電話を取り出すや、

「お呼びですか兄さま、」

「お呼びですか兄さま」

「うぉおおおおおおおお！」

　後ろから急に声をかけられ、びっくりして叫んだ。

「あらリリス、いたのね」

「……気配とか、全くなかったねっ」

　文字通りいつのまにか、校舎裏に宗司の妹──リリスとリリスの姿があった。

「あーびっくりした、あーびっくりした。なんで呼ぶ前に既にいるんだ……」

　ばっくんばっくん鳴っている心臓を抑えながら、振り返ってリリスの方を向く。

　荒あら谷や学園中等部一年のリリスとリリスが着ているのは青いリボンのついたペールオレンジのブラウスにクリーム色のブレザーを組み合わせた制服。

　表情に乏とぼしい幼い顔立ち、柔らかい髪を括くくって作った小さなポニーテイル、見るたびに色の変わる虹にじ色いろの不思議な瞳ひとみ、十三歳という年齢に比べても華きや奢しやな体、胸の膨らみなどは無いに等しく。

　その全すべてが鏡に合わせたように同じ。

「素敵な妹リリスは、いつでも兄さまの傍そばに、」

「呼ばれる前に現れる程度、妹のスキルとしては基礎も基礎です」

「……妹業界も、色々大変なんだなあ」

　どこからツッコミを入れるべきか迷った挙あげ句く、宗そう司じはツッコミを放棄した。

　傍で聞いていた一人だけ巫み女こ装しよう束ぞくの一いち乃のが、くすり、愉快そうに赤い唇を吊つり上あげる。

「あなたも、色々と大変ね。この巫み女こ乃のさんがお祓はらいしてあげましょうか？」

「いらねえよ、そもそも、おれが大変な理由の三分の一はおまえだからな」

「この私が三分の一とは不愉快だわ。すぐ一分の一にしてあげるから覚悟なさい」

「おまえはプライドを発揮する場所を間違えている」

「大丈夫だよっ、キリカさんはそんな悲惨なソージもラブーしてるからさっ」

「ありがとう、でもあんまり嬉うれしくないのはどうしてだろうな」

「ご安心ください、兄さまとリリスのラブラブライフを、」

「邪魔する輩やからは必殺リリスパンチで皆殺しです」

「お兄ちゃん、今、一番不安になったよ！」

「それはいけません兄さま、」

「兄さまを苦しめる雌めす豚ぶたどもをすぐに排除せねば」

　ちらり、リリスとリリスの虹の瞳が一乃とキリカを見た。

「あらあら、何だか愉快な寝言が聞こえたわね」

「アハハハ、笑えないジョークにも程があるねっ」

「寝言でもジョークでもないことを、リリスは実力を持って証明します」

　校舎裏は一瞬にして険悪な空気に包まれ、冷たく強い肌を切るような風が吹く。

　長い黒髪が、輝く銀の髪が、柔らかく小さなポニーテイルが大きく揺れる。

　赤と青と虹の瞳は火花を散らし、今にも爆発してしまいそうだ。

「……ああ、なんか久しぶりだなあこの展開」

　間に挟まれた宗司は、懐かしさと緊張を宿した面持ちで一乃たちの激突を止めるべくタイミングを計っている。

　因ちなみに、ペンギンはというと。

「ペーン」

　焼き芋の出来具合を確かめるよう燃える落ち葉の小山を棒切れで突いていた。

　どうやら、争いに関わるつもりは一切ないらしい。実に利口だ。




　そして、まあ何とか争いも回避され、無事に焼き芋も出来上がった。

　楽しい楽しい焼き芋タイムである。

「ただ焼いただけで、なんで芋ってこんなに美う味まくなるんだろうな」

　宗そう司じは半分に折った焼き芋を齧かじりながら言う。

　湯気を立てるほくほくの焼き芋、黄金色に輝き、芳かんばしく甘い香りが校舎裏に漂う。

　嚙かみ締しめればその香りを裏切らぬ優しい甘さが口いっぱいに広がり、何だか幸せな気持ちにさえなれる、まさに至福。冷たい秋風すらもちょっとしたスパイスだ。

「ええ、美お味いしいわね」

「うんっ、いくらでも食べられそうだよね」

　楚そ々そとして、半分に折った焼き芋を食べている一いち乃の。変な言い方だが、巫み女こ装しよう束ぞくと焼き芋の組み合わせが実にしっくりと似合っていた。

　一方のキリカは両手に焼き芋を握り、何とも幸せそうな顔でぱくぱくと食べている。

　焼き芋の食べ方すら対照的な二人の、長い黒髪を、輝くような銀髪を、甘い香りが混じった風が撫なで揺らして去って行く。

「いくらでも、は言いすぎだろ」

　流れる黒と銀の美しさに一瞬見み惚ほれて、宗司は苦笑を浮かべた。

「しかし兄さま、」

「この程よい甘さと食感は素晴らしいものです」

　はむはむ、はむはむ、リリスとリリスの表情こそ変化はないが両手で包むように持ちハムスターか何かのように夢中で食べている。

「うなー、うまうまー、でもあついから、ふーふー、うまうまー」

「おっ、いつのまにか現れやがったな」

「ごしょーばんに、あずかっていますー？」

　赤毛のネコミミ少女──フェルは見た目どおりに猫舌らしく、ふーふーと息で焼き芋を冷ましながら言う。

　服装はいつもの黒いセーラー服で、もうトレードマークみたいに胸元のリボンが歪ゆがんでいた。胸が大きすぎてリボンが上う手まく結べないというのも案外真実なのかもしれない。

　神出鬼没も、いつものことだ。

　フェルと一緒に一乃が呼んだ他ほかの獣たち──ペンギンと犬とマンボウとウサギはちょっと離れた場所で一箇所に固まって美お味いしそうに焼き芋を食べていた。

「わふっわふっわふっ」

「うっさうっさうっさ」

「マーンボーウー」

　赤い子犬も、ウサギも、マンボウも、嬉うれしそうに焼き芋を食べている。

　因ちなみに、マンボウだけは水を張った木のタライの中で、

「ペーン！」

「マンボーウー！」

　ペンギンが軽く放ほうり投げた焼き芋を、芸をするアシカよろしくキャッチしてもぐもぐしている。

「……マンボウって、焼き芋食って大丈夫なのか？」

　呟つぶやいて、宗そう司じはまた一口焼き芋を口に運ぶ。

　美味しそうに焼き芋を食べている一いち乃のにキリカ、リリスとリリス、フェルに獣たち。

　誰もが普段より柔らかい顔をしていて、宗司もまた思わず微笑ほほえみを浮かべてしまう。

「ああ……平和だな」

　嫌になるほど平和な、日常がここにある。

　宗司は一乃を見詰めた。

　一乃が宗司の視線に気付いた。

「あら、どうしたの？」

　答えず、宗司は軽く肩をすくめた。

『日常継続ゲーム』、現在のところは一乃が優勢のようだ。




　そして翌日の放課後。

「栗くりドラ焼きをリリスは作りました、」

「昨日の焼き芋のお礼です」




　更にその翌日の放課後。

「今日はキリカさんが肉まんを作ってきたよっ！　皮から手作りの力作だよっ！」




　更にそのまた翌日の放課後。

「今日は、私がかぼちゃプリンを作ってきたわ」




　更にそのまたまた翌日。

「うなー、さむいひに、あえての、さつまいもしゃーべっとー」

　と、焼き芋を皮切りにゲーム同好会内部限定のおやつブームが勃ぼつ発ぱつした。




　結果…………

「我ながら、素晴らしいシュークリームだわ」

「うんうん、美お味いしいねー」

「はい、皮とクリームのバランスが最高です」

　また別の放課後、いつもの連中が部室の古びたテーブルを囲み一いち乃の作のシュークリームを食べながら紅茶を飲んでいた。

　美味しいおやつの力か、最近は喧けん嘩かもなく部室は和なごやかな空気に包まれている。

　心なしか、彼女たちの表情も柔らかく……何だか、顔が丸みを帯びたような。

「なあ」

　そんな中で、宗そう司じは思い出したように口を開く。

「おまえら、ちょっと太った？」

　ピシリ──空気が凍りつく音がして、一乃たちは恐る恐る自らの腹部に手を当てる。

　ふにっ。

「────ッッッッッ！」

　声にならない悲鳴が、ゲーム同好会部室にこだました。






日誌　三　彼女たちの禁忌






　おまえら、ちょっと太った？

　と、言った翌日の放課後、宗司はいつものように第三旧校舎へと歩いていた。

「ううっ、寒っ」

　びゅうと吹いた風に宗司は思わず呟つぶやき、学ランの前をぎゅっと合わせる。

　昨日に比べ急に寒さが増し、山から吹く風はもう冬の冷たさを宿していた。

　もうすぐ冬だ、否いや応おうのない時間の流れを感じずにはいられない。

　やがて第三旧校舎に辿たどり着つくと、いつものように人ひと気けのない廊下を進み、いつものように部室のドアを開ける。

「よう──って、暑っ！」

　むわあああああんとした空気が、宗司を襲った。

「な、何が起こってるんだ」

　照明が落ち窓もカーテンも締め切り薄暗く、やたらに蒸むれた空気が立ち込めている。宗司はその絡からみつく熱さを払うように顔の前で手を振りながら部室に踏み込んだ。

「あら、宗そう司じ、いらっしゃい」

「アハハハ、ソージラブー」

「兄さま、一足先にお邪魔しています」

「……うなあ、しぬー」

　既にゲーム同好会女性陣が勢せい揃ぞろいしていた。

　しかし一いち乃のの艶つやのある長い黒髪も、キリカの魅惑的な体も、リリスの鏡合わせの姿も、フェルのネコミミも──何一つ見えず、部室の中央で巨大な饅まん頭じゆうが車座になっていた。

　良く見れば、その饅頭は頭から毛布を被かぶった一乃たちだ。

　普段部室の中央に置いてあるテーブルはどこかへ運ばれ、その代わりというわけではないが、あちらこちらにストーブやら加湿器が何台も並んでいた。

　もはやサウナだ。

　宗司はむわりとした熱気に息苦しさを覚えながら一乃たちに近付き、椅い子すもテーブルもないので床に直接腰を下ろす。

「あ、あの……すいません、ちょっと質問良いですかね」

　もぞり、と全すべての饅頭が動き宗司の方を見た。

　毛布の隙すき間まから赤や青、虹にじ色いろの瞳ひとみが覗のぞいており……ちょっと怖い。

「凄すごく嫌な予感がするんですが、この状況、やっぱりボクのせいだったりします？」

「いいえ、ただの健康のためのダイエットよ」

「そーだよ、ただの健康的なダイエット」

「はい、兄さまは完璧なまでに無関係なダイエットです」

「うなぁ……だいえっと」

「そうすか」

　多分、自分の先日の発言のせいなんだろうなーと珍しく宗司は察し、

「──嫌な予感がするので、おれはもう帰る！」

　立ち上がろうとした。

　がしり。

「ふふふふふふ、少し、遅かったわね」

　隣の饅頭が、宗司の脚をがっちり摑つかんでいた。

　饅頭、いや、被った毛布が今の動きの拍子にずれ姿が覗いている。

　汗に濡ぬれ白い肌に張り付く長い黒髪、爛らん々らんと異様な輝きを宿す赤い瞳、笑っているようでいて笑っていない唇、野や暮ぼったい学校指定ジャージの上下。

「い、一乃か……」

　ジャージという、ともすれば間抜けな格好をしているくせに普段の三割増し恐ろしく、彼女の背後はオーラが立ち昇る如ごとく揺らいでいる──ただの蒸気の可能性もあるが。

　ごくりと宗そう司じは唾つばを飲んだ。

　室内は熱帯夜の如く蒸むし暑いくせに、妙な寒気が背筋を撫なでた。

「折せつ角かくでしょう、あなたも、付き合いなさい」

　誘いの形式をとっているが明らかな命令で、宗司の脚を摑つかむ手はぎりぎりと凄すさまじい力がこもっている。

　それでも、宗司は一応足あ搔がいて見せた。

「い、いや、そのー、正直、おれは関係ない、よね？」

「知ったことではないわ」

「何という問答無用、部室に来て即逃げるべきだったか」

「ふふっ、一人巻き込むも二人巻き込むのも同じことよ、諦あきらめなさい」

「つまり、おれより先に巻き込まれたのがいるんだな」

　改めて腰を下ろした宗司が首を傾かしげると、饅まん頭じゆうの一つがびくんと揺れた。

　芋虫が脱皮するようにもぞもぞと毛布の中から這はい出だして来たのはフェルだ。

「うなー、ふぇる、だいえっと、いみ、ないのに、まきこま、れたー」

　長い赤毛もその上のネコミミもくったり萎しおれ、そのくせに赤い瞳ひとみはやはりギラギラとした獲物を前にした豹ひようのように輝いている。

　因ちなみにこっちもジャージ姿だ、サイズは胸に合わせたのだろう（一いち乃のより背が低いくせに、胸はキリカ並みに大きいという反則的な体だ）、完全に袖そでと裾すそが余っていた。

「……そりゃ、おまえは元々炎だもんなあ」

　フェル──『煉獄カサルテイリオ』の獣の一匹、第一罪。

　ネコミミ少女の形をしてはいるがその本質は『炎』だ、太るも瘦やせるもない。

「てーか、おまえ、暑いの強いんじゃないのか？」

「しっけが、きついーのかなー？」

「何な故ぜ疑問系なんだ」

「あつくて、あたま、まわらないー」

「大変だな……」

「そうじを、はめる、さくせんが、おもいつけないー」

「うん、同情して損した」

「ふはははははは、だがー、フェルにはまだー、七〇〇八四のさくせんが、あるーぜ？」

　ちょっと正気ではない瞳のフェルはおもむろに両手を上げ余った袖をぶんぶんと意味もなく振り回す。

「賭かけても良いが、絶対に七〇〇八四もねえだろ」

「ばーれーたーかー、ほんとーは、三六五こ、ぐらいー？」

「わーお、丁度一年分でとってもお得だねってアホか！」

「うなー」

　こてり、フェルは暑さにうだる猫そのままにぺたりとうつ伏せになる。

　汗に濡ぬれた長い赤毛の上で、ぴこ、ぴこと左右にネコミミが揺れていた。

「おい、大丈夫か、しっかりしろフェル」

　言いながら、宗そう司じはちらりと周囲に視線を走らせる。

　まずフェルは目の前でうつ伏せになっている。隣の一いち乃のは油断しているのか、毛布を被かぶったまま俯うつむいて動かない。

　キリカにリリス……が中に入ってるだろうと思われる毛布を被った饅まん頭じゆう三つは動く気配もなく、宗司から離れた場所にある。

　好機、逃げ出すチャンス、宗司は素早く立ち上がり、振り返る──

「ふふふふ」

「アハハハ」

「…………」

　一乃が、キリカが、リリスとリリスが、ずらり待ち構えていた。

「馬ば鹿かな！　おまえらはあっちで毛布を──！」

　慌てて確認する、毛布の饅頭は四つ（一乃、キリカ、リリスにリリスの分）は間違いなくある。否いや、あった。

　くしゃりと毛布の饅頭が潰つぶれた。

　とっくの昔に中身はなく、外殻だけを保っていたように、あっさりとだ。

「なるほど、囮おとりか」

「理解したようね」

「ソージが逃げようとするぐらい、とっくに予想済みだよっ」

「リリスは兄さまを、逃がしません」

　赤の、青の、虹にじ色いろの瞳ひとみには危険な輝きが宿り、その声は虚うつろでありながら熱っぽく。

　部室をサウナにしてまで流した汗で、彼女たちの髪は額に頰ほおに張り付いていた。

　どうでもいいが、揃ってジャージ姿だった。

「ははっ、ははははははは」

　異様な迫力に圧おされ、宗司は両手を上げて渇かわいた声で笑う。

「道連れは、多いほうが良いわ」

「アハハハハハー、一緒に、頑張ってくれるよねー、ソージ」

「兄さま、リリスと共に地獄の果てまで参りましょう」

　こんな時でなければ見み惚ほれてしまいそうなぐらいに素敵な笑顔を彼女たちは浮かべていて、宗司は逃げ道が完全に塞ふさがれていることを悟った。

「ああもう、こうなりゃ自や棄けだ、おれもダイエットに付き合ってやるよ！」

　どかり、床の上にあぐらを搔かいて叫んだ。

　パチパチパチと、何な故ぜか一いち乃のたちが拍手をする。

「やっと決心してくれたのね宗そう司じ、二度も逃げようとしたくせに今更開き直るなんて思い切りが悪いにも程があるわ」

「さすがソージ、よっ、決断を先延ばしにした挙あげ句く追い詰められて自棄になる男っ」

「駄目人間レベルが絶賛上昇中の兄さまも素敵です」

「容赦ねえな、おまえら！」

　しかし反論の余地はない。

「さて、あくまで健康のためのダイエットを続けましょうか」

「絶対健康に悪いと思うんだがなあ……」

　口々に言いながら、宗司と、ジャージ姿の一乃たちが腰を下ろす。

　ストーブと加湿器でサウナと化した部室の中央で、宗司も加えて車座になる。

　別に何をするでもなく、体育座りでじっとしているだけだが、それでも後から後から汗が流れ出てくる。

　額から流れた汗が、鼻筋を通ってぽたりと床に落ちて小さな染みを作る。

「毛布は、もう被かぶらねえのか」

「あれは正直厳しすぎるから止やめたわ」

「気付けよ最初から……ん？」

　ふと、宗司は人数を確認した。

　一乃、キリカ、リリス、リリス、そして自分自身。

　若干見慣れたネコミミの姿がない。

「あいつ、逃げやがったな」

　ぎりぎりと歯は軋ぎしりするも、追い掛けて捕まえようとする気力もわかなかった。

　度を越した蒸むし暑さは、人間のやる気を根こそぎ奪い取るものだ。

「な、なあ、これ、いつまで続けるんだ」

「瘦やせるまでに、決まってるでしょう」

　隣に座る一乃が、地の底から這はい出でるような声で答える。

　キリカとリリスに至っては何も言わない。暑過ぎて喋しやべるのも嫌になっているのだろう。

「瘦せるまで、ね、まあ、そりゃ、そうだが……暑い中でじっとしてるより、動いたりした方が瘦せるんじゃね？」

　宗司がぼうっとしたまま、何となく返事をした。

「そうかも……」

　一乃もぼんやりとした頭で何となく返事をした、瞬間、カチリとスイッチが入った。




　一いち乃のさん妄想劇場・短縮版──

　汗を流す、運動、男と女がいる、室内で出来る、絡からみ合う肉体、いやっほうっ。




「理解したわ宗そう司じ！」

　誤解した一乃が突然叫び、濡ぬれた黒髪を揺らして立ち上がる。

「え、な、何？」

「……イチノ？」

「…………」

　宗司が戸惑いの声を上げ、キリカとリリスが青と虹にじ色いろの淀よどんだ瞳ひとみを向ける。

　無視して、一乃が指を鳴らした。

「準備なさい『煉獄カサルテイリオ』！」

「ペンッ！」

「ワンッ！」

「ウサー！」

　一乃の呼びかけに応じ、赤いペンギン、子犬、ウサギがどこからともなく現れた。

　ペンギンが枕を、子犬とウサギが二匹で布団を頭の上に乗せ部室に入り込むや素早く中央で布団をセット。ペンギンたちは素早く退出。

　すかさず一乃が布団に寝そべり脚を組み、濡れた赤い瞳で宗司を見詰めて手招きする。

　ジャージ姿でさえなければ最高に色っぽかっただろうがそれはさておき。

「さあ、ベッドの上でするスポーツを始めましょう」

「アウトォオオオオオオ！　それはヒロインが言って良い台詞せりふじゃないぞ！」

「あら、失礼ね『暑い部屋の中でじっとしているぐらいなら、ベッドの上で体を動かそうぜマイハニー』と誘いをかけたのはあなたでしょう」

「誘いをかけた覚えはないし、ベッドじゃなくて布団だし、そもそもおれはマイハニーとか言わない」

「私の脳内宗司は常にそんな感じよ」

「の、脳内宗司……だと……ついにそんなものまで」

「私をマイハニーと呼ばない宗司なんて、宗司じゃないわ、この偽にせ者もの！」

「現実と脳内が逆転しているぅうううう！　っていうか、こいつ微妙に正気じゃねえ！」

　良く見たら、一乃の目の焦点が合ってなかった。

　未いまだに活動中のストーブと加湿器の力が、ついに一乃の正気を奪い取った。

　否いや──一乃だけではない。

「アハハハ、なるほど、うん、それは良い考えだよねっ」

　ゆらり、今まで黙っていたキリカが立ち上がり甲かん高だかい声で笑う。

　青い瞳ひとみの焦点はずれ、口元には奇妙な笑みが浮かんでいた。

「お、おい、キリカ？」

　ジャージ姿のキリカ、虚うつろな瞳は宗そう司じではなく一いち乃のを、正しくは部室中央に敷かれた布団を見詰めてよろよろと歩いて行く。

「あ、あら？　キリカ？」

「アハハハ、キリカさんダーイブ」

　戸惑う一乃を無視して、キリカは文字通り布団の上に倒れこむ。

　むぎゅりと柔らかなキリカの体、汗で湿ったジャージ、濡ぬれた銀の髪、甘いミルクのようなキリカの香りが一乃の淡い花の香りと混ざり合う。

　一乃の顔は暑さ以外の理由で赤くなり、キリカの手は一乃の肉体に絡からみ、キリカの豊かな胸と一乃の慎つつましやかな胸が触れ合う。

　恋人同士の熱烈な抱ほう擁ようのような二人、一乃はキリカの下でもがくが抜け出せない。

「くっ、ど、どきなさいキリカ！」

　キリカは正気を失った笑みを浮かべ、おもむろに一乃の腕を逆関節に取った。

「アーンド、キリカさん関節技っ！」

「待ちなさい、それ本気で入って──ッッッ！」

　ギリギリギリ、嫌な音が鳴る関節、一乃の声にならない悲鳴。

「──ッ、こ、このっ」

　ガブリ、赤い瞳に薄っすらと涙を浮かべた一乃がキリカに嚙かみ付ついた。

「痛っ！」

「随分と、好き放題にしてくれたわね！」

　思わずキリカは関節技の手を緩め、一乃はその隙すきを逃さず体をひっくり返す。

　今度は一乃がキリカに馬乗りになり、一乃の下でキリカが体を揺さぶり足あ搔がく──ジャージ越しにもはっきりとわかる豊かな胸がたゆんたゆん、プリンをスプーンで叩たたいたように柔らかそうに揺れている。

「相変わらず、生意気な胸ね！」

　赤い瞳を吊つり上あげ睨にらみ付つけ、一乃がキリカの胸をもみしだく。

「あっ、イチ、イチノっ、なに、するのっ、さっ、あんっ！」

「黙りなさい脂肪の塊かたまりめ！　モーパッサンに謝りなさい脂肪の塊め！」

「な、なに、モーパッサンって誰、ああ、もうっ！」

　ごっちん！　思い切り、キリカが一乃に頭突きを叩たたき込こむ。

　額と額が激突し、一乃はよろめくがまだマウントは譲らない。

　蒸むし暑い部室に飛び散る汗、振り乱れる長い黒髪、輝く銀髪。

　色気皆無のジャージ姿にも関わらず、絡からみ合う二人の姿は奇妙に凄せい絶ぜつで。

　近くで見ていた宗そう司じは思わずごくりと唾つばを飲み込んだ。

「ま、まあ、これも布団の上でやるスポーツってことでいいか」

　今更ながら恥ずかしそうに、寝技の応酬を繰り広げる一いち乃のたちから視線を逸そらした。

「ん……そういや、リリスがさっきからずっと黙ってるな」

　と、こういうシチュエーションなら一緒になって行動を起こしそうな妹の方を見る。

「きゅう、」

「きゅうです」

　リリスとリリスはぺったりと体を寄せ合い、手足を放ほうり投げぐったりしていた。

　虹にじ色いろの瞳ひとみはぐるぐる回って、口が半開きになっている。

「ドクタァアアアストォォォォップ！」

「ペェェェェェェェン！」

　ドクターでもない宗司が叫ぶ、またも突然現れた赤いペンギンが素早くストーブと加湿器の電源を落として窓を開ける。

　冬めいて冷たい風が部室に吹き込み、蒸むし暑い空気を吹き飛ばす。

「新鮮な空気って素晴らしい！　そしてリリスはしっかりするんだ！」

　慌てて宗司はリリスとリリスに駆け寄り、その頰ほおをぺしぺしと叩たたく。

　虹色の瞳はゆっくりと像を結び、宗司の姿を見ると安あん堵どしたように小さな唇を少しだけ綻ほころばせ微笑ほほえんだ。

「あ、兄さま、リリスは、」

「兄さまの、お嫁さんに、なりたかっ……た」

　がくり。

「えええ、お兄ちゃんはこんな唐突なクライマックス認めないよ！　ペンギン水を──」

　ふと気になり、一乃たちを見る。

「……」

「……うぅー」

　部室中央の布団の上で折り重なり、ぐったりしていた。

「ペンギン、水を持ってきてくれ水を、一乃たちの分も！」

「ペンッ！」

　短い脚に似合わない速度で駆け出すペンギン、ぺったらぺったらという暢気のんきな足音が物もの凄すごいスピードで遠ざかり、すぐに水が入った二リットルのペットボトルとコップを抱えて戻ってくる。

　宗司とペンギンは手分けして、一乃たちに冷えた水をゆっくりと飲ませた。

　余談だが、このような状況で一気飲みさせると気道に水が入り溺でき死しする可能性すらあるので注意だ。

　それほど重い症状だった訳でもなく、しばらく休んでいると一いち乃のたちは回復した。

「ふぅ……生き返った気分だわ」

「はぅう、全身に染み渡るようぅ」

「ああ、冷たい水はこんなにも美お味いしいものだったのですね」

「……もうすぐ冬だとは思えない台詞せりふ並んだな」

「仕方ないでしょう、動き回れば夏でも冬でも暑くなるわよ」

　ふぅ、一乃は妙に色っぽい溜ため息いきを吐つくと汗に濡ぬれた髪をかき上げる。

「まったく、暑いわね」

　足を投げ出し、一乃はジャージの胸元のチャックを下ろして掌てのひらで扇あおぎ風を送り込む。

　何気なくそれを眺めていた宗そう司じの顔は段々と赤くなり、こほんと一つ咳せき払ばらいをする。

「あの……一乃さん」

「あら、どうかしたの？」

「いえ、その、それ」

　気まずげに、指で一乃の胸元を示す。

　ジャージのファスナーを下ろして開いた胸元、汗に濡れてらてらと艶なまめかしく照る真っ白な肌──コントラストを描く、黒くシンプルな下着。

「あら？」

　完全に油断していたのだろう、一乃の顔は熟しすぎた林りん檎ごよりも赤くなる。

「こここここ、これはその、汗で汚れるのが嫌で、最初は動くつもりもなかったから脱げるものは全部脱いでて、その、別に深い意味はないの」

「あ、ああ、大丈夫だ理解してる」

　言いながらも宗司は視線を逸らせず、僅わずかに覗のぞく胸元の黒を凝ぎよう視ししてしまう。

「ば……ばぁか、見ないでよ」

　一乃はひどく恥ずかしそうに俯うつむいて、胸元を隠した。

「──ッゥゥゥゥゥウウウ！」

　宗司は照れる一乃を凝視し、何な故ぜか強烈なボディーブロウでも食らったような顔で歯を食い縛る。

　一乃は俯いたままだが、それでも視線ぐらいは感じるのだろう、ちらっと赤い瞳ひとみで上目遣いに宗司を見上げて唇を小さく尖とがらす。

「…………宗司のえっちぃ」

　ちょっと怒ったような声だった。

　ぐらりとよろめく宗司、しかし何とか踏ん張り、強く叫ぶ。

「ぐあああ！　い、いかん、おれの中で何かが揺れる音がした！　頑張れおれのアイデンティティー！」

　叫びながら自分の中に芽生えた感情を追い出すように、頭を抱えぶんぶんと振り回す。

「兄さま、」

「兄さま」

　急に、リリスとリリスが左右から宗そう司じのシャツの袖そでを引っ張った。

「ど、どうしたリリス？　お兄ちゃん、割と強烈な危機と戦ってる最中なんだけど」

　とりあえず頭を振るのを止めて、リリスの顔を見る。

　リリスとリリスはその幼い顔を──それこそ今の一いち乃ののように──真っ赤にして、虹にじ色いろの瞳ひとみで宗司を見上げていた。

「大切な、話があります」

「……なんだい？」

　リリスとリリスの顔つきは真剣で、宗司もまた気を引き締め虹色の瞳を見詰め返す。

「実は、リリスは、」

「このジャージの下に……」

　宗司を見詰め返したままリリスとリリスはジャージのファスナーに指をかける。

「下着すらつけては、」

「いない、『かも』、しれません」












「裸ジャージ……だと……」

　リリスとリリスの胸元、ファスナーにかけた指は動かず、もし降ろせば……

「い、いや、いかんぞリリス、いかんぞそういうのは、お兄ちゃん的にアウト！」

　両手を意味もなく振り回して宗そう司じは制止するが、リリスは止まらない。

　表情に乏とぼしいリリスの顔に、僅わずかな表情が浮かぶ。

　唇を吊つり上あげ、どこか挑発的に虹にじ色いろの瞳ひとみを細め、

「本当かどうか、兄さまが、」

「確認してみれば良いとリリスは思います」

「だ、だが、妹相手にそれは……」

　歯を食い縛り耐える宗司、潤うるむリリスの瞳。

　挑発的な態度は消えて、どこか儚はかなげで……

「リリスお兄ちゃんだったら、」

「……いい、よ」

　いいよ、いいよ、いいよ、いいよ──宗司の胸中でリフレインする響き。

　吹っ飛ぶ理性。こんにちは欲望。

「だ、ダメだリリス、そんな風に甘えられたら、お兄ちゃん逆らえないじゃないか」

　頭を抱えて苦悩しながらも、その視線はリリスの胸元に釘くぎ付づけで、蜜みつに誘われた虫のようにふらふらと吸い寄せられそうになる。

「ストップ・ザ・ソージ！」直訳すると『宗司を止めよう』。

　後ろから、キリカがふらつく宗司を遠慮なく蹴けり飛ばした。

「ふぐあっ！　な、何をするキリカ！」

「何をする、じゃないよソージ、リリスに何をするつもりだったのさっ！」

　青い瞳を吊り上げて、やっぱりジャージ姿のキリカがぷんすか怒っている。

　実は彼女こそ一番の常識人かもしれない。

「まったく、この男には困ったものだわ」

　ジャージのファスナーを上げた一いち乃のも、ご機嫌斜めな様子で腕組みをし立っている。

「……くっ、兄さまを誘惑する、」

「絶好のチャンスだったというのに」

　リリスは口く惜やしげに一乃とキリカを睨にらみ、親指の爪つめを嚙かむ。

「チャンスじゃないよっ、わたしも一乃もいるのに何するつもりだったのさっ！」

「おお、何て常識的な発言だ。おれは今、物もの凄すごく感動している」

　蹴り飛ばされた宗司は立ち上がり、神を見たような顔でキリカに近付く。

「でしょでしょ、ふふーんだ」

　褒められて瞬間的に調子に乗ったキリカは腰に手を当てて、ジャージに包まれたぽよんと豊かな胸を張った。

　たゆんと揺れるキリカの胸に宗そう司じの視線は吸い寄せられる。

　一いち乃のにリリスすら、不愉快そうではあるも見てしまう。

「ふふーんっ」

　気分良さそうに、キリカはさらに大きく胸を張──バチンッ！

「なにぃ！」

「なっ、こ、こんなことが現実に起こりえるの！」

「なんという暴れ乳なのでしょうか……リリスは戦せん慄りつを禁じえません」

　それは、あくまで事故だった。

　宗司の眼前、一乃とリリスの視線の先、キリカの胸元でファスナーが弾はじけ飛とぶ。

　ぼよよんと揺れる二つの膨らみ、顕あらわになる白い肌、青いチェックの下着。

　ブルーに包まれた巨大にして柔らかな二つの球体は自由を得て、大きく弾む。

　目の中に飛び込んで来るような勢い、迫力、神こう々ごうしさ。

　キリカの頰ほおは羞しゆう恥ちに染まる。

「……わお」

「ちっ！」

「み、見ちゃだめえぇぇぇぇぇぇぇ！」












　宗そう司じは思わず赤面し、貧乳組（一いち乃のとリリス）は舌打ちをし、キリカは悲鳴を上げて反射的に胸を隠そうと──

「ぐおおおおおおお、なにこのふわふわマシュマロぅううううう！」

　反射的に宗司の顔を摑つかんで抱き締めた！

　確かにぎゅっと抱き締められて密着すれば見えない、が他ほかに大きな問題がある！

「うわあああああん、ま、間違えちゃったよっ！」

　パニックを起こしたキリカ、さっさと宗司を突き飛ばすなりすればいいのに更に力を込めて抱き締めてしまう。

「何をしているのよキリカ！」

「リリスの兄さまを誘惑しないでください！」

　怒りに身を任せ、一乃とリリスは宗司の体を引ひき剝はがそうと強く引っ張った。

「ちょ、待て、痛い！　痛い痛い痛い！　抜ける、関節が抜けるぅううう！」

　幸せ半分不幸半分、そんな宗司の悲鳴がゲーム同好会部室に響き渡った。




　宗司引っ張り合戦を終え、ストーブなどを片づけると下校時刻が目前に迫っていた。

　陽ひはもう既に沈み辺りは暗くなっていた。これも冬が近付いている証あかしだろう。

　一乃たちもジャージから制服に着替え終わっている。

「最後に、本日の成果を確認するわ」

　と、いうことで解散前に体重を計ることにした。

　女性陣は全体的に微妙な結果らしく。

「まあ、こんなものかしら」

「うーん、もうちょっと減ってると思ったんだけどなあ」

「可もなく不可もなくです」

　少々、面白くなさそうだ。

　これなら明日からは部室でダイエットなんてことは言い出さないだろうな、と胸中で安あん堵どしながら巻き込まれただけの宗司も一応体重を計る。

「うわっ、滅め茶ちや苦く茶ちや減ってる──しまった！」

　宗司は再び己おのれの発言の迂う闊かつさを悔やみながら、振り返った。

「あらあら、宗司は随分順調なようね」

「アハハハ、なにそれ、自慢？　ねえ、自慢なのかなっ？」

「兄さま、リリスは怨うらみます」

　一乃の、キリカの、リリスの背に、燃えるダイエットの炎が見えた気がした。






日誌　四　戦士の休息、というわけでもない






　冬が始まり、年の瀬が徐々に近付いてきた。

　冬休みにクリスマス、正月とイベント目白押しの楽しい時期だがその前に。

「……もうすぐ期末試験なわけだが」

「だから？」

「ですので勉強させて欲しいわけです」

「却下よ、今日は校舎の周りをひたすらにジョギングするから付き合いなさい」

　ゲーム同好会のダイエット熱は未いまだに冷めておらず、当然、宗そう司じは強制参加だ。

「いやあああああ、勉強させてええええええ！」

　高く澄んだ冬空に悲痛な叫びがこだまする日々が続き、ダイエットに付き合わされた宗司の期末試験は大変な危機に陥おちいることになった。

　まあそれは一夜漬けで乗り切り、連続徹夜で疲ひ弊へいした体を試験休みで癒いやそうと──

「宗司、明日はゲーム同好会全員で出かけるわよ。集合は九時に駅前」

　したけど、無理だった。

　試験休み初日、宗司は最近オープンしたスーパー銭湯にいた。

　電車で二駅、バスで少々、車持ちでない学生には遠いが行けない距離でもない。

　四階建てで床面積も広く、スーパー銭湯の中でもかなり大型の施設だ。

　基本的に水着着用男女混浴、手て頃ごろな価格で各種プールや浴場、サウナなどが楽しめる。

「まあ……風呂はいいな、良い骨休みになりそうだ」

　海水パンツに着替えた宗司は、巨大銭湯の一階、更衣室を出てすぐにあるホールの案内板を眺めながらぼんやりと一いち乃のたちを待っていた。

　試験休み──世間的には平日午前のため客は少なく、ロビーには宗司だけだ。

「しっかし、なんだって突然スーパー銭湯なんだ？」

　ぼやく宗司に、答える声。

「決まっているでしょう」

「お菓子を我慢して、運動して、ついでに期末試験を放ほうり投げた」

「その成果を兄さまに披ひ露ろうするためです」

「期末試験は放り出したら不ま味ずいだろうに……」

　宗司が振り返り、一乃たちを見た。

「へえ」

　思わず、感嘆の声が漏れる。

　黒、青、白、フリルで飾った色違いのビキニ姿の一いち乃のたち。

　まるで花束のように、タイプは違えどいずれ劣らぬ美少女の水着姿。

　何度か見たことがあるにも関わらず宗そう司じは感動に近い何かすら覚えてしまう。

「ふふっ、さあ、私を見なさい」

　スレンダーな一乃は、その長い黒髪に合わせた黒のビキニ姿だ。

　すらりと伸びた長い手足に眩まぶしい白い肌とのコントラストが美しい。

「アハハハ、どうかなー、ソージ」

　瞳ひとみにあわせた青いビキニが、キリカのはちきれそうな体を包んでいる。

　豊かな胸と腰、太陽の輝きが似合う健康美に満ちた肉体には空のように爽さわやかな青色が素晴らしく似合っていた。

「兄さま、リリスは頑張りました」

　幼いリリスは白いビキニ、少し背伸びをした大人びたチョイス。

　薄い胸、細い肩に腰、小さな体の全すべてを抱き締めてしまいたいほどに可か憐れんだ。

「あ、ああ、まあ、良いんじゃねえかな」

　ぎぎぎぎぎ、錆さびたドアのようにゆっくりと宗司は視線を逸そらす。

　自分が照れていることを隠そうとしているのだろうが……この上なくわかりやすい。

　一乃たちにそれが理解できないわけがない。

　彼女たちは揃って（普段は表情に乏とぼしいリリスすら）、チェシャ猫のような顔をした。

「ねえ宗司、私が一番綺き麗れいよね」

　一乃が宗司の右腕にぎゅっと抱きつく。

「ソージはキリカさんが一番可愛かわいいって言ってくれるよねっ」

　続いてキリカが、宗司の左腕に抱き付いた。

「兄さまのリリスが一番、」

「可憐だとは思いませんか」

　リリスとリリスが宗司の体に抱きつき、子猫が甘えるように頰ほおをこすりつる。

　一乃の慎つつましやかな胸の感触とキリカの柔らかく大きな胸に左右から挟まれ、正面ではリリスのぷにぷにとした頰が当たる。

　脳が蕩とろけそうなほどに気持ちよく、だがそれ以上に答えに困る。

「うううええええ、えええとおおおおお」

　殆ほとんど呻うめくような声、視線はぐるぐると落ち着かず左右に泳ぎに泳ぎ、右を見れば一乃の赤い瞳、左を見ればキリカの青い瞳、正面を見ればリリスとリリスの虹にじの瞳。

　逃げ場はなく、だらだらと冷や汗が流れていく。

　ここは多分、天国で、地獄だ。

　蛇に睨にらまれた蛙かえるの如ごとく、宗そう司じは完全に硬直している。

「ふふっ、冗談よ」

　つん、宗司の再起動ボタンでも押すように、一いち乃のが額を指先で突く。

「宗司のバァカ」

「ソージのバーカ」

「兄さまは馬ば鹿かです」

　続いてキリカが宗司の頰ほおをむにーっと引っ張り、リリスとリリスが宗司の胸にこつんと頭を当てる。

　触れた体、淡い花の香りに甘いミルク、石せつ鹼けんの匂におい。

　彼女たちの香りに包まれて宗司の顔は驚くほどに真っ赤だ。

「ふふっ、あなたって本当に可愛かわいいのね」

「アハハハ、ソージは本当にわかりやすいね」

「いつまで経たっても初う心ぶな兄さまも、リリスは素敵だと思います」

　ちらと彼女たちは顔を見合わせて、くすくすと楽しげな声を出す。

「さあ、そろそろ行くわよ」

「そうだねっ、最初は何のお風呂に入ろっか」

「基本ですが、ジャグジーはどうでしょうか」

　一乃とキリカが宗司の手を引き、するりと背後に回ったリリスが宗司の背を押す。

　ぐいぐいと、ロビーから上へ上がるエレベーターの方へと引っ張られる宗司。

「な、何だよ、おまえら今日は妙に仲が良いじゃねえか」

　戸惑い半分、諦あきらめ半分、宗司は一乃たちの顔をきょろきょろと見ながら問うた。

「本日は、森もり塚つか一乃、沢さわ村むらキリカ、リリスの間で停戦協定が結ばれています」

「おお……それは珍しい、だが何があった」

「ソージが疲れてるみたいだから、ゆっくりさせてあげようって、決めたんだよっ」

「おれのため……だと……」

「午後からは、ちょっとしたイベントも用意してあるわよ」

「くう、これが感動というものか！」

　と、宗司は彼女たちに押され引っ張られエレベーターに乗った。

　一階にフロント、ロビー、更衣室、食堂等があり。二階が大浴場、三階四階がサウナや各種小規模浴場という構造になっている。

　宗司たちは三階で降り、先ほどのリリスの提案どおりジャグジーに向かう。

　三階──小規模浴場コーナーは複数の部屋に別れており、一つの部屋に複数の小規模浴場（ジャグジーやら薬やく湯とうやら電気風呂やら）があるという造りだ。

　床はタイルで、空気は濡ぬれ、浴場は全すべて床に浴槽を埋め込む形で設置されている。壁にはしつこいくらい『走らないで下さい』という注意書きがあった。

　平日午前だけあり客の数は少なく、いても大半は老人で若者は宗そう司じたちぐらいだ。

　目当てのジャグジーは二種類あり、一つは五、六人のグループ用やや大きな円形、もう一つは個人用のバスタブ型だ。

「ま、空いてるし、こっちのでかい奴に入るか」

「ええ、とても妥当だわ」

　移動中に長い髪を頭の上でまとめ邪魔にならないようにした一いち乃のが頷うなずく、キリカたちにも異論はなく、宗司たちはグループ用のジャグジーに浸つかった。

「ああぁー」

　ぶくぶくと心地よい泡の感触、温ぬるめの湯、心地よさのあまりに思わず声が出る。

「いいなぁ、これ」

　泡が筋肉の凝こりを解ほぐすような、全身を緩やかにマッサージしているような感じだ。

　特にお疲れ気味の宗司にはたまらないのだろう、浴槽の縁に背中を預け首を倒しぽけっと上を向く。手足もだらりと伸ばして完全にくつろぎモードだ。

「だらしがないわね」

「アハハハ、まーいいじゃん」

「垂れた感じの兄さまも可愛かわいいです」

　同じ浴槽に浸かっている一乃たち（フリルの付いたビキニ姿）も、心地良さそうではあったが宗司ほどだらっとしてはいない。

　何となく微笑ほほえましそうに宗司を見詰めている。

「だらしなくて結構、あーこのままジャグジーに永住してえー」

　そのままクラゲになりそうな程に力の抜けた声だ。

「期末試験、随分と大変だったようね」

「おう、最後の方は徹夜で乗り切った」

「それだと逆に忘れちゃわないかな？」

「安心しろ、もう何一つ思い出せねえから」

「兄さまは普段から勉強しておかないから、試験前になって慌てるのです」

「お兄ちゃんは毎日こつこつ勉強すると死ぬ病気にかかってるんだ」

「随分と駄目人間ね、まあいいわ、ちょっと近くに来なさい」

　一乃は濡ぬれた黒髪を軽くかき上げ、宗司を手招きした。

「んー？」

　クラゲ、もとい宗司は素直に従いふよふよっとジャグジーの中を一乃に近付いてく。

「その辺でいいわ、背中を向けなさい」

「あいよ」

　一いち乃ののすぐ傍そばで、くるりと宗そう司じが背を向けた。

　すっ、と一乃の両手が宗司の首筋に触れ、そのまま下へ流れ肩で止まる。

「力を抜きなさいね」

　言うと、一乃がしっとりと濡ぬれた柔らかな手で宗司の肩を揉もみ始めた。

「おおおおおぅ」

「ふふっ、素敵な鳴き声ね」

「気持ちよくて、声が我慢できねえ……」

「いいのよ、もっと鳴きなさいな」

　ジャグジーより強く、だが痛くはない絶妙な力加減で一乃の手が宗司の肩を揉む。

「ほうっあっ」

　たまにツボにはまるのか、宗司は変な声を出してしまう。

「ふふっ、いいわよ宗司、ああ、もっと激しくしてあげる」

「ほううううっああ、だめだぁ……」

　何な故ぜか、肩を揉んでいるだけの一乃は恍こう惚こつとして息が荒く、それを見ていたキリカとリリスの頰ほおも恥ずかしげに紅潮している。

　因ちなみに、リリスは食い入るように、キリカは横目でちらちらっと見ていた。

「はううう、な、なんだか、変な気分だよぅ、胸がドキドキするし」

「素敵な妹リリスとしては、」

「是非ともこのご奉仕に参加せねばなりません」

　キリカが青いビキニに包まれたぽよんと豊かな胸を押さえている横で、リリスとリリスは見ているだけで我慢ができなくなったのか宗司に近付く。

「んっおっほぅ、む、リ、リリス？」

「兄さま、脚を失礼します、」

「兄さま、脚を失礼します」

　ジャグジーに浸つかっている宗司の脚を片方ずつ小さな手でもみもみし始めた。

「はうっあっ、こ、これはまた、別の心地よさ、でも、なんだか危険な予感ぅ」

　足の裏を、ふくらはぎを、太ふと腿ももを、リリスの小さな手が優しく揉みほぐす。

　ジャグジーの刺激と相まって、まるで小さな魚に啄ついばまれているよう。

　くすぐったさに似た心地よさ、宗司は変な声が出ないように歯を食い縛った。

「い、妹の前で、無様な姿を見せるわけに、わぁぁぁぁぁぁあ」

「凄すごいです兄さま、兄さまのふくらはぎって、こんなに固いのですね、」

「太腿もです、兄さまのとっても固いです」

「ああ、やめて、お兄ちゃん我慢できなくなるから、声がっ、ほうっ」

「ダメです、」

「リリスはやめてあげません」

　何だか知らないが、リリスとリリスの虹にじ色いろの瞳ひとみはきらきらと楽しげに輝いている。

「うぬぬぬぬ、出遅れたよっ」

　キリカも混ざりたいのだろうが、もう揉もむ場所がない。肩と脚をとられた、宗そう司じがジャグジーの床に座っている現状、腰を揉むのは物理的に無理だ。

「ま、いいよねっ、適当にやっちゃえっ」

　明らかに考えるのが面倒くさくなったっぽいキリカが宗司に近寄ると、空いていたからという理由で腹を揉み始めた。当たり前だが、普通そこは揉まない。

「ほっうぁあぁあああ、キキキキキリカ、そこ、脇わき腹ばらっ、あうっ」

　びくんびくんと震える宗司の体、腹を揉もうとした手は微妙に狙ねらいがずれて脇腹を思い切り弄いじくり回していた。

　宗司の反応が面白かったのか、キリカは青い瞳をキラリと輝かせ猫のように笑う。

「にゃははー、ここかー、ここがえーのんかー」

「ど、どこのおっさんだ、おまえはっ、やめ、脇腹はやめろ！」

　耐えかねた宗司が体を揺さぶり暴れようとするが、一いち乃のに肩をリリスに脚を揉まれている状況ではまともに身動きが取れず、ジャグジーの泡が少々大きくなる程度だ。

「キリカさん、何だか楽しくなって来たよ！」

「リリスは先ほどから大変に楽しいです」

「ふふっ、まったく、愉快でたまらないわ」

　女性陣絶好調、身動き取れない宗司で遊ぶのが楽しくてたまらないようだ。

　興奮の余りにはぁはぁと息は荒く、うっとりと頰ほおが紅潮している。

「……あら」

　ふと、一乃が手を止めた。

「どうしたのさイチノ？」

「…………周り」

「周り、ですか？」

　言われて、キリカとリリスも手を止めて周囲を見た。

　ここはスーパー銭湯の中、平日昼間で数こそ少ないが他ほかに人はいるのだ。

　浴槽型のジャグジーに浸つかる人、他の風呂に浸かっている人、通りすがりの人。

　少々はしゃぎ気味の宗司たちに、何とも生暖かい視線が集まっていた。

「あっ、いや、この、それは、ええと……」

　宗司が全く意味のない事を言い。

「青春だねぇ」

　誰かが、ぽつりと言った。

　しゅぼんとありえない勢いで赤く──恥ずかしさで真っ赤になる一いち乃のたち。

「あ、私、急用を思い出したわ」

「そうだっ、キリカさんちょっと散歩に行ってくるねっ！」

「リリスは逃げます、」

「どろんです」

　いきなり、一乃たちはジャグジーを飛び出て早足でバラバラな方向へと逃げ出した。

「えええええ、ちょ、おれ、おれのこと忘れないで！」

　もちろん、宗そう司じを置いてけぼりにして。

「お、お騒がせしました！」

　びしりと立ち上がり、九十度に頭を下げた宗司もやっぱりジャグジーから逃げる。

　いたたまれないことこの上なかったが、危ないので走りはしません。早足です。

　さて、適当に逃げた宗司が辿たどり着ついたのは。

「この辺は、と、サウナコーナーか」

　思わず宗司は顔をしかめる。一乃たちのダイエットによってサウナ状態になった部室を思い出してしまった。

　壁の案内板によるとサウナの他ほかに岩盤浴やマッサージ（別料金）などもあるらしい、サウナ自体にも種類があるようだ。

「……止やめとくか」

「何をやめておくのですか兄さま、」

「まさか、ついに人類であることを放棄するのですか兄さま」

「それは放棄しちゃダメだろって……リリス、お兄ちゃん、ちょっとびっくりしたぞ」

　いつのまにか、左右にリリスとリリスが立っていた。

　濡ぬれたフリル付きの白いビキニに包まれた幼い体は水に濡れ光り、柔らかな髪もまた湿り水滴がぽたりと肌を伝って零こぼれ落おちていく。

　白いビキニの胸元はぺたりと薄く、身長差があるため宗司は上からリリスを覗のぞきこむ形になる──その幼さに特有の奇妙な誘引力。

「さあ落ち着けおれ、何な故ぜ妹相手にドギマギしている」

　呟つぶやく宗司の両腕に、リリスとリリスは当然のように抱きついた。

「リリスは、これからサウナに行こうと思います、」

「兄さまもリリスとご一緒しませんか」

　上目遣いのリリスとリリスは虹にじ色いろの瞳ひとみに悪戯いたずらっぽい輝きを浮かべて宗司におねだり。

　抱きつく力を強くして、宗司に体を押し付ける。

　二の腕に当たる幼い胸の感触、白いビキニ越しのそれはふにっと仄ほのかに柔らかい。

　シスコンとして順調に進化しつつある宗司がこの誘いに抗あらがえようか。

「オッケー、お兄ちゃんどこでも行っちゃう！」

　案の定、抗あらがえるわけもなく、物もの凄すごくいい笑顔で賛成した。

「では、こちらにどうぞ、」

「では、こちらにどうぞ」

　リリスとリリスに腕を引っ張られ、宗そう司じがふらふらーっとサウナの一つに入って行く。

　宗司とリリスが入ったサウナは欧風の洒落しやれた石造りで、床はモザイク、同じく石の壁面に沿ってベンチ代わりの段があった。

　さらに奥へ続くドアがあり、そちらには女性専用と記されている。

　たまたまか、他ほかに客の姿はなく、宗司とリリスの貸切状態だ。

　宗司は物珍しげに、きょろきょろと見回す。

「思ったより暑くないな」

　熱めの湯を入れた風呂場程度の温度、だろうか。

「兄さま、ここは低温サウナです、」

「通常のサウナと違いじっくりのんびりと汗を流す場所です」

「へえサウナにも種類があるんだな」

　宗司は感心しながら壁面の段に腰を下ろし、リリスとリリスもその左右に座る。

　そうしていると、体は芯から熱くなり、じわじわと汗が浮かび始めた。

「ふぅ」

　体内に溜たまった毒が汗と一緒に流れているようで、これが意外と心地よい。

　リリスもそうなのだろうか、と、宗司は左右に座る妹を見た。

　少し俯うつむきがちのリリスはいつものように表情が乏とぼしく、その虹にじ色いろの瞳ひとみからは快も不快も読み取れない。

「……ふぅ、」

「……ふぅ」

　鏡合わせに零こぼれ落おちた熱っぽい吐息。

　幼いが整った顔立ち、白いビキニに包まれた幼い体、仄ほのかな桃色を帯びてしっとりと汗に濡ぬれていた。

　十三歳の少女に似合わず──あるいは似合わないからこその、奇妙な色気。

　ぽたり、汗の雫しずくが柔らかな髪の毛先から滴したたり落ちモザイク柄の床に小さな跡を残す。

　また薄い体に沿って汗は流れ落ちもする──白い首筋、細い鎖骨、薄い胸の先端から腹を通って脚、最後はやはりモザイク柄の床の上。

　気付けば、宗司はじっとリリスの体を、流れ落ちる汗の雫を、桃色に染まった肌を、白いビキニの下でゆっくりと上下する胸を見詰めていた。

　俯いていたリリスがそっと顔を上げ、宗司を見詰め返す。

　その頰ほおが赤いのはサウナの熱気のせいだけではなく。

「兄さま、そんなに見詰められると、」

「リリスは、恥ずかしいです」

「あ、いや、すまん！」

　声をかけられてリリスを凝ぎよう視ししていたことを自覚し、宗そう司じはかああっと顔を赤くする。

「ですが、兄さまがお望みなら、」

「リリスは恥ずかしいのを我慢します」

　ぴとり、リリスとリリスが宗司の肩に頭を預け、甘えるようにもたれかかった。

　宗司は深く深く息を吐き、自分の手で顔を隠し、その下で目を閉じた。

　伝わる体温、汗の匂におい、リリスの匂い。

　理性が危険信号を激しく鳴らす、このままでいるのは危険だ！　色んな意味で！

「ごめん、おれちょっと人生を考え直す旅に出るからサウナをおさらばするぜ！」

　ありえない言い訳をまくし立て、リリスが口を開くよりも早く宗司は逃げ出した。

　残されたリリスは、濡ぬれた唇を指先でなぞり。

「兄さまの、」

「意気地なし」

　拗すねたように、小さく呟つぶやいた。




「あ、ソージだ、ラブー」

「ん……おお、キリカ」

　サウナから逃げ出し、とりあえず逆側へと進んでいた宗司が足を止める。

　キリカが淡い桃色のお湯に浸つかっていた。

　やわらかな青いビキニに包まれた柔らかそうな体、水面に少し浮かんだ大きな胸に何やら花びらのようなものがついている。

「薔ば薇らのお風呂だってさ、ソージもちょっと入っていきなよっ」

「それはまた洒落しやれた風呂だな、んじゃちょっと失礼」

　と、宗司も薔薇の風呂に入りキリカの正面で腰を下ろす。

　サイズは先ほど浸かったグループ用ジャグジーと同じぐらいのサイズだ、淡い桃色のお湯に薔薇の花びらが浮かび、なるほど、薔薇の香りがする。

「アハハハ、花びらとか入ってて、なんだかお姫さまな気分だよねっ」

　楽しそうに言いながら、キリカがぱしゃぱしゃと水を叩たたく。

　水面に僅わずか浮かんだ豊かな胸が波に合わせてぽよんと揺れて、淡い桃色のお湯と薔薇の花びらが跳ねて散る。

「お姫さまはそんなことしねえ、って、おい、やめろ、湯がかかる」

　対面の宗そう司じは、まあ、思春期の青年らしくうっかりキリカの胸を見ていた為に思い切り顔面に跳ねた水を受けてしまった。

「ニャハハー、ソージ、隙すきだらけだよ」

　それはあなたの胸を見ていたせいです──とは言えもしない。キリカはキラキラと青い瞳ひとみを楽しげに輝かせ今度は宗司を狙ねらってぱしゃりとお湯を跳ねさせた。

「てりゃてりゃ、てりゃっ！」

　ぱしゃぱしゃ、ぱしゃっと跳ねる水、宗司は腕で軽くガードする。

「ああもう、風呂で暴れるなっての」

「ぶーぶー」

「また、見知らぬ相手から『青春だねえ』とか言われるぞ」

「うっ……確かに、あれはちょっと恥ずかしかったね」

　アハハハとキリカがちょっと困ったように笑った。

「風呂はゆっくり浸つかるもんだぜ、まあくつろごうや」

「むー、仕方ないねっ。ここはキリカさん、ソージに従うよっ」

　大おお袈げ裟さな仕草で肩をすくめる（ついでに、水面に浮かぶ青いビキニに包まれた胸を揺らす）と、キリカはすいっと宗司の隣に行った。

　宗司は特に何も言わず、二人並んで、薄桃色の風呂に肩まで浸かる。

　薔ば薇らの香りに混ざって、甘いミルクのようなキリカの匂においがする。

「気持ちいいねーお風呂」

「ああ、来て良かった……来るまでは『家で寝ててぇ』って思ってたけどな」

「リリスも言ってたけど、普段から勉強した方がいいよ？　もうすぐ三年生だもん」

「三年か、そーだな年が明けて、三学期が終わったら三年か」

　宗司は天井を見上げた。高校三年らしく受験勉強をする自分が想像出来なかった。

「ソージ、髪の毛に花びらついてるよ」

　隣に座るキリカが、宗司の髪に触れ花びらを摘つまみ上あげる。

　一瞬触れた指は柔らかく、少しくすぐったかった。

「悪い、助かるよ」

　さっきお湯をかけられた時についてしまったのだろう。宗司が何気なく視線を降ろすとキリカの銀の髪にも薔薇の花びらが絡からんでいた。

「ん、おまえにもついてるな、取るぞ」

「ありがと、ソージ」

　にっこりとキリカが微笑ほほえみかけ、宗司も小さく笑みを返して銀の髪に触れる。

　しっとりと濡ぬれた髪、甘いミルクのような香りは僅わずかに強く、花びらを摘み遠ざかる。

「よし取れた……けど、おまえ、顔とか首にも沢山付いてるぞ」

「アハハハ……じ、実はソージが来る前に、ちょっと、泳いじゃった」

「アホ」

「ううー、キリカさんアホじゃないもんっ」

　拗すねたように唇を尖とがらせるキリカが、何とも微笑ほほえましい。

「はいはい、じゃあ取ってあげるから動くなよ」

　宗そう司じは優しい手つきでキリカに張り付いた花びらを摘つまんでいく、銀の髪、形の良い耳の裏、頰ほお、細い首筋、鎖骨の窪くぼみ、青いビキニに包まれた胸の上。

　むにゅんと、指が沈みそうな、たまらない柔らかさ。

「……え？」

「……あっ、いや、すまん！　今のは変なつもりじゃ、流れでうっかりごめん！」

　キリカの青い瞳ひとみがぱちくり、思いっきり触ってしまった宗司の目が泳ぐ。

　二人とも、浸つかっている薔ば薇らのお湯より真っ赤な顔だ。

「ソ、ソージの……」

　キリカがぽちょんと顎あごの下までお湯に沈めて、恥ずかしそうな上目遣いで呟つぶやく。

「ソージのえっちぃ……」

　いわゆる、超必殺技である。

「やっべえ、なにこのキリカ、めっちゃカワイイ、嫁にしたい」

　見事脳のう髄ずいをノックアウトされた宗司が、馬ば鹿か丸出しの感想を漏らす。

「……お、お嫁さん、ソージの、ばかぁ…………」

　ますます照れたキリカの声は消えそうなほど小さく、鼻の下までお湯に沈んでしまう。

「うっ、いや、すいません」

　ちょっと冷静さを取り戻した宗司は気まずげに謝るが、キリカは相変わらず恥ずかしそうな顔で何も言わず、浮かんでこない。

　薔薇の花の香り漂う、尋常でなく気まずい空気に宗司は耐えられなかった。

「ごめん、今度、何か奢おごるから許してくれ！」

　ざばり、勢い良く風呂から上がるとこっちも顔を赤くしたまま早足で逃げ出した。

　恥ずかしすぎるのだろう、耳を塞ふさいで振り返りもしない見事な遁とん走そうぶりだ。

　逃げる宗司の後姿を見詰めて、キリカが呟く。

「ソージのバカ……お嫁さん、なってあげても…………はうぅ」




　リリス、キリカから逃げた宗司は何となく一いち乃のの姿を探して歩き回る。

　一乃は小規模浴場コーナーの一角で、普通に浴槽に浸かっていた。

「あら宗司、いらっしゃい」

　平日昼間で客数は少ないながら、周囲にある別の浴場にはちらほらと客の姿が見えるのだが、一いち乃のが入っている浴槽には本人以外誰も入っていない。

　小さいと言っても十人以上が入れる浴槽を独占し、一乃は壁にもたれ脚を投げ出し優雅に湯を楽しむ──そんな姿が、ひどく、絵になった。

　一乃はその潤うるんだ赤い瞳ひとみで宗そう司じを見詰め、同じく赤の唇を吊つり上あげ宗司を誘う。

「あなたも、どうかしら」

　鴉からすの濡ぬれ羽、雪解けの白。

　頭の上でまとめた黒髪は汗と蒸気に濡れて艶つやを醸し、湯に浸つかった白い肌に黒いビキニが良く映えた。

　強い花の香のような、くらりと来るような色気に宗司は息を吞のむ。

　綺き麗れいだ──見み惚ほれてしまうほどに。

「相変わらず、あなたって可愛かわいいわね」

　愉快そうに、一乃は細い指先で自分の頰ほおを撫なでた。

「ぬぐっ、可愛いはやめろ」

　我に返った宗司は照れ臭そうに視線を逸そらし、そのついでに壁の説明書きを読んだ。

「……で、電気風呂？　なにこれ、拷問？」

「馬ば鹿かね、ちょっと肌がピリピリする程度よ」

「なんだ、そんなもんか」

　安心して、宗司は電気風呂に浸か、

「痛ってえええええええ！」

　悲鳴を上げて飛び出る。

「ビリッと来たぞ、ビリッと！」

「大おお袈げ裟さね」

「いや、まあ、確かに思ったより電気が強くてびっくりしたのはあるが……」

　実際、合わない人は合わないし、慣れてないとキツイのが電気風呂だ。

　宗司は何度か躊躇ためらうように一乃と、壁の説明書きの間で視線を往復させた。

　少なくとも一乃は無理をしている様子もなく、本当にくつろいでいるように見える。

「よ、よし、もう一回チャレンジしてみるか。健康にも良いらしいし」

　恐る恐る、今度は存分に警戒しながらゆっくりと電気風呂に足を入れた。

　ビリビリするが、我慢できないほどではない。

「ふふっ、頑張りなさい」

　何より、一乃がじっと宗司を見ている。

　ここで退ひいたら負けな感じ──別名、男の子のプライドと見み栄えが刺激された宗司は、ゆっくりと、だが最終的に肩まで浸かった。

「ううむ、変な気分だ」

　体中がビリビリするこの感じは、何とも形容し難い。

　電気の刺激を我慢しながら、宗そう司じは一いち乃のの隣に並んで壁に背中を預けた。

「すぐに慣れるわよ」

　言いながら、一乃は宗司の肩にもたれかかる。

　しっとりと水に濡ぬれた吸い付くような白い肌、一乃の頰ほおが宗司の二の腕に当たり、花に似た良い香りがした。

「お、おい？」

　宗司の心臓がドキドキと鳴り始めたのは、きっと電気風呂のせいだ。

「聞いて、宗司」

　すっ、一乃が顎あごを上げ宗司を見詰めた。宗司もまた一乃を見詰め返し、黙ったまま彼女の言葉の続きを待つ。

「私ね──」

　見る間にうっとりと一乃の顔が蕩とろけ、声は溶かした砂糖よりも甘く濡れる。

「電気の刺激が、たまらなく気持ち良いの」

　ほうっ、一乃が色っぽい溜ため息いきを吐つき、ぎゅっと宗司に体を寄せる。

「肌がピリピリして痛いのに、体の奥は熱くなって……もうたまらないの」

　黒いビキニの向こう、慎つつましくも確かに柔らかな膨らみ。宗司はごくりと唾つばを飲む。

　互いに何も言わず、ただ、見詰め合って。

「……」

「……ここは、あなたが血迷って襲い掛かるべきシーンだと思うのだけれど」

「……いや、公共の場ですからね」

「……つまり、公共の場でなければ良いのね」

「そういう意味じゃねえよ！」

「まったく、あなたのヘタレぶりには困ったものね」

　すいと一乃は身を離し、退屈そうな顔で軽く髪をかき上げる。

「この魔女め」

　苦々しく宗司が呟つぶやくと、一乃はこの上なく楽しそうに赤い唇を吊つり上あげた。

「ふふっ、あのまま私を押し倒していたら、とても愉快なことになっていたわよ」

「日常生活に致死性のトラップを仕掛けるのやめてくれませんかね、マジで」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　また髪をかき上げようとして、今は髪をまとめていることを思い出し手を止める。

「宗司の人生を破壊することに人生を賭かけた、ある意味とても健けな気げな少女」

「謝れ、全世界の健気な人と、健気という概念に謝れ！」

「私の人生破壊術は一〇二四種類残っているわよ」

「多いな、おい！」

　一いち乃のと宗そう司じが、電気風呂の中でじゃれ合っていると。

「あっ、ソージいたよっ」

「兄さま、こちらにいましたか」

　青いビキニ姿のキリカと、白いビキニ姿のリリスとリリスがやって来た。

　ちらと一乃が壁の時計を見る。

「あら、もうお昼なのね」

「もうか、時間が経たつのが早いな」

「楽しい時間は早く過ぎる、というものね」

　呟つぶやき、一乃は一瞬だけ瞳ひとみを伏せた。

　楽しい時間は早く過ぎる──

「……考えてみれば、嫌な言葉ね」

　一乃は忘れていない、今はゲームの途中だ。

『日常継続ゲーム』、現在は一乃の優勢……多分。






日誌　五　せんしにきゅうそくはない、おまけ






「四階の個室風呂、午後からの予約を取ってあるから来なさい」

　と昼食中に一乃が言って、宗司は昼食後、少し遅れて個室風呂へ向かった。

　個室風呂は複数部屋あったが、幸いすぐにわかった。

「いえす、そうじ、まってたーぜー」

「ペーン」

　ドアの傍そばで、フェルと赤いペンギンが律儀に待っていたからだ。

　更に律儀なことにフェルもペンギンも水着を着用している……色気も何もない体全体を包むボーダー柄のフルボディ（主に競泳用、もしくはただのレトロデザイン）だ。

　燃えるような長い赤毛、表情のない硝子がらす球の瞳、小柄な体に不釣合いな素敵な胸。

　フェルは大きくぶんぶんと両手を振り、赤毛の上にぴょこんと生はえたネコミミも同じくぴこぴこと左右に揺れている。

　隣のペンギンも一緒になって、両手（羽）をぶんぶんと宗司に向けて振っていた。

　どちらの仕草も可愛かわいいことは確かだが……

　ボーダー模様のフルボディを着用した美少女とペンギンに歓迎されるというのは、ちょっと形容し難い奇妙な光景である。

「よ、よう、おまえも来てたのか。『煉獄カサルテイリオ』の連中見なかったし留守番かと思ってたぜ」

　若干目線が泳いではいるものの、宗そう司じは普通に対応していた。

「うなー、『煉獄カサルテイリオ』のそうりょくをあげて、こしつぶろを、けっかいにしたー、こしつぶろなのに、ろてんぶろ、みたいな、かんじだーぜー」

「ペーン！」

　えっへんとばかりに、フェルがぽよんと胸を張り、ペンギンも一緒に胸を張る。

「むう、なんだかわからんが、凄すごそうだな……」

　感心したように頷うなずき、宗司は個室風呂のドアを開け何気なく脚を踏み入れる。

　すかっ。

「…………あ？」

　空中だった。空中に、ドアだけがぽっかり浮かんでいた。

「んぎゃああああああああ！」

　ひゅー、宗司が落ちていく。

「なんだこの意味のないトラップぁあああああ！」

　だが安心だ、ちゃんと下方には風呂が、それもフェルが主張したようにどこかの温泉宿みたいな見事な露天風呂がある。

「にやり」

「ペーン」

　全く意味のないトラップに宗司をはめたフェルとペンギンは、静かにドアを閉じた。

　ぱたんと閉まるやドアは消え、宗司の悲鳴が響く雲ひとつない青空だけが残される。




　その頃ころ、下の露天風呂（個室風呂）では。

「ソージ、遅いね」

「おかしいわね、フェルに案内するように伝えていたのに」

「……それが原因なのでは、とリリスは思います、」

「そもそもアレを信用していいものなのでしょうか」

　一いち乃の、キリカ、リリスが待ちくたびれていた。

「んぎゃあああああああ──」

　そこに聞こえる悲鳴、彼女たちの傍そばに落ちてくる宗司。

　どっぼぉおおおおん！

　宗司が落っこちてきた。

　高い高い水みず飛沫しぶきが上がり、一いち乃のたちを濡ぬらす。

　宗そう司じは落下の勢いで湯の中に沈み、酸素を求め急いで浮かび顔を出す。

「ぷっはあ、あー、あーもう、死ぬかと思った！」

　そして、宗司が目にしたものは。

「遅かったわね」

「っていうか、なんで空から降って来たの？」

「何はともあれ、ようこそ兄さま」

　ブルマである。温泉なのにブルマである。すなわち濡れブルマである。

　紺、赤、黒のブルマ、濡れてぴったりと張り付く木綿もめんのシャツ、下には水着を着用しているから何一つ問題などはない。

　すらりと伸びた一乃の脚と紺ブルマ、柔らかなキリカの脚と赤ブルマ、幼いリリスの脚と黒ブルマ──滴したたり落ちる、熱い水滴。

　濡れたシャツから覗のぞく白い肌も捨て難いが、やはりブルマ。

　宗司の理性はヒューズが跳んでブレーカーが落ちる。

　さようなら理性、こんにちはブルマ。

「わあい、シャングリラはここにあったんだね！」

　もう馬ば鹿か丸出しの台詞せりふと共に立ち上がり、両手をバンザイと上げ、ばしゃりばしゃりと湯を跳ね飛ばして一乃たちの方へと向かう。

「そうよ、さあ、ブルマの世界へおいでなさい」

「アハハハ、もうソージってば仕方ないんだからっ」

「ああ、兄さま、素直になりすぎた兄さまも素敵です」

　両手を広げて迎え入れる一乃、恥ずかしげにちょっと視線を逸そらすキリカ、表情に乏とぼしい顔に少しばかりの微笑ほほえみを浮かべるリリス。

　宗司は迷わずに彼女たちの元へ──

「マンボウー」

　露天風呂をふよふよと泳ぐ赤いマンボウの姿を、一乃たちの後ろに発見した。

「サカナ四号！　サカナ四号じゃないか！」

　宗司は物もの凄すごく嬉うれしそうな顔をし、濡れブルマな一乃たちを軽やかにスルー。

　マンボウの方へと駆け寄り、マンボウもまた宗司の方へと泳いでくる。

「サカナ四号ー！」

「マンボーウ！」

　がしぃ！

　友情を確かめ合うように、抱き合う一人と一匹。

「心配してたんだぞ！　折せつ角かく水着で温泉なのに出てこないから、ひょっとしてこのままおまえの出番なく終わるんじゃないかと思ってひっそり心配してたんだ！」

「マンボウ」

「そうか、ここで待っていたのか。良かった、本当に良かった──はっ、殺気！」

　急に寒気を覚えて、宗そう司じは振り返る。

「宗司」

「ソージ」

「兄さま」

　殺意滾たぎらせ仁王立ちする女たち、宗司とマンボウは抱き合ったままガタガタと震える。

「はははははははは、な、何か、お、怒ってます？」

「ママママママママ、マ、マンボウ！」

　薄っすらと、一いち乃のたちは笑みのようなものを顔に浮かべた。

「怒ってないわよ、私たちを無視してマンボウのところに行くぐらい」

「アハハハ、そっかー、わたしたちってサカナ以下なんだ、そっかー」

「兄さま、仕置きの時間です」

　赤と青と、虹にじ色いろの瞳ひとみは危険な輝きを宿している。

　ちら、宗司とマンボウは視線を交わし頷うなずき合った。

「逃げるぞ、マンボウ！」

「マンボッ！」

　小こ脇わきにマンボウを抱え、宗司が走り出す。

「ふふっ、逃げるなんて小こ賢ざかしいのね」

「アハハハ、これはちょっと厳しいお仕置きが必要だよねっ」

「ああ、兄さま──リリス、頑張ります、色んな意味で」

　濡ぬれブルマの修羅たちが、怒りのオーラを纏まとう。

　濡れた黒髪が、輝く銀髪が、しっとりと柔らかな髪が、怒りに揺らぐ。

　濡れた木綿もめんのシャツを体に張り付かせ、色とりどりのブルマから水滴を散らしながら、一乃が、キリカが、リリスが、宗司を追いかける。

「ひぃいいいいいい！　追っかけて来たああああ！」

「マンボウゥウウウウウウウ！」

　恐怖に顔を引ひき攣つらせ、宗司たちは逃げだした。

　頑張れ宗司、頑張れマンボウ、捕まったら多分色々と酷ひどい目に合うぞ！

　……まあ、これも、日常といえば日常の光景である。






日誌　六　とりかえっこ






　試験休みも終わり、後は終業式を待つだけの空白のような一日。

「今日も風が強いな」

　放課後、宗そう司じは学ランに包まれた肩を寒そうにすくめ、急ぎ足で第三旧校舎へ向かい、ゲーム同好会部室のドアを開ける。

「うーす、遅くなった……んん？」

「あら、いらっしゃい宗司」

「やほー、ソージラブー」

　部室の中、宗司を待ち構えるように並んで立っていた一いち乃のとキリカの姿に、違和感を覚え首を傾かしげる。

　長い黒髪と輝く銀髪、炎のような赤い瞳ひとみと澄んだ海のような青い瞳、端整な美しい一乃の顔と明るく可愛かわいいキリカの顔、慎つつましい胸と柔らかく大きな胸……

「あ、制服が違うのか！」

　並んだ二人は黒いセーラー服でもブレザーでもなく、ブラウスとブレザーを組み合わせた荒あら谷や学園中等部の制服を着用していた。

「……って、サイズ全然合ってなくね？」

「ええ、正直かなり小さいわ」

「胸とかキツイよ、デザインはカワイイから好きだけどねっ」

　二人の体に比べて二サイズは小さく、胸も腰もパッツンパッツンだ。

　元々タイトな作りではないから何とか入っているのだろう。

　胸元は今にもはちきれそうで、実際に苦しいのだろうリボンを緩めてボタンを一つ、キリカは二つ開けている。

「……わお」

　大胆に空いた胸元に、宗司は案の定目のやり場に困って視線を下げると。

「…………わお」

　一乃のすらりとした太ふと腿ももが、キリカの柔らかそうな太腿が、目に飛び込んで来た。

　上がピチピチの状況で下の丈が満足にあるわけもなく、スカート部分は股また下した何センチなのか計るのすら恐ろしい程の短さだ。

　必然、太腿はむき出しで、ちょっと激しく動いたら下着が見えてしまうのではないかと他人事ながら宗司は心配になってしまう。

「残念だけれど、下に一分丈のスパッツを穿はいてるわよ」

「アハハハ、ソージのえっちぃ」

　からかうような二人の声に、宗そう司じは慌てて視線を上げた。

「い、いや、これはな、その、見えそうで危険なんじゃないかと心配になってな！」

　顔を真っ赤にした宗司がわたわたと弁解する。

「ふふっ、だからスパッツを穿いていると言ってるじゃない」

「そうだよ、見えても平気だから、こーんなことだって出来るよ」

　言って、彼女たちは宗司の目の前で爪先立ちになりくるり回る。

　しゃらしゃらと弧を描く長い黒髪、軽やかに揺れる輝く銀髪。

　スカートがふわりと浮かび花びらのように舞う。

　吸い寄せられる宗司の視線、だが薄布に見えたスカートはその実、鉄壁で。

　太ふと腿ももすれすれまで上がりながら、しっかりと視線を遮さえぎり秘密を守る。

　見えそうで見えない、もどかしさ。

　たんっ、と二人は足を止め、掌てのひらでスカートを押さえると声を揃そろえて宗司に言った。




「恥ずかしいから、見せてあげないわ」

「恥ずかしいから、見せないもんっ」




　大胆なくせに、ちょっぴりはにかんだ顔をして。

　二人は仲の良い友達のように、可か憐れんにウインク。

　蜜みつの匂においに誘われた虫の気持ちが、宗司には痛いほど理解できた。

「……勘弁してくれ」

　真っ赤になった顔を、宗司は掌で押さえて隠す。

　完全に掌の上で遊ばれているのに、不思議とそれが悪くない。

「どうしてもと頼むなら見せてあげるわよ……恥ずかしいのを我慢して」

「おれを誘惑するな、そもそも何で中等部の制服なんて着てるんだよ」

「気分転換に交換してみたわ」

「とりかえっこ、だねっ、ちょっとしたコスプレ気分かな」

「あー、なるほど、って、待て、交換？」

　掌を顔から外し、宗司は改めて二人が着ている中等部制服を見た。

　どことなく、そのサイズに見覚えがなくもないような……

「まさか、それってリリスの制服、あれ、じゃあリリスはどこにいるんだ？」

「そこにいるわよ」

　長い黒髪をかき上げ、一いち乃のが目線でリリスを示す。

「るらるらるーらー、るーらー」

「るらるらるーらーらー」

　リリスとリリスが部室の隅、布で仕切った更衣スペースの隣で膝ひざを抱えて小さくなっていた。口ずさむメロディーは悲しげで、リリスの周囲だけ重力が増したようにどんよりと重苦しい空気を撒まき散ちらしている。

「リリィィィィス！　何があったのかお兄ちゃんに言ってごらん！」

　その沈みっぷりに、宗そう司じは大慌てで駆け寄った。

　宗司の声に反応するように、リリスとリリスもゆらりと立ち上がる。

「年齢差があるので仕方ないとはわかっているのですが、」

「リリスは自分の貧相さに嫌気がさしてしまいました」

　鏡合せの双子の妹。柔らかな髪で作った小さな尻尾しつぽ、表情に乏とぼしい幼い顔、見るたびに色の変わる虹にじの瞳ひとみ、華きや奢しやな体に、一いち乃のキリカと交換した黒いセーラー服とブレザー……

　当たり前だが、その制服はリリスとリリスには大きすぎた。

　セーラー服はずり落ち肩がむき出しで、ブレザーの方も上着が二の腕の方まで落ちている。ウエスト部分で無む理り矢や理り縛ったスカートは裾すそがふくらはぎの半ばで止まっている。

　そっと、宗司が暗い顔をした妹の肩に触れた。

「確かに、『妹が歳の離れたお姉ちゃんの制服を着てしまったような無理矢理感』に溢あふれてるけど、これはこれで可愛かわいいんじゃないかとお兄ちゃんは思うな」












「無理に慰なぐさめてくれなくても良いのです兄さま、」

「シスコンの上にロリコンなどという誹そしりを兄さまが受ける必要はありません」

　ぷいっと拗すねたリリスがそっぽを向いて唇を尖とがらせた。

　宗そう司じはそんなリリスの頰ほおに手を沿え、無む理り矢や理りに正面を向かせる。

「ノウ！　絶対にノウだ！　シスコンでロリコンの何が悪い！　むしろシスコンでロリコンだから正しい！　おれのリリスはいつだって最高に可愛くて当然だ！」

　無む闇やみに力強い眼まな差ざしでリリスを見据え、神に届くほど声高く宗司は主張する。

「ある意味で素晴らしいわ宗司」

「ある意味でかっこいいよソージ」

　無駄に力強い叫びに、背後で見ていた一いち乃のとキリカすら思わず拍手をしてしまう。

「兄さま……、」

「兄さま……」

　その力強い主張に心動かされながらも、リリスの瞳ひとみには迷いが浮かんでいた。

「そういうことなら、ふぇるに、おまかせー」

　唐突に聞こえた声、全員の視線が集まる。

「りりす、これで、ぷらいどを、とりもどせー」

　神出鬼没、窓枠に立つ赤毛のネコミミ少女ことフェル（いつものセーラー服着用）がそれ──何の変哲もない白いカッターシャツをリリスとリリスへ投げた。

　反射的に受け取ったリリスは何かに気付き、シャツを鼻に近づけ匂においを嗅かぐ。

「これは兄さまのシャツです、」

「これは兄さまのシャツです」

　きらりと輝くリリスの瞳、表情は変わらないものの嬉うれしげに宗司のシャツを抱き締める。

「リリス、何だか生きる勇気が湧いてきました！」

「リリス、早速これに着替えたいと思います！」

　宗司のシャツを抱き締めたまま、すぐ隣の更衣スペースにリリスが飛び込む。

「それはよかった……お兄ちゃん、ちょっと妹のことが理解できなくなってきたけど」

　頭痛を堪こらえるように額に手を当てる宗司。妹は十三歳、複雑な年齢です。

「そうじ、そうじ」

　つんつんと、フェルが宗司の袖そでを引き、硝子がらす球の瞳でじっと見上げる。

「それ、かして、フェル、おきがえする」

「それって……学ランか？　まあいいけどよ」

　素直に学ランを脱いでフェルに渡した、カッターシャツだけでは少し肌寒い。

「わーい、そうじの、ふくー」

　ダンスでも踊るように、宗そう司じの学ランを手に持ってくるくる、長い赤毛をぶんぶん、ネコミミはぴっこぴこ、フェルもリリスに続いて更衣スペースの中に消えた。

「何がしたいんだ、あいつは？」

　不思議そうに首を傾かしげる宗司の後ろで、キリカが一いち乃のの脇わき腹ばらを肘ひじで軽く突く。

「なんだか面白そうなことになってるけど、いいの？」

「大丈夫よ、これからもっと面白くするわ」

　くすり、赤い唇を吊つり上あげ一乃が言った。




　さて程なく、着替えたリリスとフェルが更衣スペースから出てきた。

「兄さまのシャツ、大きいです、」

「袖そでが余ってしまいます」

「ぶかぶかー、そであまりー、おっきー、ちょっとごわごわするーぜー」

　小柄なリリスやフェルが宗司のシャツ（と学ラン）を着ると、袖余りは当然のこと、裾すそが太ふと腿ももの半ばまでありワンピースのようになっている。

「兄さまが着古したシャツに包まれているなんて、」

「ああ、微かすかに兄さまの匂においがします」

　リリスさん、頰ほおを紅潮させてうっとりと自分の体を抱き締めています。

「うなー、ぶかぶか、おもしろーい」

　一方のフェルさんは大変ご機嫌なようで、長い赤毛を揺らしネコミミをぴっこぴっこと前後させ、余った袖を振り回しながら部室の中を走り回っている。

「あんまり走り回るなよ、見えても知らんぞ」

「うなっ、じゃあ、あえて、みせてやるーぜー」

　苦笑混じりに宗司が言った瞬間、フェルは方向転換。

「りりす、すきだらけ、だぜー」

　宗司（のシャツ）に包まれ恍こう惚こつとしているリリスとリリスの脇を走り抜けながら、シャツの裾を捲まくり上あげた。

「きゃっ！」

　リリスとリリスが、裾を押さえるも遅く。

　宗司はばっちりとその下にあった黒いものを目撃してしまう。

「なにぃいいいいい！　って、スパッツ着けてるじゃねえか、ちくしょう、安心した！」

「……もう、兄さま、えっちぃです、」

「……兄さまのバカ」

　リリスとリリスは恥ずかしげに頰を染めて、宗司を睨にらんだ。

「ああっ、おれを睨んでるリリスも可愛かわいい！」

　即座に兄馬ば鹿か全開で宗そう司じがデレデレする、と。

「──えいっ、捕まえたっ」

　いきなり背後から羽は交がい絞めにされた。

「な、何だ、キリカ、何のつもりだ」

　突然のことに目を白黒させる宗司の眼前に一いち乃のが立つ。

　彼女は片手に一乃自身のセーラー服を、片手にキリカのブレザーを持っていた。

「最後になったけど、あなたはセーラー服とブレザー、どちらを着るのかしら？」

「着るって、え……マジ？」

「ふふっ、マ、ジ、よ」

「アハハハ、限りなく本気だよっ」

　羽交い絞めにするキリカが豹ひようのように笑い、獲物を射程距離に収めた獅し子しのように一乃が赤い唇を吊つり上あげる。

「とりかえっこ、ですもの、あなただけ仲間はずれになんてしないわよ」

　哀れな獲物は身動きすらとれず、だらだらと脂汗を流す。

　……この後、宗司がどうなったかは、本人の名誉の為に伏せさせて頂きたい。






日誌　七　ペンギンと二学期の終わり






　二学期の終業式が終わった正午前。今年最後の部活に参加すべく、宗司はいつものように第三旧校舎の廊下を歩いていた。

　本格的な冬はもう目の前、温かい紅茶が恋しくなってくる季節だ。

　強く冷たい風が旧校舎の窓をがたがたと揺らし、窓の外では山の木々がざわめき残り少ない葉を散らしている。

「うーす、今日は何をする……んだぁ？」

　がらりと部室のドアを開けた宗司が見たのは。

「まったく、どうしてわたくしが部室の掃除なんてしなければなりませんの。ああ、妬ねたましい、妬ましい」

　どこぞのお嬢さまみたいな見知らぬ少女だった。

　縦に巻いた豪ごう奢しやな金髪、炎のように赤い瞳ひとみ、微妙に見覚えのあるメイド服、何気なく出るところが出て引っ込むべきところがひっこんだプロポーション抜群の体。

　何な故ぜか、彼女は箒ほうきを手にし部室の床を掃いている。

「……」ガラガラガラ……

　宗そう司じは無言でドアを閉め、襟元に手をやり学ランの胸元を直す。

　別に意味のある動作ではなく、何となく間を置く為にやっただけのことだ。

　何度か自分自身に確認するように頷うなずき、がらり、再び部室のドアを開ける。

「ペーン」

　メイド服を着たペンギンが、箒を手に部室の中をぺったらぺったら動き回っていた。

「……」ガラガラガラ……

　静かにドアを閉めた宗司は眉み間けんに指を当て、恐るべき可能性について考え込む。

「ええと謎のお嬢がいて、もう一回開けたらペンギンで……マジかよ」

　がらり、勇気を出してもう一度ドアを開けてみた。

「ペン？」

「良かったああああああああああああああああ！」

　安あん堵どのあまりに叫んでしまう。

「あー、びっくりした、もう一回さっきのお嬢が出てきたらどうしよかと思ったぜ。あのお嬢はおれの幻覚だったんだな、きっとそうだ」

　にっこにっこ笑いながら部室に入りメイドペンギンの頭をぽすぽす叩たたき、そのままテーブルに着いて鞄かばんを放ほうり投げ、何気なく窓の外に視線を向け、

「わたくしにはよくわかりませんが、嬉うれしそうで大変妬ねたましいですわ」

　ぐりんと勢い良くペンギンがいたはずの方向に視線を戻す。

「ペン？」

　間違いなくメイド服姿のペンギンがいて、箒で床を掃いている。

「……今の声、幻聴だよな、多分、幻聴ってことにした方が良いよな」

　ペンギンを見詰めたまま、半ば独り言のように呟つぶやく。

「ペーン」ぽっ、とペンギンは何故か頰ほおを染めた。

　赤地に赤なので物もの凄すごく分かり辛づらいが、まあ染めたのだ。

「……掃除手伝うからペンギン、おまえはおれの視界内にいろ、後、頰を染めるな」

「ペンッ！」

　本当にわかっているのか不明だが、とりあえずメイドなペンギンは元気良く片手（羽）を上げて返事した。

　形容し難い不安につきまとわれながらペンギンと一緒の掃除を終えた頃ころ、

「あら、あなたが部室の掃除をやってくれたの？」

「やほー、ソージラブー」

「兄さま、お疲れさまでした」

　メイド服に身を包んだ、一いち乃のたちが部室に現れた。

　髪を飾るは眩まばゆい白さのホワイトブリム、体を包むは清せい楚そな黒のロングワンピース、汚れから守るは穢けがれ無き純白のエプロンドレス、最後に黒い小さなリボンを胸元に結んだ──素晴らしいほどのメイド姿。

　夜の黒髪と炎の瞳ひとみ、森もり塚つか一乃は美しく。

　輝く銀髪、青の瞳、沢さわ村むらキリカは可愛かわいらしく。

　鏡合わせの虹にじの瞳、白しろ崎さきリリスは可か憐れんに。

　宗そう司じは不覚にも見み惚ほれてしまう。

「わんっ」

「うさー」

　ついでに何な故ぜかメイド姿の赤い子犬とウサギも一緒にいる。

「ああ、その美しさが妬ねたましい、妬ましい」

　またも不意に聞こえたお嬢ボイス、ぐりんっと宗司が凄すごい勢いでペンギンの方を向く。

「ペン？」

　メイド服（何気に一乃たちと獣たちでお揃そろいだ）姿のペンギンがいるだけだ。

「な、なあ、今、ペンギンが、喋しやべって……」

　助けを求めるように、宗司は一乃たちに問うが。

「何を言っているの、あなた？」

　彼女たちは不思議そうな顔をしただけだ。

「い、いや、何でもない、おれの気のせいだ……」

　頭痛を堪こらえるように頭を抑え、静かに首を振り問う。

　もう謎のお嬢については考えない方が良いと本能が訴えていた。

「で、おまえらは何をしてたんだ？」

「大掃除よ、部室以外は終わったわ」

「なるほど、でも掃除するからってメイド服着なくていいだろうに」

「ふっ、あなたにはわからないでしょうね」

　一乃は赤い唇を僅わずかに吊つり上あげ、ホワイトブリムに飾られた黒髪を優雅にかき上げる。

「これには深い意味があるのよ」

「そうだよ、これには深い理由があるんだよっ」

「その通りです兄さま」

　キリカとリリスが一乃に同意し、宗司は俄にわかに真剣な表情を浮かべた。

「……深い、理由、だって？」

「そうよ──」

　バッ、ババッ、バッ！　突とつ如じよ、彼女たち（含む犬とウサギ）は一乃をセンターに戦隊ヒーローの如ごとくポーズを取った！

「初心に帰ってみたの！」

「初心に帰ったんだよっ！」

「初心に帰りました！」

「なんで初心に帰ってメイド服やねん！」

　すかさず宗そう司じがツッコミを入れた。

「『メイドが宗司で遊ぶ同好会』だもの」

「誰一人覚えてないかもしれないが、ここはゲーム同好会だぜ」

「あれ、『ソージにご奉仕しちゃうメイド同好会』じゃなかった」

「そんな怪しい同好会があってたまるか」

「つまり『兄さまに（性的な意味で）ご奉仕しちゃう同好会』ですね」

「リリスだけはこいつらに毒されたりしない、清せい楚そで可か憐れんなリリスでいて欲しかった！」

「兄さま……、」

「女になるって、悲しいことなのです」

　物もの憂うげに息を吐き、メイド服を纏まとったリリスとリリスは鏡合せに瞳ひとみを伏せる。

　日陰に咲いた花のような、幼い容姿に似合わぬアンニュイな香りに宗司は息を吞のむ。

「リリスに何があったんだ……誰か、教えてくれ」

「私が色々な知識を吹き込んだわ」

「あ、キリカさんも結構色々教えた」

「おまえらああああああああああああ！　なにしてくださりますくぁあああああ！」

　無意味に力強く握り締めた拳こぶし、血涙流さんばかりの絶叫。

　しかし、一いち乃のはホワイトブリムを載せた黒髪を再びかき上げ、キリカはアメリカ人のようなオーバーアクションで肩をすくめ、リリスとリリスは無表情のまま。

「と、このようにして宗司で遊ぶのが『ゲーム同好会』の本質よ」

「ゲームなんて飾りだよねっ」

「兄さまの新しい一面を発見できる、そんな同好会をリリスはそれなりに愛しています」

「もう嫌だ、こんなんばっかりだ、こんなんばっかりや」

　ばんばんばんばん、この上ない敗北感に宗司は膝ひざを突き惨めに床を叩たたく。

　カツン、足音も高くメイド一乃が宗司の前に立ち、腕組みをして見下ろす。

「無様ね」

　ぴたりと宗司の動きが止まった。

「言ってくれるじゃねえか……」

　震える肩、崩れ落ちた脚に力がこもり、男は屈辱を胸に立ち上がる。

「見ろよ一乃、おれはまだ負けちゃいねえぜ」

　宗そう司じの熱い瞳ひとみが冷然と立つメイド一いち乃のを貫き、彼女は微かすかに頰ほおを緩めた。

「ふふっ、それでこそ──この私の玩具おもちやに相応ふさわしい」

「幾度弄もてあそばれ倒れても、おれは必ず立ち上がって、おまえを倒す！」

　何だかよくわからないが二人は睨にらみ合あい、部室の中に緊迫した空気が満ちる。

「はーい、よくわかんないバトルノリはそこまでだよっ」

　ぱんぱん、とキリカが手を叩たたいて二人に割り込んだ。

「兄さま、もうすぐお湯が沸きます、」

「紅茶を淹いれますので一息吐つきましょう」

　更に本物のメイドよろしく、淡々とリリスが告げた。

「そうだな、掃除も終わったし丁度良いか」

「くっ、私としたことがメイド働きで後れを取るなんて」

「だからおまえ、別にメイドじゃねえだろコスプレしてるだけで」

　口く惜やしげに爪つめを嚙かむ一乃、宗司は律儀にツッコミを入れ部室中央のテーブルに着く。

　一乃とキリカも席に着き、『煉獄カサルテイリオ』の獣たちは少し目を離した間に消えていた。

　ほどなく、リリスが紅茶の用意を終える。

　黒いワンピースに白のエプロンドレスのメイド服を着たリリスとリリスは、鏡合わせのように左右並んで紅茶を運ぶ。

　右のリリスがティーポットを、左のリリスがあらかじめ温めておいたティーカップを。

　テーブルの上でポットからカップへ紅茶を注ぎ、それぞれの前に置いていく。

「どうぞ、兄さま」

「うん、ありがとう」

　高いものではないティーバッグだが、リリスが丁寧に淹れた紅茶は香り高く、柔らかな匂においが温かい湯気と共に部室を漂う。

　テーブルには黒ワンピースと白エプロンドレスのメイドたち。

　美しい一乃、可愛かわいいキリカ、可か憐れんなリリス、愛らしいフェル──恐ろしいことに、宗司がメイドハーレムを作っているように見えなくもない。

　誰からともなく、カップを手に取り温かい紅茶を飲み始めた。

　熱と共に咥こう内ないに広がる紅茶の渋みと仄ほのかな甘み。

　寒い日の紅茶はたまらなく、ほっとする味だった。

「……ああ、美う味まいな」

「ええ、悪くないわね」

「我ながら、良い出来だとリリスは思います」

　ほう、と宗司は息を吐き、一乃に向き直る。

「それで、二学期最後の部活なわけだが、今日は何をするんだ」

「あら、もうしたじゃない」

「はい？」

「だから、ソージで楽しく遊んだよねっ」

「もう何度目かわからんが言うぞ、ゲームをしろゲーム同好会！」

「兄さま、そろそろ諦あきらめた方が良いのではないかとリリスは思います」

「一応言っておかないとな、本気で何の集まりなのかわかんなくなるし……まあ、それはともかく、これからどうするんだ解散か？」

「それならさっ、ごはん食べに行こうよっ、キリカさん美お味いしい店知ってるよ！」

　元気良く、手を上げてメイド姿のキリカが言う。

「あなたにしては良い提案ね、確かに時間も丁度良いわ」

「リリスも賛同します」

「おまえらがそう言うなら、おれは構わないぜ」

　と、二学期最後の活動は実にあっさりと終わった。

　飲み終えた紅茶を片付け、一いち乃のたちがメイド服を着替えるので宗そう司じは一人廊下に出る。

　第三旧校舎の廊下は当たり前のように人ひと気けがなく、静かで、冷たく寒い。

　宗司は壁に背中を預けて、誰も居ない廊下で一人呟つぶやく。

「出て来いよ、いるんだろ」

「そのような台詞せりふを言って、誰も出てこなければ心底恥ずかしいですわね」

　音もなく現れた女が、宗司の正面に立つ。

　品のある顔立ち、高い鼻、豪ごう奢しやな金髪を縦に巻き、瞳ひとみに一乃と同じ真紅を宿し。その体に纏まとうは胸元を大きく開けた波打つ炎のような赤いドレス──姫君か、あるいは令嬢か。

「だが、おまえは現れたペンギン二号、それとも第二罪《蛇ズイリヤ》か？」

「この姿の時はリアですわ……随分とあっさり、わたくしを受け入れましたわね」

「まあ、さっき見たときは心底びびったが、一度、騎士の方を見てるしな」

「後夜祭ですわね。ええ、わたくしは妬ねたましいほどあっさりと倒されましたが、それは今更の話し──何の御用ですか『零白夜ラスト・エレメント』」

「大したことじゃない、何な故ぜおまえが人型で姿を見せたのか知りたかっただけだ。あの場面ならフェルがいても問題なかったはずだ」

「……それはその、わたくしには非常に言い辛づらいのですが」

　ペンギン──ではなくリアは、どこからともなく羽の扇を取り出し口元を隠す。

「掃除を第一罪に任せますと、倍時間がかかりますもので」

「わー、さすがはダメッ娘こ、掃除もダメかーって、え、そんなオチ？　何か深い意味があったり伏線だったりしないの？」

「しませんわ、全然しませんわ、単純に掃除をするなら人型の方が便利だというだけですわ……誰もいませんでしたし油断していたというのもありますけれど」

　呆あきれる宗そう司じ、リアは恥ずかしそうに扇に顔を埋うずめてしまう。

　元があのペンギンだとわかっていても可愛かわいいいのが困る。

「何かごめん……おまえも、一緒に昼食べるか、ペンギン状態なら問題ないだろうし」

「妬ねたましさの余り爆発しそうですので遠慮しておきますわ」

　扇を畳み、胸の谷間に収めてリアは去ろうとする。

「そうか、じゃあ最後にもう一つ聞かせてくれ」

「我らが主あるじが固こし執ゆうする『日常継続ゲーム』に思うことは、一つしかありませんわ」

　宗司の問いを先読みし、リアは答えた。

「滑こつ稽けい、ですわね」

　端整な彼女の顔は残酷なほど冷たく、そして、どこか悲しく。

『煉獄カサルテイリオ』の獣らしく、幻のように背景に溶けて消えた。

　時を同じくして、ガラリと部室のドアが開く。

「待たせたわね、宗司」

　黒いセーラー服を纏まとった一いち乃のが言い。

　宗司はいつもどおりに、何もなかったように、当たり前のような顔をして答える。

「いや、大して待っちゃいないさ」






日誌　八　主婦なリリスさん






　白しろ崎さきリリスは主婦である。

　厳密に言えば主婦ではないが、その役割としては概おおむね主婦のそれである。

　必然的に、白崎リリスの朝は早い。

「……朝です、リリス、」

「……朝です、リリス」

　目覚ましを鳴らすまでもなく、長年の習慣として同じ時刻に目を覚ます。

　冬休み真っ最中である今朝も、無論、それは変わらない。

　解ほどいた柔らかな髪、虹にじ色いろの瞳ひとみ、幼い顔立ち、ブルーのシンプルなパジャマ。

　鏡合わせの同じ顔をした彼女たちは鏡合わせにベッドから起き上がる。

「寒いですね、リリス」

「ええリリス、窓の外は寒そうです」

　カーテンを開け、頼りない朝陽を部屋に入れた。

　窓から見る空は高く、いかにも冷たく、うっすらと曇る中を小鳥が飛んでいた。

　リリスとリリスは短い会話を交わし、二人で一人の生き物のように器用な動きでお互いを着替えさせる。

　リリスがリリスのボタンを外し、パジャマを脱がす。

　下とお揃そろいの白いシンプルなブラジャーを付けてシャツを着て、その上に薄手のセーターを着る。セーターの裾すそは太ふと腿ももの半ばまである長めのものだ。

　ついでキュロット、それだけでは寒いので厚手のニーソックスをはいて完成。

　リリスとリリスは互いの服装を見て、互いに頷うなずき合い部屋を出る。

「廊下が冷たいです、」

「スリッパをはいておくべきでした」

　一階へ降り、洗面所で顔を洗い寝癖を直し髪を結んで小さなポニーテイルを作る。

　リリスとリリスは再び互いの姿を確認し頷き合うと、今度はリビングダイニングキッチンへ向かった。

　リビングからキッチン部分に移動したリリスは最初に炊飯器をチェックし、もう片方のリリスが冷蔵庫の中身を確認する。

「お米はきちんと炊けています、」

「鮭さけの切り身とお豆腐があります」

「今朝は和食にしましょう、」

「今朝は寒いですから、温かいお味み噌そ汁しるを作りましょう」

　決めると、リリスとリリスはお揃いのエプロンをつけ調理を始める。

　トントントンとリズミカルな包丁の音がし、ぐらぐらとお湯が沸き、ちりちりと鮭を焼き、魔法のように手際よくリリスとリリスは朝食を仕上げていく。

「粗あら方かた完成しました、」

「それでは、そろそろ兄さまを起こしましょう」

　エプロンを外し、リリスとリリスはキッチンを出て二階へ登る。

　自室の隣、宗そう司じの部屋のドアをリリスは軽くノックする。返事はない、静かにドアを開けて室内へ入る。

　瞬間、リリスとリリスの動きがぴたりと止まり、表情に乏とぼしい顔に不快の色が浮かぶ。

　床に敷いた布団の上で、宗司はすやすやと──何な故ぜか、その隣に燃えるような赤毛のネコミミ少女フェルがうなうなと眠っていた。

「また兄さまの布団に忍び込んで、」

「この忌いま々いましい野良猫め」

　小声で呪のろうように呟つぶやくと、リリスは眠っているフェルの襟首を摑つかみ、残りのリリスが素早く窓を開ける。

　清すが々すがしくも冷えた冬の空気が一瞬部屋に流れ込み、リリスは間髪いれずフェルを放ほうり投げ、再び窓を閉めた。

「うなー」

　窓の外で鳴き声が聞こえたが、二階から放り投げた程度ではどうにもならないことをリリスは知っている。

　改めて、リリスとリリスは眠る宗そう司じの枕元に膝ひざを突く。

「兄さま、気持ち良さそうに、眠っています」

「本当に、穏やかな寝顔です」

　産まれたばかりの赤子か──死人のように静かな寝顔だ。

　リリスが彼を見る瞳ひとみは穏やかで、顔には微かすかすぎるほど微かな微笑ほほえみが浮かんでいた。

　左右から、リリスとリリスは手を伸ばし宗司の頰ほおを撫なで、

「兄さま、朝です、」

「起きてください」

　宗司を起こした。

　おおむね、リリスの毎朝はこんな感じである。

　その後は朝食を摂とり、普段ならば登校するところだが、今は冬休みの最中だ。

「兄さま、今日のお昼からお買い物に行こうと思います、」

「多目に買い物する予定なので、一緒に来て欲しいです」

「ん、荷物持ちか、いいけど、何を買うんだ」

「色々、でしょうか、」

「クリスマスと年末に向けての買出しです」

「そっか、冬休みだもんな、もうそんな時期だよ……ああ、そうだ折せつ角かくだし、昼は久しぶりに外で食べないか、駅の方に行って」

「外食ですか、」

「そうですね兄さま、最近は家にこもりきりでしたから」

　ちょくちょく一いち乃のやキリカ、フェルが遊びに来てはいたが、確かに外出はなかった。

「決まりだな。に、しても、クリスマスか、月日が経たつのって早いなあ」

　宗司の台詞せりふがおっさん臭いのはさておき、昼頃ごろに出掛けることになった。




　正午前、家を一歩出た途端に冬の風が吹いた。

「うー、寒いっ」

　トレーナーにジーンズと軽めの格好をした宗司が、首をすくめて呟つぶやく。

「兄さま、もう一枚、」

「上に何かを着てきますか？」

　リリスとリリスは薄手のセーターの上にカーディガンを羽織っていた、下のほうは室内と同じくキュロットとニーソックスだ。

「いや、いいよ。我慢できないほどじゃないし」

「そうですか、では兄さま、」

「参りましょう」

　リリスとリリスは両側から宗そう司じの腕に抱きつき、引っ張るように歩き出した。

　宗司の肩の高さに揺れるリリスの柔らかな髪からはシャンプーの匂においがして、抱きつかれた腕には仄ほのかな柔やわい温ぬくもりが当たっていた。

　素直に引っ張られながら、宗司は左右の妹の顔をちらりと見て首を傾かしげる。

「なんかあったのかリリス、機嫌良さそうだけど？」

　リリスの表情は他人には普段と変わらぬ無表情に見えるが、宗司にだけは普段よりほんの少し軽い足取りや、微かすか過ぎる表情の緩みが見えていた。

「はい、兄さまとの久しぶりのお出かけに、」

「リリスはわくわくしています」

「大おお袈げ裟さだなあ、ちょっと出掛けるだけで」

　宗司が小さな苦笑を浮かべる。

「デートです、兄さま、」

「デートです、兄さま」

「……妹相手でも、デートになるのか？」

「無論です兄さま、」

「デートも恋愛も結婚も子作りも、妹相手に出来ないことなどありません」

「後ろ三つが明らかにおかしいな……あれ、前もこんなやり取りしたことがなかったか」

「はい、ありました、」

「要するにリリスは何一つ諦あきらめてはいないという意思表示です」

「ふぅむ？　まあ、とにかくデートだな」

　明らかによくわかっていない風に頷うなずくと、宗司はリリスに向けて微笑ほほえみ、芝居っ気たっぷりに口調を作って言った。

「でしたら、今日はよろしくお願いします、お姫さまがた」

　宗司の腕を抱くリリスとリリスが、微笑みを返した。

「はい、兄さま、」

「リリスをしっかりと、エスコートしてください」

　はっきりとそれとわかる、蕾つぼみが綻ほころぶような可か憐れんな笑顔だった。




　腕を組んだまま宗司とリリスは歩き、駅近くの通りで足をとめた。

　若者向けの店が集まった通りは冬休みのこの時期、荒あら谷や学園の生徒や近隣の中高生の姿で賑にぎわい、少々騒がしいほどだった。

　騒がしさの一因は通りに立ち並ぶ店が片っ端からクリスマス色に染まり、スピーカーからはクリスマス風の音楽が流れているせいでもある。

「クリスマスか……もうすぐだな」

「はい、当日は駅前の広場に巨大ツリーが出るそうです」

「そりゃ大したもんだ」

「兄さまは、あまり興味がなさそうですね」

「んー、何かクリスマスの楽しみ方がよくわからなくてな」

「お祭りのようなものだと思えば構わないと思います」

　人の流れに混ざり通りを進み途中で脇わき道みちに折れる。

「『眠る羊』って喫茶店なんだけど、リリスは来たことあったっけ？」

「はい、森もり塚つか一いち乃のと沢さわ村むらキリカと一緒に来ました」

「そっか、ここ、ランチもやってるらしいんだよ」

「そうでしたか、ケーキは美お味いしかったのでランチも期待できるかもしれません」

　言っているうちに『眠る羊』に着き、宗そう司じとリリスは店内に入った。

　ダークトーンで統一された店内、控え目な音量で流れるクラシック、足音のしない深い絨じゆう毯たんに適度な暖房。客の入りは八割程度だが、学生や若者の姿はなく静かなものだ。

　宗司たちは窓際の、この店にしては明るい席に着きランチを注文した。

　リリスとリリスは薄手のセーターの上に羽織ったカーディガンを脱ぐ。

　ほどなくアルバイトらしきウエイトレスがランチを運んでくる。

　物静かな店に似合った、ともすれば影が薄い物静かなウエイトレスだった。

　ランチメニューは日替わりで、今日のメインは豚肉のピカタ（溶いた玉子を豚肉に塗り、両面を焼き上げたもの）、魚と海え老びのフライが少量、柚ゆ子ずドレッシングのかかったサラダ、ポタージュスープ。それに加えてパンかライスを選べ、食後には紅茶がついてくる。

　宗司たちはライスを選んだ。

「それじゃ、いただきますっと」

「いただきます、」

「いただきます」

　それぞれに箸はしを取り、ランチに手を伸ばす。

　宗司はまず、ピカタを食べた。

「……おおっ」

　容易たやすく嚙かみ切きれる柔らかな食感、口の中に広がる濃厚な豚肉の旨うまみとそれを引き立てる卵、微かすかな香草が全体を引き締めるアクセントになっている。

　決して高級な料理ではないが、確実に美う味まい。

「このピカタは良いです、今度、家でもやってみようと思います、」

「フライもさくさくと絶妙な揚げ具合です」

　リリスにも『眠る羊』のランチは好評なようだ。

「来て正解だったな」

「はい、ランチはお値段もお手て頃ごろで家計的にも助かります」

　ふと、リリスとリリスは思い立ったようにピカタを一切れ箸はしで摑つかむ。

「兄さま、」

「あーんしてください」

「なん……だと……」

　目の前に差し出されたピカタと、リリスたちの顔を交互に見詰めて息を吞のむ。

　同じメニューであーんする意味がわからなかった。

「どうしました、兄さま、」

「森もり塚つか一いち乃のや沢さわ村むらキリカのあーんは受けたのでしょう」

「リリスには出来ないのですか兄さま、」

「リリスには出来ないのですか兄さま」

　感情の見えない虹にじ色いろの瞳ひとみが、じっと宗そう司じを見詰めていた。

　ちくちくと針で心を刺されるような居心地の悪さに宗司は観念した。

「あ、あーん」

「はい、兄さま、」

「あーんです」

　一転、花開くように微笑ほほえんだリリスのあーん。その笑顔を見ているだけで、三割り増し料理が美お味いしくなったような気がするのだから単純なものだ。

「うん、美味いな」

「それはよかったです、兄さま、」

「それではリリスにもお願いします」

「やっぱそうなりますか……何が良い」

　諦あきらめ顔の宗司が問い、リリスとリリスはざっとテーブルの上を眺めて決めた。

「では、スープを、」

「では、スープを」

「それ地味に食べづらいと思うけど、まあいいか」

　大振りのスプーンでスープをすくい、リリスの前に差し出す。

「はい、あーん」

「あーんです、」

「あーんです」

　リリスとリリスは頰ほおを寄せ、小さな舌で舐なめるようにスープを飲む。

　ミルクを飲む子猫のようで可愛かわいらしいが、同時に飲むのは難しかったのか、唇の端に少しスープが跳ねてしまっていた。

「……んっ、」

「……んっ」

　ぺろり、リリスとリリスが唇の端を舐める。

　宗そう司じは何となく気恥ずかしくなり、微妙に赤くなった顔を掌てのひらで隠す。

「どうしました兄さま？」

「いや、何でもない……」

　リリスとリリスは照れている宗司を見詰めて、

「にゃー、」

「にゃー」

　鳴いてみた。ぐらりと宗司が傾いた。

「リ、リ、リリスさん、今のは何？」

「深い意味はないのですが、」

「可愛いかと思いました」












　要するに、宗そう司じの気を引いてみたのだろう。宗司は掌てのひらを外してリリスを見る。

「うん、とても可愛かわいかった……もう一回やって」

「にゃー、」

「にゃー」

　今度は、ネコミミっぽく両手を頭の横でピコピコっと揺らすポーズ付きだ。

　宗司の心を打ち抜く見事なネコミミと言えよう。

「お兄ちゃん、今の思い出だけで十年ぐらい戦えそうだよ！」

　何と戦うのかは知らないが、シスコンの瞳ひとみは星空もびっくりな勢いで輝いている。

「兄さまが喜んでくれて、」

「リリスは嬉うれしいです」

「あー、リリスは可愛いなー、ごはんが八倍美お味いしくなるよー」

　もうデレッデレで、リリスを見詰めたままひょいぱくひょいぱくランチを食べる。

　これでしっかり味わってもいるのだから大したものだ。

「もう兄さまってば、」

「……バカ、なんですから」

　今度はこっちが照れ臭そうに頰ほおを染めた。

　雰囲気重視の喫茶店で周囲の見えないバカップルぶりを発揮し、ひたすらに甘ったるい空気を振りまきながらの昼食だった。




　存分にバカップルした後、バカップルは店を出た。

　そのまま家の方へ進み途中のスーパーマーケットに寄る。

　広く品しな揃ぞろえが豊富で人気の店だ、宗司たち以外にも学生から主婦まで様々な客がいる。

　先導するリリスとリリスが品物を選んでは宗司が押すカートに入れて行く。

　さすがに慣れているだけあり、リリスの動きには迷いがない。

　宗司は暇なため、何気なく前のリリスとリリスの後姿を眺めていた。

　小さな尻尾しつぽのような柔らかい髪、カーディガンに包まれた背中、キュロットの下で左右に揺れる小さな──こほん、宗司は咳せき払ばらいをして視線を逸そらす。

「……ふぅん、ここもクリスマスか」

　たまたま目を逸らした壁にクリスマスケーキやチキンの広告が貼ってあった。

　今、注文するとケーキの上のサンタ人形（砂糖で出来た、食べられるあれだ）が無料で一つ増量中のサービス期間らしい。

「楽しみにしていてください兄さま、」

「今年もクリスマスケーキはリリスのお手製です」

　リリスとリリスが売り場に並ぶ牛乳と卵の消費期限をチェックしつつ言う。

「おう、楽しみにしてるぜ。去年は確か……丸太みたいな奴だったな」

「ブッシュ・ド・ノエルです兄さま」

「そうそれ」

　野菜に牛乳、卵を選び、次は生鮮食品売り場へと向かい、リリスが肉を選んでいると、

「あら宗そう司じじゃないの」

　ばったり、手にスーパーのカゴ（中身はまだ空だ）を持った一いち乃のに遭遇した。

　長い黒髪はいつもどおりに艶つやめいて美しく、厚手の黒いブラウスにシンプルな黒のロングスカート、足元もやはり黒のローファーと魔女の如ごとき黒一色の格好をしていた。

「よう、一乃」

　宗司は軽く手を上げて挨あい拶さつし、さらに言葉を続ける。

「そういえば、おまえはクリス──」

「兄さま、突然ですが、」

「栗くりを探して来てください」

　すかさずリリスが言葉を被かぶせ、邪魔をした。

「え？　く、栗？　この時期に？」

「あります、だから探して来て下さい」

「あ、はい、わかりました」

　宗司は口を挟む隙すきを与えられず追い払われ、あるのかどうか怪しい栗を探して野菜売り場へと去って行った。因ちなみに、カートも律儀に押して行った。

　精肉売り場で対たい峙じする、一乃とリリス。

「こんにちは、森もり塚つか一乃」

「こんにちは、リリス。偶然ね」

　リリスとリリスが虹にじ色いろの瞳ひとみで、一乃が赤い瞳で、互いを睨にらむ。

「リリスの記憶が確かならば森塚一乃のマンション付近に、」

「ここと同じ規模のスーパーマーケットがあったはずですが」

　リリスに指摘され、一乃は腕組みをしてさり気なく視線を逸そらした。

「……た、ただの気分転換よ」

「まさか、『偶然兄さまと会えたらラッキー』、」

「などと考えて、このスーパーマーケットにやって来たなどということは」

「あああああああ、あるわけないでしょう、ええ、あるわけないにきまっているわ。あわよくばクリスマスの予定を聞きだして、さり気なく誘いをかけてみようなどと思っているはずがないわ、決してそのような狙ねらいなどないに決まっているわ」

　目が泳いでいるわ、声が震えているわ、分かりやすい反応だった。

「内気な中学生のようですね」

「そう、私は森もり塚つか一いち乃の、十六歳」

　開き直ったように、しゃらりと長い黒髪をかき上げる。

「純じゆん情じよう可か憐れんでちょっぴりシャイな大和撫子なでしこ」

「内気な中学生のようですね」

「う、うるさいわよ」

　いや、微妙に開き直れてない。顔がちょっと赤い。

「ですが残念です。クリスマスの兄さまは、」

「リリスと一緒に、リリスの作ったケーキを食べると決まっているのです」

　普段は表情に乏とぼしいリリスの顔が、はっきりと挑発の色を宿す。

「あらそう」

　一乃は赤い瞳ひとみを細め、手にしていたカゴをゆっくりと床に置く。

　狭い通路だ、彼ひ我がの距離は一歩に満たない。

　手を伸ばせば当たるが、蹴けりを使うには近すぎる。

「つまり、あなたをどうにかすればいいのね」

　黒のロングスカートに隠れた脚が僅わずかに開き、膝ひざが曲がる。

「出来ますか、森塚一乃、」

「リリスは手て強ごわいですよ」

　鏡合わせに、リリスとリリスが半身の構えを取った。

「ふん、二対一、丁度良いハンデね──！」

　だんっ！　言葉と同時に僅かだが強く踏み込み、不意打ち気味に拳こぶしを放つ。

　速く、重い拳、一撃でまずリリスの片割れを沈める気だ。

「森塚一乃、」

「それは安易です」

　リリスはそれを読んでいた。一撃必殺の拳を左右に避よけ、一乃の側面に回りこむ。

　挟撃の体勢、寸分違たがわぬタイミングで、首を狙ねらい左右同時に手刀を繰り出す。

「ちっ！」

　両腕で左右の手刀を防ぐ。だが、一乃の顔には焦りが浮かんでいる。

　間髪入れず、手刀に次いで、リリスが膝蹴りを左右から放った。

　防ぐには手が足りず、膝蹴りが一乃の脇わき腹ばらに吸い込まれるように激突する。

　一乃の体がくの字に折れ曲がり体勢を崩す──否いや、膝蹴りに合わせ一乃は大きく背後に飛び威力を殺し距離を取る。

「……やるわね」

　殺しきれなかった痛みに顔をしかめながらも、一乃は即座に反撃に出た。

　離れた距離を埋める大きな踏み込み、黒いスカートをぶわりと翻ひるがえし回し蹴りを放つ。

「甘い」

　リリスの片方が両腕で蹴けりを受け止め、もう一方が身を屈かがめた低い蹴りで一いち乃のの軸足を払う──一瞬速く、蹴りの軌道が変わった。

「あなたも甘いわ」

「なっ！」

　腰を捻ひねり、蹴り足を下へ、軸足を払いに来たリリスに踵かかとを落とす。

　リリスが強引に体を捻る、避よけ切れなかった踵は恐ろしい速度と鋭さで体を掠かすめた。

　互いに攻撃の失敗を悟り、一歩ずつ引き赤と虹にじの瞳ひとみが睨にらみ合あう。

　……どうでもいいが、ここはスーパーマーケット店内である。

　他ほかの客は遠巻きにしてるわ、店員が困ったような顔をしてるわ、注目の的である。

　ついでに、栗くりを探しに行かされた宗そう司じも戻って来ていた。

「この、アホ一乃とアホリリスが！」

　ごっちん！　一乃とリリスとリリスの頭に拳げん骨こつを落とす。

「痛っ……」

「はうっ、」

「あ、兄さま……」

「店内で暴れるなよ常識的に考えて、ほら、ごめんなさいしなさい」

　一乃とリリスの頭を摑つかんで、ぐいぐいと下げる。

「くっ、私としたことが……ごめんなさい」

「申し訳ありませんでした、」

「申し訳ありませんでした」

「本当にお騒がせしてすいませんでした」

　宗司も一緒になって謝り倒し、その場を切り抜け、居心地が悪いので素早く買い物を済ませてスーパーマーケットを出た。




「ふぅ、とんだ騒動だったわ」

　入り口を出てすぐのところで、一乃が優雅に髪をかき上げ呟つぶやく。

　かき上げた長い黒髪は黒いブラウスの背をしゃらしゃらと流れていった。

「自じ業ごう自じ得とくだろうが」

　買った品物が入った重そうな袋を両手に下げて、宗司が器用に肩をすくめる。

「……わかってるわよ、あなたにも面倒をかけたわね」

「素敵な妹を自認するリリスも、」

「今回は猛省しています」

　一乃が申し訳なさそうな顔をし、リリスとリリスがぺこりと頭を下げた。

「いいよ、終わったことだし……しかし、何でまたあんなことになったんだ？」

「あ、あら、ええと、それは、その、ねえ、リリス？」

「は、はい森もり塚つか一いち乃の、説明しづらい理由が、あります」

　まさか、クリスマスの宗そう司じの取り合いが原因だとは言えないのだろう。

　一乃もリリスも頰ほおを染めて俯うつむき、黒いブラウスに、あるいはカーディガンに包まれた細い肩を落とした。

「ふぅん、まあいいけど」

　宗司は曖あい昧まいに頷うなずくと、おもむろに言った。

「ところで、一乃はクリスマスどうするんだ？　予定がないなら家に来るか、リリスがケーキ作ってくれるってよ」

「宗司！」

「兄さま！」

　天にも昇りそうな顔の一乃と、地獄に叩たたき落おとされたようなリリス。ベクトルが真逆の叫び声が上がった。

「ええ、是非行かせてもらうわ、ケーキ？　いいわよ、私も作っていくわ、首を洗って楽しみに待っていなさい、手作りよ、それじゃあ、失礼するわね、ケーキ作りの練習、ではなくてプレゼント選び、でもなくて、とにかく用事を思い出したから失礼するわ！」

　るんたったるんたった、一乃は長い黒髪をなびかせ、黒い魔女のような彼女に似合いもしないスキップで去って行く。

「……な、なんだ、あいつ？」

　遠ざかる一乃の黒い背中を不気味そうに眺めて、宗司が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「あーにーさーまー、」

「あーにーさーまー」

　ぎゅうううううううう、左右からリリスに脇わき腹ばらを抓つねられる。

「痛い痛い痛い！　地味に痛い、どうしてお兄ちゃん抓られてるの！」

「その理由が、兄さまには、」

「本当にわかりませんか」

「あ、ええ痛い、痛っ、うん、お兄ちゃんに任せて、ちゃんとキリカも呼ぶから！」

　ぎゅぅううううううううううううううううううう！

「違います！、」

「全然違います！」

「えええええええ、じゃ、じゃあ、何なの」

　弱りきった宗司の声と顔（痛すぎて半泣きだ）に、リリスは諦あきらめたように息を吐く。

「リリスは、クリスマスを。」

「兄さまと水入らずで過ごしたかっただけです」

「むう、いつも一緒に居るのにか」

　痛む脇わき腹ばらをさすりながら、宗そう司じは首を傾かしげた。

「兄さまはわかっていません、」

「本当に兄さまは駄目な人です」

　きゅっ、薄手のセーターに包まれた己おのれの胸元をリリスとリリスが握り締める。

「クリスマスは、」

「特別な日なのです」

　少し寂しげな、虹にじ色いろの眼まな差ざし。

「……悪い」

　謝る宗司の手を、リリスとリリスが握る。

　重い荷物を、半分引き受けるようにぎゅっと握る。

「許してあげます、いつも一緒ですから」

「これからも一緒にいてくれるなら」

「そうだな」──そうなれば、いいな。

　手を繫つないで家路を歩く兄妹。

　冬の冷えた風が体を撫なで、午後の日差しが柔やわく降り注いでいた。






日誌　九　クリスマス・プレゼント






　冷たい冬の風と共に流れるクリスマスソング、気の早いサンタクロース（の格好をしたバイト）が道行く人にチラシを配る。

　クリスマスまで数日、すっかりクリスマスムードの街で宗司が一人──困っていた。

「むう……クリスマスプレゼントとは何を贈ればいいんだ」

　一いち乃のたちへのプレゼントを買いに来たまでは良かったが、何を贈るかまでは考えていなかったらしい。通りを流すように歩きながら、何かないかと探している。

「服とか靴、でもなあ、おれはセンスないしなあ」

「そういうことならー、フェルに、おまかせー」

　にょっきり、前振りなくフェルが隣に生はえてきた。

「び、びっくりしたあ……相変わらず神出鬼没な奴め」

　宗司は思わず立ち止まり、隣のフェルを見る。

　冬休みの真っ最中だが黒いセーラー服を着て、胸元のリボンはいつものように変な曲がり方をしている。小さな手には可愛かわいらしく温かそうな猫模様の手袋、腿ももまである長い赤毛の上にぴっこりとネコミミ──は、ない。人前なので隠しているのだろう。

「ふははははー、びっくりさせてやったーぜー」

　声は抑揚に乏とぼしく、硝子がらす球の瞳ひとみに表情はなく、普段は分かりやすく感情を示してくれるネコミミもない。宗そう司じは何とも奇妙な気分でフェルを見詰める。

「プレゼント選び、手伝ってくれるのか？」

「うなー、ぷれぜんと、じつようひん、が、いいぜ」

「実用品というと……米か？」

「死ねよ屑くず野郎」

　いきなりフェルの喋しやべりが明めい瞭りようになり、顔がやさぐれた。

　宗司を見る眼はそれこそ蛆うじ虫むしを見るように冷たく、普段はぽーっとしているからこその異常な迫力がある。

「じょ、冗談だよ冗談…………米はダメですか」

「だめだめー、たべものとか、おはなとか、なくなっちゃうものは、ちょっとかなしい。そういうのおくるときは、いっしょに、かたちにのこるものを、おくるのさー」

　通常モードに戻り、フェルがアドバイスする。

　立ち話の最中に吹いた風が、腿まである長い赤毛を大きく揺らしていた。

「つまり、記念になって邪魔にならないプレゼントにするべきということだな」

「そうじ、せいかい。それをふまえて、ぷれぜんと、えらぼうぜ」

「よっしゃ、行くぞフェル、まだ見ぬプレゼントを求めて！」

「うなー、ぷれぜんとを、もとめてー！」

　えいえいおーとばかりに拳こぶしを突き上げ、宗司とフェルが歩き出した。




　そして約一時間後。

「で、プレゼントは目覚まし時計にしたわけだが、これで良かったのか？」

　大き目の紙袋を片手に雑貨屋から出た宗司が呟つぶやいた。

　再び通りを歩く宗司の隣には当たり前のように黒いセーラー服姿のフェルがいる。

「だいじょうぶだと、おもうぜー。フェル、おすすめー」

「まあ確かに実用品で、邪魔にならないし、値段も手て頃ごろだった」

「うなうな、まちがいないぜー」

「……だよな」

　しかし、宗司は不安が拭ぬぐえない。歩きながら紙袋の中のプレゼント──ラッピングしてもらった目覚まし時計──をちらと見て、次にフェルの顔へ視線を向ける。

「なあフェル、おまえ、さっきから何でニヤニヤしてんの？」

「ひーみーつー」

　悪戯いたずらを仕込んでいる最中のチェシャ猫は、きっと今の彼女みたいに笑うだろう。

「まあ、いいよ。で、おまえのプレゼントは何が良い？」

「うなー？　フェルにも、プレゼント、くれるのー？」

　チェシャ猫が、不思議そうに小首を傾かしげる。

「ああ、プレゼント選び手伝ってもらったからな、おまえにだけはちょっと特別なプレゼントするべきだろ。リクエストがあったら出来る限り応こたえるし、先渡しでもいいぞ」

「わあい、そうじ、すきー」

　ぎゅうっ、横合いからフェルが抱きついて来た。

　無邪気な子どものような動きながら、黒いセーラー服越しにふにゅんと柔らかい膨らみが当たり、非常に困る。

「お、おまえなあ、人目がある場所でこういうのは……」

　もごもごと、宗そう司じは苦情を言うが、いかにも語気は弱い。

「うなー」

　ごろごろ、甘えるようにフェルは頰ほお擦ずりをしてくる。

　擦こすれる赤毛と、ぷにっとした頰の感触が何とも気持ち良かった。

「……もういいよ、うん、好きにしてくれ」

　こうまであからさまに好意を示されては、突き放し辛づらい。

　困ったような、照れたような顔で小さく溜ため息いきを吐つくのが精々だ。

　幸いにもクリスマス前で盛り上がる通りは普段より人通りが多く、その中には腕を組んだカップルの姿がちらほら目に付くことだろう。

　ちょっとばかり身長差はあるが、宗司とフェルも大して目立たない。

「うなー、まんぞくまんぞくー」

　しばらく放ほうっておくと、フェルは自然と離れた。

「そいつは何より、そろそろおまえのプレゼントを買いに行こうぜ」

「うなっ！」

　ぴょこんと、ネコミミの代わりみたいに猫模様の手袋をはめた両手をバンザイする。

「フェル、けーきのほんが、ほしい、くりすますけーき、フェルもつくるー」

「おお、それは凄すごい、頑張れよフェル。おまえならきっと出来る！　よっしゃ、本と一緒に練習用の材料も買ってやるぜ！」

「そうじ、ふとっぱらー、ふぇる、げきれつ、がんばるー」

　よっぽど嬉うれしかったのだろう、両手をバンザイしたまま、ぴょこんぴょこんと嬉しそうに跳ねた。一緒に上下する長い赤毛が何だか尻尾しつぽのようで可愛かわいらしかった。

　宗司はその微笑ほほえましい仕草に、我知らず笑みを浮かべフェルの頭を撫なでていた。

　撫なでられるフェルも瞳ひとみを細め、ほにゃっと気持ち良さそうに緩んだ顔をする。

「うなー、そうじ、なでなで、うまいねー」

「撫で方を褒められてもな、まあ、そろそろ行こうぜ」

　頭を撫でていた手をすっと下ろし、手を差し出す。

　するとフェルは硝子がらす球の瞳でじいっと差し出された手を見詰め、猫模様の手袋を片方だけ外して宗そう司じに渡した。

「それ、かしてあげる」

「……あ、ああ？」いまいちフェルの意図が分からないのか宗司は不思議そうだ。

「てをつないだら、あったかい、つないでなくても、てぶくろで、あったかい」

「なるほどね」

　宗司は片手にフェルの小さな手袋を嵌はめた、少しきついが確かに温かい。

　そして二人は、手袋のない手を繫つなぎ合う。

「えへー、あたたかい、ねー」

「そうだな」

　フェルの小さな手を包み込むように宗司は握る。

　繫いだ手は、太陽の匂においがした。













日誌　十　クリスマス、予兆、『第一世界』






　危機が、あった。

　クリスマスの夜、白しろ崎さき家のリビング、テーブルの上にはクリスマスケーキが四つ。

　他ほかに大量のチキンやスープ、サンドイッチなどもあるが、それは問題ない。

「ペンペンペンペンペン！」

「ワオーン、ワオン、ワウッ！」

「ウッサーウサウサウッサー」

「マンボウ」

　トナカイの格好をした（角っぽいカチューシャをつけているだけだが）『煉獄カサルテイリオ』の獣たちが大量の料理をガツガツと消費しているからだ。因ちなみにマンボウは金ダライの中だ。登場と同時に呼吸困難に陥おちいるネタは止やめたらしい。

　話を戻す──宗そう司じにとって問題なのは、眼前の四つのクリスマスケーキである。

　オーソドックスな生クリームと苺いちごのケーキ、たっぷりのフルーツを使ったフルーツケーキ、いかにもクリスマスなブッシュ・ド・ノエル、頑張って作ったということだけはよくわかるちょっと崩れたチョコレートケーキ──が全すべて一ホール。

　白崎宗司は四つのケーキをじっと見詰めて、だらだらと汗を搔かいている。

「ねえ宗司、私の作った苺のケーキはいかが」

「ねえソージ、キリカさんの作ったフルーツケーキがオススメだよ」

「兄さま、リリス謹製クリスマスの定番ブッシュ・ド・ノエルをどうぞ」

「うなー、フェル、がんばったよー、ちょこれーとけーき」

　だらだらと汗を流しながら、宗司が少し視線を上げた。

　一いち乃のにキリカ、リリスとフェル。全員、肩を大きく出した赤いサンタ服と同色のミニスカート、いわゆるミニスカサンタの格好だ。

　同じ衣装でも、与える印象には随分と差があった。

「ふふっ、どうしたの宗司」

　一乃は僅わずかに赤い唇を吊つり上あげると、宗司の視線を誘うようにすらりとした脚を組む。

　ミニスカートで強調された長い脚、眩まぶしいほどに白い太ふと腿もも。

　夜色の黒髪と白い肌はサンタ服の赤に映え、十六歳の少女とは思えない妖よう艶えんさに満ちている──何一つ具体的な言葉はないのに、褥しとねに誘われているような、気分になる。

　ごくりと宗司は唾つばを飲み、ゆっくりと吞のまれかけた視線を外す。

「アハハハ、おいでおいでー、キリカサンタが楽しいことしてあげるよっ」

　輝く銀髪に青い瞳ひとみ、真昼の太陽のような笑顔を浮かべてキリカが手招く。

　小さなミニスカサンタ服などでは納まりきらないと主張しているようなその体、ちょっとした動作にも揺れるぽよんと大きな胸に、柔らかく肉のついた太ふと腿ももとくびれた腰。

　ひたすらに健康的で、セクシーという言葉が良く似合う。

　似合いすぎて、見ているだけで妙に気恥ずかしくなり宗そう司じは頰ほおを染め視線を逸そらした。

「リリス、兄さまのために頑張りました」

　鏡合わせの妹リリスとリリスがそんな健けな気げなことを言う。普段は小さなポニーテイルにしている髪をほどき、両手を胸の前で握って虹にじ色いろの瞳でじっと──サンタというより祈りを捧ささげるシスターのように宗司を見詰めていた。

　十三歳の年齢を考えても幼く小柄な体にセクシーなミニスカサンタのミスマッチ。

　胸の膨らみなど皆無で、手足は折れそうなほどに華きや奢しやで、その肢し体たいは穢けがれなく白く、そのくせに着ているのは露出度の高いミニスカサンタだ。

　……何だろうか、可愛かわいらしくも、ちょっと危ない魅力があった。

　妹相手に何を考えているんだと胸中で呟つぶやき、宗司の視線は更に逃げる。

「うなー、のうさつせくしーぽーず」

　赤毛の上のネコミミをぴこぴこっと揺らしながら、ミニスカサンタフェルが腰をくねらせてセクシーポーズを取るが……相変わらず硝子がらす球の瞳に表情がなく、シュールだ。

　リリスのように小柄な体とキリカに比肩する巨乳──危ういほどにアンバランスな肉体にミニスカサンタ。胸は今にも零こぼれ落おちそうで、手足は驚くほどに華奢で、長い赤毛はさらさらと美しく流れる。

　可愛い、セクシーだ、可か憐れんでもあるし美しいという言葉も使えなくはない、のに、

「……何だこの、お遊戯っぽい感じ」

「うなっ！　フェル、じみにしょっく」

「すまん、何な故ぜか妙に微笑ほほえましいんだ！」

　多分、宗司はダメな妹とかダメな娘のように感じてしまっているだろう……

　気を取り直すように、宗司が静かに首を振る。

　四者四様に魅力的なミニスカサンタがいるように、テーブルの上には四つのクリスマスケーキがあり、どうすべきか本当は理解していた。

「見せてやる、おれの死に様を！」

　カッ！　強く瞳を見開き、スプーンを摑つかむ。

　天高く腕を掲げ、単騎で一軍に挑む英えい傑けつの如ごとく四つのクリスマスケーキへ突撃した！

「美う味まい！　苺いちごもフルーツもブッシュなんちゃらもチョコも全部美味い！　ひゃっはー、これならいくらでも食べられるぜ」

　宗そう司じが全力で調子に乗り、テンションを上げ勢いのまま突き進む。

「凄すごいわ宗司、その根拠のない迫力に思わずトキメキそうよ」

「ソージがんばれー、キリカさん応援してるよっ」

「兄さま、素敵です、輝いています」

「そうじ、ふぁいとー？」

　どこから取り出したのか、ミニスカサンタな一いち乃のたちはボンボンを手にしてケーキと戦う宗司を応援している。

「ふははははは、全すべてのクリスマスケーキよ我が前にひざまずけええええ！」

　宗司さん、超ノリノリ。

「……うおええええ、すまん、もう無理」

　でも全てのケーキを半分まで（合計で二ホール分）食べたところでギブアップ。

　スプーンを手放し、ソファーの背もたれに体を預け荒い息を吐く。

「喉のどまで、ケーキが、ある、感じ……」

　宗司とケーキの闘争を見ていたミニスカサンタたちは、

「まあ、これだけ食べた努力に免じて許してあげましょうか」

「うん、正直、半分まで食べられるのは予想外だったねっ」

「誰のケーキが一番美お味いしかったかを尋ねたかったのですが」

「うなー、ちょっとかんどうしたから、ゆるしてあげようぜー」

　それなりに満足してくれたようだ。

「それじゃあ、私たちもケーキを食べましょうか」

「そだねっ」

「折せつ角かくですし、いただきましょう」

「たべるーぜー、がつがつたべるーぜー」

「ペーン」「ワゥンッ！」「ウサー」「マンボウ」

　宗司以外の全員が、切り分けた二ホール分のケーキを食べ始める。

「不愉快だけれど美味しいわね、このブッシュ・ド・ノエル」

「むー、形は悪いけど、チョコレートケーキが案外美味しい、洋酒が入ってるのかなっ」

「森もり塚つか一乃が作成した苺いちごのケーキが美味しいことを、リリスは認めざるを得ません」

「うなー、ふるーつけーき、うまうまー、うなうなー」

　何だかんだで全員料理上手なのか、仲良さそうに味を評価しあう女性陣。

　一方で『煉獄カサルテイリオ』の獣たちは口の周りをクリームでべたべたにしながら、見事な食べっぷりを披ひ露ろうしている。どちらにせよ、わいわいと楽しそうだ。

「胃がぁ、気持ち悪いぃ」

　一人でぐったりしている宗司が、少し悲しい。

「兄さま、胃薬をどうぞ」

「ありがとうリリス、助かるぜ……」

　リリスが差し出してくれた胃薬と温かいお茶を、宗そう司じは飲んだ。




　胃薬が効き、宗司が復活した頃ころにはケーキも料理も随分と減っていた。

「……ああ、ケーキも美う味まいことは美味かったが、食いすぎると胃もたれするな」

「やらせた私たちが言うのも何だけれど、無理をしすぎね」

　ソファーにもたれている宗司の隣に、ミニスカサンタ一いち乃のが座る。

「まあ、折せつ角かく作ってきてくれたもんを残すのもな」

「バァカ」

　つん、と一乃が宗司の額を突いた。

「……なんだよ」

「なんでもないわ」

　くすり、一乃の赤い唇が柔らかく綻ほころぶ。

「変な奴だな」

　妙に照れ臭くなり、宗司は視線を逸そらした。

　静かだと思えば、『煉獄カサルテイリオ』の獣たちはリビングの隅っこに折り重なってするっぴょーと寝息を立てている。まるでぬいぐるみ売り場のような光景だ。

　料理をガツガツと食べていたし、満腹で眠くなったのだろう。

「……いや待て、あの不思議生物ども、睡眠が必要なのか」

　何か物もの凄すごく根源的な疑問を抱いたが、丁度そのタイミングでリリスとキリカ、フェルがキッチン側からリビングへやって来る。

　彼女たちもミニスカサンタ姿のままで、リリスとリリスは手に大皿を、フェルは両手に炭酸飲料とオレンジジュースのペットボトルを持っていた。

「あっ、ソージもう平気なんだ」

「余っていた料理を大皿に盛りなおしてみました、よろしければ兄さまもどうぞ」

「うなー、じゅーすも、あるよー」

　口々に言いながら、キリカたちもソファーに腰を下ろしテーブルを囲んだ。

　テーブルの上には料理の大皿（サンドイッチ、チキン、フライドポテトと、スナックの盛り合わせのようだ）と、ジュースのペットボトル。

　一乃は手早く人数分のグラスにジュースを注ぎ、それぞれの前に配っていく。

　宗司は何気なく、彼女たちを眺めた。

　ミニスカサンタがぐるりとテーブルを囲んでいる。

　美しく妖よう艶えんな一乃、明るく可愛かわいいキリカ、鏡合わせの可か憐れんなリリス、どこか不思議な魅力を放つフェル。

「ううむ、ひょっとしておれ、凄すごく幸せな状況にいるんじゃ」

　口の中だけで小さく呟つぶやき、大皿からフライドチキンを一つ取って食べ始めた。

　トースターで温めなおしたのだろう、アツアツの柔らかい肉を嚙かみ締しめるとスパイスの効いた味が咥こう内ないを満たす。

「さて、全員揃ったわね」

　一いち乃のが言い、全員の視線がそこに集まる。

「折せつ角かくのクリスマスだもの、一つ余興を考えてきたの」

「おかしいな、もうこの段階で嫌な予感がする」

　宗そう司じが早くも逃げ腰になっているが、ミニスカサンタ一乃は、長い黒髪をかき上げ剝むき出だしの肩から背へと流す。

「まあ最後まで聞きなさい。そもそも、王さまゲームというのを知っていて？」

「あれだよね、クジ引いて、王さまになった人が他ほかの人に命令できる」

「補足するならば、王さまクジ以外には番号が振ってあり、王さまは『一番が二番を必殺右ストレート』という具合に命令を下します。服従者側の匿とく名めい性が高いゆえ、どのような命令を下すかが重要なゲームです」

「うなー、そんなげーむだったのか」

「ほぉー、そんなゲームだったのか」

　ダメッ娘ことアホが感心しているのは置いておこう。

「似たようなゲームを考えてきたわ」

　腕組みをして肩の出たサンタ服の薄い胸を張り、一乃は告げた。

「題して『奴ど隷れいさまゲーム』」

「なんて不吉なネーミングだ」

「奴隷に選ばれた人間は、他者の命令に絶対服従というシンプルなゲームね」

「すげえ、王さまゲームをひっくり返した結果、匿名性がどっかに消えた物もの凄すごい嫌なゲームになりやがった」

「下手な命令すると、友だちを無くしそうだよねっ」

「かといって露骨に加減すると興が冷める、難易度の高いゲームです」

「ぐるーぷのにんげんかんけーが、すけてみえる、げーむだねー」

「もうすでにクジも用意してあるわ」

　おもむろに、一乃が人数分の割り箸ばし（クジの代わりだ）を握り掲げた。

「無駄に手際良いな！」

「さあ、引きなさい。まずはあなたよ宗司」

　ずいっ、クジを握った手が隣の席に座る宗司の前に突き出される。

「強制参加っすか……まあ、いいよ」

　溜ため息いきを一つ、宗そう司じは半ば諦あきらめ気味にくじを引いた。

「あ、奴ど隷れいだ」

　おめでとうございます。

「盛り上がるどうこう以前に終わってしまったわ」

「アハハハ、これはこれで、ありだよねっ」

「兄さまに命令ですか、リリス、わくわくしてきました」

「うなー、そうじ、かわいそかわいそ、ぷぎゃー」

　きらん、一いち乃のたちの瞳ひとみが獲物を狙ねらう獣の如ごとく輝き、フェルは一人でニヤニヤしている。

「お手柔らかにお願いします、命の危機とか他人に迷惑かけるのはパスで」

　もはや悟ったような穏やかな顔で、宗司は運命を受け入れた。

「じゃ、じゃあ、最初は私が命令するわね」

　微妙に上うわ擦ずった声、落ち着かなさ気に毛先を弄いじり、何度もミニスカサンタ服の裾すそを伸ばして白い太ふと腿ももを隠そうとする。

「……どうしたんだ、おまえ」

　隣席の一乃がいきなり挙動不審に陥おちいり、宗司は怪け訝げんな眼まな差ざしを向けた。

「あ、いえ、な、なんでもないの……じゃ、じゃあ、命令するわね」

　一乃が宗司に向き直る、膝ひざと膝が僅わずかに触れる、頰ほおは赤に染まり、長い黒髪からは淡い花の香りがする。

　赤い瞳でじっ、と宗司の顔を見詰めて言った。

「こ、告白しな……さぃ」

「後半が聞こえなかったんだ、何を告白しろって？」

「だ、だから！」

　いきなり、一乃が立ち上がった。

「私に対して愛だの恋だのの告白をしなさいと命令しているのよ。言うまでもなく、これは宗司を弄もてあそんで遊ぶための命令よ。あなたの無様な告白をこの完全無欠に一騎当千な大和撫子なでしこである私が嘲あざ笑わらってあげようと言うのよ感謝なさい！」

「……は、はあ、そうですか」

　顔を真っ赤にしてまくし立てる一乃に吞のまれ、宗司が曖あい昧まいに頷うなずく。

「しかし、告白って言われても……」

　何を言えば良いのかと、目の前で仁王立ちしている一乃を見詰めて宗司は考え込む。

　ミニスカートからすらりと伸びた脚、サンタ服に包まれた薄い胸、白い肩、照れたような赤い頰に、しゃらしゃらと流れる長く美しい黒髪。

　だが、見詰めるだけで告白台詞せりふが浮かんでくれば苦労はない。

「そうじ、そうじ」

　いつのまに移動したのか、フェルが宗そう司じの後ろ、ソファーの裏に隠れて小さく呼ぶ。

「ぺんぎん、みて」

　声に従い、宗司はペンギンが眠っているリビングの隅を見た。

　ペンギンは起きていた。両手（羽）で小ぶりなホワイトボードを掲げている。

　なんとホワイトボードには、見事な告白台詞せりふが記されているではないか！

「うわっ、恥ずっ……いや、そういう要求だったか」

　一いち乃のの言い訳を真に受け、宗司は恥ずかしい告白台詞で笑われる覚悟を決めた。

「じゃ、じゃあ、言うぞ」

　緊張の面持ちで宗司もまた立ち上がり、一乃の白い肩に手を乗せる。

「──んっ」

　びくんと、肩に触れられ震えた一乃、緊張しているのか体が固い。

　一乃の心臓が激しく高鳴り、黙って眺めていたキリカたちまで顔を赤くする。

　宗司は彼女の赤い瞳ひとみを見詰め、僅わずかに顔を近づけ、若干棒読みながらも言った。

「おまえが欲しかった、初めて会った時からずっと」

「はきゅぅん……」

　妙な鳴き声と共に、首筋どころか剝むき出だしの肩まで下のサンタ服と同じレベルで赤くなった。心なしか赤い瞳が潤うるんでさえいて。

「はうっはわわわわわ！」

　いきなりリビングから逃げ出した。

「え、おい、一乃！」

　どたんばたんばたん、ばったん！

　宗司の制止も聞かず、転がるようにリビングを出て盛大に扉を閉めた。

　そのまま遠ざかっていく、一乃の足音……家の外ではなく、奥へ逃げたようだが。

「な、なんだ、あいつ？　そこまでおかしかったか、おれの告白は？」

「ソージ、ソージ、ソージ！」

　宗司が戸惑っていると、いつのまにかキリカがすぐ傍そばに立っていた。

「次っ、次はキリカさんねっ、キリカさんにも告白でよろしくっ！」

　キリカの方から宗司の肩を摑つかみ、太陽に照らされた海のように青い瞳を輝かせて見上げてくる。構って欲しがっている子猫のようですらあり。

　体が近付きミニスカサンタ服越しにプディングのように柔らかな胸があたり、輝く銀髪からは甘い香りがする。

　宗司は意志の力を総動員して自分を制御し、さり気なくペンギンが再び掲げたホワイトボードを読み、キリカを静かに見詰め返す。

「も、もう、おまえの友だちじゃあ我慢できないんだ」

「う、うにゃぁ……」

　可愛かわいらしい顔、丸い肩は言うに及ばず、サンタ服から覗のぞく胸の谷間まで赤に染まる。

「キ、キ、キリカさん、ちょっと、失礼、するね」

　真っ赤に火ほ照てった頰ほおを両手で押さえ、キリカはぱたぱたとリビングから逃げ出した。

　キリカの後姿は妙に重心が安定しておらず、左右にぐらぐら揺れていた。

「……ガチで告白して、この反応されたらへこむなあ」

　とほほっと宗そう司じは溜ため息いきを吐つく。

「兄さま、」

「次は当然の如ごとくリリスの番です」

　リリスとリリスはソファーから立ち上がり、宗司の前に立つ。

「リリスにも告白すればいいのか？」

　問われると、リリスは表情を隠すようにぽすりと宗司の胸に顔を埋うずめた。

「いいえリリスは、」

「プロポーズされてみたい、です」

　眼前にあるリリスの小さな頭、柔らかな髪は石せつ鹼けんの香りが──リリスの匂においがする。

「兄さまには、」

「多分、してもらえませんから」

「……」

　宗司はリリスの柔らかな髪を撫なで、頰をなぞり、そっと顎あごに手を添え持ち上げる。

「結婚しようか、リリス」

「はい、兄さま、」

「はい、兄さま」

　ぱぁぁあああ、花が開くようにリリスの表情が明るくなる。

　普段は表情に乏とぼしいリリスの、極めて珍しい満面の笑顔。

　虹にじ色いろの瞳ひとみが空のようにキラキラと輝いている。

「でしたらリリスは、」

「今すぐに準備をしてきます」

「は？　準備？」

　宗司の疑問を余よ所そに、リリスとリリスは身を翻ひるがえし小さなポニーテイルを、サンタ色のミニスカートを揺らしてリビングから二階の自室へと登って行った。

「うわー、一いち乃のもキリカもリリスもいなくなったよ」

　ぽかんと呟つぶやくと、宗司はソファーに腰を下ろして盛大な溜め息を吐いた。

　そのまま俯うつむき、真っ赤になった顔を隠す。

「……頑張ったぞ、おれは頑張ったぞ」

　当人、実は死ぬほど恥ずかしかったらしい。

「そうじ、おつかれー」

「おう、お疲れ。おまえらのおかげで助かったぜ」

　宗そう司じはフェルと、リビングの隅にいる獣たちに礼を言う。

「ペーン」気にするな、と言わんばかりにペンギンが肩をすくめた。

「うなー、フェルも、めいれいして、いいのかなー？」

　くぴくぴ、オレンジジュースを注いだグラスを小さな手で包むように持ち、小さな子どものように何とも可愛かわいらしく飲んでいる。

　オレンジジュースが好きなのだろうか？　硝子がらす球の瞳ひとみに表情はなく何を考えているのかはわからないが、変わりに長い赤毛の上のネコミミはぴっこりぴっこり、左右にリズム良く揺れていた。

　ミニスカサンタ服に包まれたフェルの豊かな胸が作る谷間から、宗司はさり気なく視線を逸そらす。身長差があるので、どうしても見えてしまうのだから仕方ない。

「おまえだけ何もなしってわけにはいかんだろ、告白台詞せりふでも言えば良いのか？」

「うなー、フェルは、おひめさまあつかい、すきだけど、いまはいいやー」

　んくんく、喉のどを鳴らしてジュースを飲み干し空のグラスをテーブルに戻す。

　硝子球の瞳でちらり宗司を見て、ぱったりうつ伏せで膝ひざの上に寝転んだ。

　猫が飼い主の膝の上でくつろいでいるような体制だ。

「なでなでぷりーず、あごのした、ごろごろもぷりーず、ぎぶ、フェルー」

「おまえ、英語が滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ」

　言いながら、フェルの頭を撫なでた。

　燃え盛る炎のような赤毛はさらさらと指先を零こぼれ、太陽のような懐かしい香りがする。

「うなー」

　心地良さそうな鳴き声、ゆっくりと揺れるネコミミ。

　頭を撫でたり、顎あごの下をごろごろしたり、フェルを文字通り猫のように可愛がる。

「うなー……ちなみに、しっぽのつけねが、ねこの、せいかんたーい」

　軽く、フェルが尻しりを振った。尻尾しつぽの付け根は人間で言うと尾てい骨の辺りである。

「そこは撫でねえぞ」

「うなー、ざんねーん」

　言うほど、残念そうではない。

　なでなでごろごろだけで充分気持ち良いのだろう、硝子球の瞳を細め、緩んで蕩とろけて垂れてしまいそうな無防備な顔を晒さらしている。

「こんな、へいわなの、いつまでつづくかなー」

「……さあな」

「いちのは、しんか、してるよー」

「……そうか」

「そうじが、おいつめたから」

「……そうだな」

「この、くずやろー、おんなのこ、きずつける、さいてー」

「反論の余地もねえな」

　はあ、と溜ため息いきを吐ついた──あまりにも、日常のままの仕草。

　不可思議な空気が、宗そう司じとフェルの間に漂う。

　バァン！

　唐突に開いたリビングのドアが、その空気を消し飛ばした。

　思わず宗司とフェルがそちらを見る、リビングの入り口には一いち乃のが立っている。

「宗司、この一乃サンタがプレゼントを持ってきてあげたわよ」

　白い肌も顕あらわに、その体に赤いリボンだけを巻きつけて。

　その無む闇やみなインパクトにフェルを撫なでる手も止まり、思わずじっと見詰めてしまう。

　要所を隠すリボンの赤が白い肌に映え、花のような結び目で胸元を飾る。

　ああ、まさにプレゼントだ──思わず、リボンを解ほどきたくなるほどに。

　見詰められて恥ずかしかったのか、一乃はすらりとした体を僅わずかに捩よじる。

　細い腰から脚へのラインが強調され、全身に巻いたリボンが揺れる──僅かにずれたリボンの下から水着の生地が見えた。どうやら完全に裸リボンというわけではないようだ。

「あ、あんまり見ないで」

「す、すいません」

「いえ、違うの、その、いいわ、見てなさい、こ、こ、ここからが本番よ」

　真っ赤になった顔を隠すように視線を落とし、ぎゅっと自分の体を抱き締める。

「プ、プレゼントは……その、ええと、プレゼントは」

　気弱な少女のように、赤い瞳ひとみは上目遣いで宗司を見た。

「プレゼント、は、わ、わたしぃ」

　声は恥じらいに満ちてか細く、白い肌は火ほ照てったように赤く、たまらなく初うい々ういしい。

「……一乃が、プレゼント、だと」

　ごくりと、宗司は唾つばを飲む。

「私のリボンをほどいて、あなたの、好きにし──きゃっ」

　一乃が背後から蹴けっ倒された。

「ソージラブー、キリカさんの素敵なクリスマスプレゼントだよっ！」

　全身を色鮮やかなリボンでラッピングした、キリカの姿。

「いぇい！」

　真夏の太陽のような明るい笑顔を浮かべて、ブイサインをしてポーズを決めている。

　柔らかな肌、豊かな胸、食い込む色鮮やかなリボン。

　こんな素敵なプレゼントなら喜んで貰もらってしまうに違いない……が。

「コンセプト、被かぶってるぞ」

「え？」

　キリカは今更蹴けり倒した一いち乃の──恥ずかしいのか蹴りが痛かったのか、まだ起き上がってこない──の存在に気付き青い瞳ひとみをぱちくりとさせる。

　床にうつ伏せに倒れた一乃はキリカと同じ裸リボン。

「はうっ！　先を越されたよ」

　キリカの顔に浮かぶ焦り、一乃の行動と言動が彼女には手に取るようにわかった。

　プレゼントはわたし──と、キリカがやろうものならば確実に被ることも悟った。

　だが、自分にリボンを巻いて、他ほかにどんな台詞せりふが言えようか。

　開き直り、キリカもまた水着グラビアのようにポーズを決め、ぽよよんとリボンで覆おおわれた豊かな胸を張る。

「プレゼントは──」

　ちくり、キリカの胸に魔が差した。












「プレゼントは、た、わ、し」

「…………」

「……うなー」

「た、わ、し……なんてねっ」

　誤ご魔ま化かすように、キリカがきゃるんと可愛かわいい顔をした。

　冷たい空気がリビングに流れ、フェルがリモコンでエアコンの温度を上げる。

「う、うん、たわし貰もらえるのかうれしいな、丁度、風呂掃除とかしたい気分だったんだよおれ、ハハハハハ」

　物もの凄すごく気を使った宗そう司じの台詞せりふが、トドメになった。

「ううっー、キリカさんのバカッ！　思いついたからって言わなくてもいいのにっ！」

　がくり、キリカがリビングの床、一いち乃のの隣に崩れ落ちる。

「……アホや」

　ぽつりと、思わず呟つぶやいてしまった。

「そして満を持して、」

「いよいよ素敵な妹リリスが登場します」

　タイミングを計っていたように（多分、実際に計っていたのだろう）、リリスとリリスがリビングに現れた。

「ブ、ブルマ……だと…………」

　一目見た瞬間、宗司が思わず唸うなる。

　そうリリスはブルマを──下だけ着用していた。

　上は、リボンだ。薄桃色のリボンを巻いて薄い胸を隠し、柔らかな髪にも同色のリボンを結んでいる。

「兄さまへの、プレゼントは、」

「兄さまへの、プレゼントは」

　表情に乏とぼしい幼い顔に、はにかんだ笑みを浮かべてリリスは言う。

「プレゼントは、わ、ら、し」

「漢字で書くと童子！　意味はつまり子どもじゃありませんかリリスさん！」

　ある意味最高に大胆なプレゼントに、宗司は叫ばずにはいられない。

「倫理的社会的にアウトにも程があるぞ、ちょっと止まれリリス！」

「このプレゼントは、」

「作るところから始めなければなりません」

「やっべえ、ノーブレーキだ、おれは兄としてどうこの妹を止めれば良い」

　兄としての自覚が、宗司の理性を鋼はがねでコーティングする。

「リリスのリボンを解ほどいて、」

「ブルマを脱がしてみたいと思いませんか兄さま」

　リボンの結び目に、ブルマの端に、リリスが少し指をかける──物もの凄すごい勢いで吸い寄せられる宗そう司じの視線、鋼はがねの理性にあっさり入る皹ひび。

「うん、ブルマリリス最高に可愛かわいい、お兄ちゃんこのままだと誘惑に負けそう」

「負けそう、じゃないわよ、この馬ば鹿か！」

「ソージのシスコン、まだブルマの毒が残ってるのっ！」

　がばり！　一いち乃のとキリカが復活し、叫ぶ。

　リリスは露骨に舌打ちをして虹にじ色いろの瞳ひとみで彼女たちを睨にらんだ。

　一乃とキリカは、その眼まな差ざしを真っ向から受け、睨にらみ返かえす。

「まったく、嫌になるわね。考えることが同じですもの」

　腹立たしげに、裸リボンの一乃が長い黒髪をかき上げる。

「これこそまさに『悪い冗談バツドジヨーク』だよっ、リボン結ぶの結構大変だったのに」

　裸リボンのキリカが大おお袈げ裟さに肩をすくめると一緒にたゆんと豊かな胸が揺れた。

「後一歩でした、」

「やはり、障害物の排除が先決かも知れません……」

　一乃、キリカ、リリスの間に散る火花。

　リビングに満ちる緊張。

　平和なクリスマスの夜は、かくて終わりを告げるのか。

「そうじ、とめなくて、いいのー？」

　ちゃっかり宗司の膝ひざの上を占拠していたフェルが問う。

「止めないわけには、いかないな……だが、どうするか」

「ないすあいであ、あるよ、ここで、ぷれぜんと、わたすのさ」

「それだ！　間違いなく矛先は逸それるな」

　宗司は膝の上のフェルをどかして立ち上がり、一乃たちに向けて告げる。

「なあ、おれもおまえらにクリスマスプレゼントを用意してるんだが」

　ぐりん、一乃たちは争いも忘れて一斉に宗司を見た。

「そんな、宗司がプレゼントを用意してくれてるなんて」

「うん……ソージのことだから、うっかり忘れてると思ってたよっ」

「はい、このリリスの目をもってしても見抜けませんでした」

　凄く嬉うれしそうに、しかし恥ずかしそうに、もじもじと体を揺らす。

「あ、いや、大したもんじゃないんだが……も、持ってくるから待っててくれ！」

　妙な気恥ずかしさを覚え、宗司は逃げるようにリビングを脱出。

　一旦自室に上がり、机の下に隠していたプレゼントボックス（フェルと一緒に買った目覚まし時計だ）を持ち戻ってくる。

　一いち乃のたちは身動きもせず待っていたのか、戻ってくるなり宗そう司じは囲まれた。

「もう一回言うが、本当に大したもんじゃないからな……」

　予防線を張りながら、宗司がプレゼントを差し出した。

「ありがとう宗司」

「ありがとっソージ」

「ありがとうございます兄さま」

　それでも嬉うれしげに、彼女たちはプレゼントを受け取る。

「開けてもいいのかしら」

「ああ、開けてくれ」

「わーい、じゃあ早速開けるよっ！」

「兄さまのプレゼントです！」

　彼女たちはわくわくと瞳ひとみを輝かせてプレゼントボックスを開ける。

「これは、目覚まし時計ですか兄さま」

「あ、ああ……一応、記念になるし、あっても邪魔にならないだろ」

「これ知ってるよ、アラーム音が外から吹き込めるタイプだよっ」

　キリカの声を聞いた瞬間、宗司は嫌な予感を覚えてフェルの方を見た。

「あらそうなの、試しに鳴らしてみましょうか」




「にやり」──硝子がらす球の瞳でフェルが呟つぶやく。

「──ッ！」宗司の背筋に悪寒が走る。

「アラームは、これね」一乃が目覚まし時計を鳴らす。




『おまえが欲しかった初めて会った時からずっと、おまえが欲しかった初めて会った時からずっと、おまえが欲しかった初めて会った時からずっと──』




　リビングに、宗司の台詞せりふが、繰り返し、響いた。

「宗司ってば……大胆なプレゼントなんだから」

「キ、キリカさんのはやっぱり……キリカさんバージョンが入ってるのかな」

「ではリリスの目覚まし時計には、」

「リリスバージョンで」

　当然、入っています。具体的には、

『もう、おまえの友だちじゃあ我慢できないんだ』

『結婚しようか、リリス』

　が吹き込まれている。

「やんっ、もう宗そう司じってば、こんな目覚ましを贈られたら使うしかないじゃない」

「アハハハ、これなら凄すごく気持ちよく目が覚めそうだよね」

「大切に、大切に使います兄さま」

「う、うん、そんなに喜んでくれて、おれも嬉うれしいよ」

　喜ぶ一いち乃のたちに無理矢理微笑ほほえみかけ、宗司はぎぎぎぎぎと錆さびたドアのようにゆっくりとフェルの方を向く。

「お、おまえ……いつのまに、こんな、罠わな、を」

「うなー、ばっちりろくおん、さっくりふきこみ、『煉獄カサルテイリオ』が、こっそりやったよー」

　硝子がらす球の瞳ひとみは無表情に、長い赤毛の上のネコミミは悪戯いたずら大成功を喜び激しく前後にぴっこぴこ、ぴっこぴっこ、揺れていた。

　思い返せば、宗司が恥ずかしい告白台詞せりふを言っている間ペンギン以外の獣たちはどこかへ消えていた……あの時、やられたのだ。

　恐るべしは『煉獄カサルテイリオ』《第一罪》フェル、目覚まし時計を薦すすめたところから罠だった。

　心地よいほどの敗北感と共に、宗司は目の前が暗くなるのを感じた。




　やがて夜も更け、大切そうにプレゼントボックスを抱えて一乃とキリカ、フェルに獣たちは帰っていった。

　いつものように、夜の白しろ崎さき家には宗司とリリスだけが居る。

　クリスマスの夜といっても、これ以上なにがあるわけでもない。いつものように入浴をすませ、リビングで他た愛あいのない会話を楽しんでいた。

「んー、そろそろ寝るか」

「はい、兄さま、」

「リリスはねむねむさんです」

　青いパジャマを着たリリスとリリスの虹にじ色いろの瞳は、とろんと眠たげだった。

　兄と妹は二階に上がる。部屋は隣同士だ。後は各々の部屋に別れ、眠るだけ。

「おやすみなさい、兄さま、」

「おやすみなさい、兄さま」

「おやすみリリス」

　挨あい拶さつをして、宗司はリリスとリリスに背を向けた。

　無防備な背中、警戒などしているはずもない。

　ここは彼の家で、背中を向けたのは彼の妹だ。




　それは、衝動と呼ぶ他ほかにない。




　当たり前のようにリリスとリリスは動いた。

「鏡よ歪ゆがめ──、」

「狂いの境界『第一世界シユレデインガー』」

　呼び出された異能──武器の形質。二振りの剣、鏡合わせの剣。

　リリスとリリスは十字を描くように剣を構え──

「そう、それが正しい」

　背を向けたまま、宗そう司じが言った。

「──ッ！、」

「──ッ！」

　霧が晴れるように衝動は消え、リリスとリリスが剣を降ろす。

　だが宗司は振り返らない。

「運命は、世界は、おまえたちの味方をする──おれは『零白夜ラスト・エレメント』で、『終末の引き金ラスト・エレメント』で、おれは、」

「兄さま、」

「リリスはその続きを聞きたくありません」

　搾しぼり出すような声で、リリスは言う。

　表情に乏とぼしいはずの顔には紛まぎれもない苦く悶もんが浮かび、額には汗が滲にじんでいた。

「そして今更、」

「聞くべきことでもありません」

「もう何年も、リリスは兄さまの妹なのです、」

「もう何年も、リリスは兄さまを見ていたのです」

「気付いてないとでも、思っていたのですか兄さま、」

「何一つ知らないことが、幸福だと思っていたのですか兄さま」

　だが宗司は振り返らない。

　ただ少し悲しげに微笑ほほえむだけだ。

　すがるような虹にじ色いろの瞳ひとみを決して見ない。

「リリスは、いつまで、」

「兄さまの妹でいられますか」

「リリスは、いつまで、」

「兄さまの妹でいなければなりませんか」

　わかっているのだ、見てしまえば──

「おやすみ、リリス」

　愛してしまう。






日誌　十一　年越し、未来、『道化師の栄光』






『あけましておめでとう、バカ息子』

「こっちはまだ大おお晦日みそかだ、クソ親父おやじ！」

　宗そう司じは白しろ崎さき家の廊下で携帯電話に向かって怒鳴る。因ちなみに年明けまで後二時間程度だ。

『時差って恐ろしいな、ま、いいや、電話替わるぞ』

『もしもし、宗司？』物静かな女性の声。

「ああ、母さん、久しぶり」

　以前ちらっと電話した才色兼備で可愛かわいい母さんとは別の声である。

　宗司父、妻的存在が三人もいたりする。全く世の中を間違えた話だ。

『違う、私のことはお姉さんと呼んで』

「母さん、何度も言ってるけどそれは無理がある」

『仕方がない、母さんとママを取られてしまったから、後はお姉さんしか残ってない』

「どうしてそこまで被かぶりを嫌がるんだ母さん！　因みに、おれはママと呼ぶのもかなりきっついものがあります、高校二年生の男子的に！」

　くすり、電話の向こうで小さな笑い声が聞こえた。

『声が聞けて良かった、元気そう』

「おかげさまでね」

『うん、頑張れ男の子』

「頑張るよ、そっちも親父の相手大変だろうけど頑張って」

『愛してるから大丈夫』

「…………ご馳ち走そうさま、じゃあ、電話切るよ」

　電話越しでまで母親に惚気のろけられ、宗司は思わず苦笑を浮かべる。

　携帯電話をスラックスのポケットに収めると、リビングに戻った。

「おかえりなさい、宗司」

「アハハハ、おかえり」

「よくぞ、もどって、きたー」

　明らかに家族じゃない女性陣に。

「ペーン」「ワンッ！」「ウサー」「マンボウ」

　赤いペンギンと犬とウサギとマンボウ（イン・ザ・タライ）がリビングにいた。

「正直、おまえらが見事に勢ぞろいしていることも、当たり前のようにおれの家で年を越そうとしていることも、あんまり疑問に思わなくなってきたおれがいるよ」

　なお、リリスはキッチン部分で年越し蕎そ麦ばの準備をしている。

　その香ばしい出だ汁しの香りはリビングどころか廊下でも感じていた。

「でも、一応これだけはツッコミをいれとくな、なんで制服やねん！」

　一いち乃のは黒いセーラー服を、キリカはブレザーだが上着は脱いだカッターシャツ。フェルは一乃と同タイプ色違いの赤いセーラー服で、未いまだに胸のリボンを上手に結べないらしく斜めに歪ゆがんでいた。

　因ちなみに、『煉獄カサルテイリオ』の獣たち──いつものペンギン、犬、ウサギはリビングを勝手にうろちょろしており、マンボウは愛用の金ダライにぷかぷか浮いている。

　一応、宗そう司じはテーブルに誘ったが遠慮されたのだ。確かに、獣たちまでテーブルにつくと狭苦しくて困るが。

「私たちが制服姿でいる理由は一つよ」

「アハハハ、ソージがそろそろ制服に飢えてるころかなって」

「うなー、この、せいふくまにあめー」

「誰が制服マニアじゃ、誰が！　おれはブル──いやなんでもない！」

　こほん、と宗司は一つ咳せき払ばらいをして話題を変えた。

「そういや、おまえら今日は泊まりだよな。いつもみたいに親父おやじたちの寝室でいいか？」

「ええ、そうさせてもらうわ」

「お泊りセットの準備も完了してたしねっ」

「うなー、そのうち、すみつかれる。ひさしをかしておもやをのっとられるー？」

「不吉なことを言うな」

「そうよ、不法占拠などするわけないでしょう。きちんと合法的に奪い取るわ」

「奪い取るってところは変わらないんだな、で、どうするって」

「簡単よ」

　しゃらりと長い黒髪をかき上げ、黒いセーラー服に包まれた薄い胸を張る。

「婚姻を結ぶわ」

「なるほど、それなら最終的にはおまえのものになるなって、アホか！」

「そうだよ、それはキリカさんがするからダメッ！」

「おいアホが増えたぞ！」

「うなー、じゃあフェルもー」

「おまえ、本当に意味がわかってるか、ノリだけで言ってないか？」

「そうです、兄さまと婚姻を結ぶのは、」

「素敵な妹リリスの役目と天地開かい闢びやくより決まっているのです」

「よし落ち着けリリス、冷静になるんだ一応兄妹は結婚できないからな」

　キッチンで年越し蕎そ麦ばを作っていた筈はずのリリスとリリスが、いつのまにかいた。

　一いち乃のたちに対抗してリリスも制服──胸元に青いリボンのペールオレンジのブラウスとクリーム色のブレザー──を着て、その上に白いエプロンを着けている。

「……おお」

　宗そう司じが小さく呻うめいた。制服にエプロンを加えることにより『幼な妻』的雰囲気を醸すことに成功し、リリスの幼い魅力をさらに引き出している。

　ぐらりと、宗司の心の天てん秤びんがブルマから制服に傾きかけたが、それはどうでも良い。

「年越し蕎麦の準備が出来ましたので、」

「リリスはそれを報告に来ました」

「あいよ、じゃあ運ぶの手伝うぜ」

「私たちも手伝いましょうか」

「いいよ、おれとリリスだけで手は足りてるから座ってろ」

「それならっ、お言葉に甘えちゃうねっ」

　と、いうことで宗司はリリスと一緒に年越し蕎麦を運ぶ。

『煉獄カサルテイリオ』の獣たちの分まで蕎麦を用意してある辺りリリスも案外と律儀だ。

「……マンボウとか、どうやって蕎麦を食うんだ？」

「……さあ、わからないわね。たまに食べ物を前に置いてみるのだけれど、目を離した隙すきにいつのまにか食べているのよ」

「謎が多いな、『煉獄カサルテイリオ』」

　まあ、そんな疑問は置いておこう。

　全員分の年越し蕎麦と温かいお茶を配り、改めてテーブルに着く。『煉獄カサルテイリオ』の獣たちも床の上に車座に集まっている。

「うん、美味そうな蕎麦だな」

　美味そうな湯気を立てる濃い目の出だ汁しが食欲をそそり、上に海え老び天てんと卵が乗っている。

　なかなか豪華な年越し蕎麦だ。

「じゃ、いただきます」

　全員──向こうで車座になっている獣たちも含め──でぱちりと手を合わせ、年越し蕎麦を食べ始めた。

「うむ、やはり美う味まい」

「そうね、悪くないわ」

　ずるずると、蕎麦を啜すする音がリビングに響く。

　ずるずると、やっぱり蕎麦を啜る音がリビングに響く。

　ずるずると、ひたすらに蕎麦を啜る音がリビングに……

「……誰か何か、喋しやべりなさいよ」

「おおう、食うのに熱中しすぎていたか」

「なんとなく、食べてると無口になる食べ物ってあるよね」

「うなー、ふーふー、あついあつい、ふーふー、でもおいしいー」

「しかし、急に会話を求められても困ります」

「それもそうね」

　半分ほど残っている蕎そ麦ばの丼を置き、一いち乃のは赤い唇に人差し指を当て何事か考える。

「ペーン！」

　リビングの床で蕎麦を食べていたペンギンが鳴き、自然とそちらに視線が集まる。

　ペンギンは『新年の抱負』と書いてある小型のホワイトボードを掲げていた。

「そのホワイトボードどこから……いや、いいや聞いても意味なさそうだし」

　蕎麦を食べ終えた宗そう司じがちらと時計を見た。

「新年の抱負か、うん、一年の締めにはありじゃねえか」

　宗司がテーブルの一乃たちを見回し同意を求めると、一乃たちも素直に頷うなずいた。

「んじゃ、誰から行くよ」

「はーい、キリカさんなら準備はオッケーだよっ」

　ばいんとカッターシャツ越しに大きな胸を揺らして、元気良くキリカが立ち上がった。

　太陽のような明るい笑顔、銀の髪と青い瞳ひとみがキラキラと輝いているように見える。

　因ちなみに、年越し蕎麦は完食済みだ。

「キリカさんの新年の抱負は『今年も美お味いしいものを沢山食べるぞっ』かなっ」

「それを抱負と呼んでいいのかはわからないが、おまえらしいよ」

　キリカの笑顔に釣られるように、宗司もくすりと笑う。

「もちろん、ソージも一緒にねっ」

　バンッ、と指鉄砲を向けてキュートなウインクを一つ。

　思わず宗司は顔を赤くして、照れ臭そうに頰ほおを搔かく。

「やれやれ、本当におまえらしいよ……まあ、付き合うさ」

「うんっ」

　愛らしく、彼女が笑った。

「私の抱負は──」

　長い黒髪を憤ふん怒ぬに揺らし、赤い瞳を敵意に濡ぬらし、黒衣を纏まとう魔女の如ごとく。

『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一乃が立ち上がる。

「銀髪巨乳女にデレデレしている男に生き地獄を見せてやることよ」

「ひ、ひぃ……」

　情けない悲鳴を上げる宗司、ソファーに座ってなければ間違いなく腰を抜かしていた、手に年越し蕎麦の丼とか持っていたら確実に落として割っていた。

　要するに、とにかくびびっていた。

「アハハハ、持たざる者の嫉しつ妬との叫びが心地よいねっ」

　しかし、キリカは平然としたもの、大おお袈げ裟さに肩をすくめて小馬ば鹿かにする。

「残念ね、あなたと一緒に新年を迎えられそうにないわ」

「そうだね、今から一いち乃のは墓の下に行くんだもんっ」

　バチバチと、二人の間で火花が散っている。

「何てことだ、新年を目前にして白しろ崎さき家に血の雨が降りそうだ……」

　宗そう司じはおろおろしながら、助けを求めるように呟つぶやく。

「兄さま、これも風物詩ということでいかがでしょう」

「うなー、どうでもいい」

　リリスもフェルも、さして気にしていない風に自分の蕎そ麦ばを減らしていた。

　体が小さく小食なリリスと猫舌のフェルだけあって、蕎麦の減りは遅い。

　特にフェルはふーふーする時間が長く、ネコミミをぴこぴこ揺らしながら頑張って蕎麦を冷ましていたが。

　ふとフェルは思い立ったようにチェシャ猫のような顔をした。

「くくく、いちの、きりか、つぶしあえ、さいごにかちほこるのは、このフェルだぜ」

「煽あおるなこのネコミミ！」

「そうでもないぜー？」

「あん？」

　フェルが箸はしで一乃たちのほうを指し（マナー違反です）、宗司もそちらを向く。

「……はあ」

「……やれやれだね」

　さっきまでの敵意はどこへやら、馬鹿馬鹿しいと言わんばかりの顔をしていた。

「口く惜やしいけれど、そこのネコミミが言うことは正しいわ」

「まー、もうすぐ年が変わるのに、いつもどおりってのも芸がないしねっ」

　揃って矛を収め、ソファーに座りなおした。

「おお、なんということだ……あの一乃とキリカが説得されている」

「ふははははは、フェルのちりゃくに、おそれいったかー？」

　硝子がらす球の瞳ひとみは無表情のまま、フェルが自慢気にぽよんと豊かな胸を張る。

　宗司は赤いセーラー服を押し上げるようなその動きに視線を吸い寄せられかけ、気合で視線と意識を逸そらす。

「んじゃまあ、改めて一乃、新年の抱負をどうぞ」

「そうね──『今年もご主人さまにたっぷりご奉仕して可愛かわいがってもらうわ』」

　宗司を見詰めて、ぽっと一乃が頰ほおを染める。

「……何な故ぜおれを見詰めてそれを言う」

「最終的にはご主人さまを足元に跪ひざまずかせ、靴を舐なめさせるつもりよ」

「立場逆転してないかメイド！」

「趣味の幅が広いと、人生楽しいわよ」

「おまえは広いんじゃねえ！　特定範囲に深いだけだ！」

「そう、私は森もり塚つか一いち乃の、メイドの魂を宿す十六歳」

　しゃらり、一乃が長い黒髪をかき上げる。

「好奇心旺盛にして探究心豊かな自分自身の開拓者」

「後半がやたらとカッコイイなおい……まあ、いいか」

「あら、つれないのね。もうツッコミはやめてしまうの？」

　艶えん然ぜんと、一乃は誘うように赤い唇を吊つり上あげる。

　ぞくりと色っぽい仕草に、思わず誘われたくなったが宗そう司じは我慢する。

「ねえ、宗司……」

　見せ付けるように、一乃は黒いスカートに包まれた脚を組む。

「てめえ、わかっててやってるだろ」

「それが何か？」

「くうう、ツッコミを入れたい。でも入れてたら話が進まない！」

「あーん、だめよ宗司、そんなに激しくつっこまれたら壊れちゃうぅ」

「何を言っとりますかこのアホが！」

「ふふっ、私の抱負は『今年もこれぐらい愉快に過ごす』かしらね、次はリリスの番よ」

　言うだけ言うと、一乃は箸はしを取り残っていた年越し蕎そ麦ばをつるつると食べ始めた。

「マイペースな奴だよ、まったく、仕切りの役割まで持って行きやがったし」

　話題を振られたリリス──鏡合わせの少女は、たった今、蕎麦を食べ終え、ずずずと丼に残った出だ汁しを飲み干しているところだった。

　左右鏡合わせに音もなく、空になった丼を置き、虹にじ色いろの瞳ひとみは宗司を見る。

「リリスに新年の抱負などありません、」

「ただ『兄さまのお嫁さんになる』という野望をこの燃える胸に秘めています」

　表情一つ変えることなく、きっぱりとリリスは言い切った。

　冗談……なのだろうか、限りなく本気っぽく聞こえて宗司は乾いた声で笑う。

「おかしいなあ、お兄ちゃん、最近リリスのその台詞せりふがちょっと怖い」

「怖がることなどありません兄さま、」

「妹が兄のお嫁さんになりたいと願うのは当然です」

「うん、小さい頃ころとかは、そうかもね」

「リリスは充分に小さいです、」

「何か文句でもあるのですか兄さま」

「全然成長してくれませんが、」

「何か文句でもあるのですか兄さま」

　リリスとリリスの淡々とした声に珍しく怒りの色が滲にじみ、虹にじ色いろの瞳ひとみはキリカとフェルのたゆゆんな胸を睨にらみつけていた。

「……ごめん、お兄ちゃんが悪かった」

　謝る宗そう司じの視線は、リリスのぺたんと平たい胸に注がれていた……

「兄さまが揉もんでくれないから、」

「いつまで経たっても大きくならないのです！」

「えええええ！　それ、おれの責任なの！」

「兄さまの責任に決まっています、」

「リリスは妹だから何でもかんでも兄さまの責任にしちゃいますっ！」

　ぷいっ、と頰ほおを膨らませてリリスとリリスがそっぽを向いた。

「ああもう、拗すねたリリス可愛かわいい！　でもお兄ちゃんの理性が『これ以上踏み込むな逃げろ』って叫んでるから、次に行く！」

　リリスとリリスは物もの凄すごく残念そうな顔をしたが、一応何も言わなかった。

「よし、最後にフェル、一発新年の抱負を頼むぜ」

「うなー？」

　ちゅるるるーと、まだ蕎そ麦ばを食べていたフェルは手を止め硝子がらす球の瞳で宗司を見る。

　長い赤毛の上のネコミミが、不思議そうにぴこっぴこっと揺れていた。

「しんねんの、ほうふかー」

　呟つぶやき、蕎麦の丼と顔を傾けて残っていた蕎麦を一気に食べる──というか飲み込み、もきゅもきゅ、ごっくん。

「ぷはー、ごちそうさま」

「おお、ちゃんとごちそうさまが出来るなんて、フェルは偉い子だな」

「うなー」

　小学生を褒めているような台詞せりふだったが、それでもフェルは嬉うれしそうに鳴き、宗司の顔を見詰めて新年の抱負を言う。

「しんねんのほうふ、『煉獄カサルテイリオ』の、りーだーとして、もっとがんばるー」

「……ああ、うん、それは、いい、抱負だな」

　ぶわりと宗司の顔に汗が浮かぶ。

　ぴっこぴっこ、赤毛の上で上機嫌に揺れているネコミミが悲しかった。

　汗を拭ぬぐいながら宗司は床の上で好きにしている獣たちに視線を向ける。

「ぺーん……」悲しげに、首を振った。

「わん……」耳をぱたりと伏せて視線を逸そらした。

「うさぁ……」気まずそうに溜ため息いきを吐つく。

「マンボウ」こいつはいつもどおりだ。

　宗そう司じはいたたまれない気持ちで、フェルに視線を戻す。

「フェル、がんばる」

　えっへんとばかりに、大きな胸を張っていた。

「お兄ちゃん、泣きそう！」

「……ひどい温度差を見たわ」

「なんだろう、キリカさん、こんなに悲しい気持ちになったのは初めてだよ」

「フェル、何か食べたいものはありますか、」

「特別にリリスが作ってあげます」

　一いち乃のたち女性陣すら、フェルに優しい眼まな差ざしを向けるしかなかった。

「う、うなー？　なに、この、くうきー？」

　さすがのフェルも戸惑い、不安そうにきょろきょろと周囲を見る。

「大丈夫！　フェルは頑張ってるだろ、いつかきっと立派なリーダーになれるはずだ！」

　必死に励ます宗司、ペンギンたちも物もの凄すごく必死にぶんぶん何度も頷うなずいている。

　なんというか、必死すぎて、不自然だ。

「……そうじ、もしかして、フェル」

　フェルは言ってしまう。

「だめっこだと、おもわれているー？」

　ぴしり、空気が凍った。

「ソンナコトナイヨ」

　宗司が、やっとそれだけ言った。

「だめっこじゃないよ、フェル、だめっこじゃない」

「う、うん、そう、かもな……」

「にやり、してるし、しんしゅつきぼつだし、すぺっくはフェルけっこうたかい、おっぱいもおおきいし、えとえと、あと、フェルいろいろできる」

　必死にアピールするのが何な故ぜか悲しく、宗司は優しくフェルの肩に手を乗せる。

「……違うんだフェル、ダメッ娘こかどうかは、そういうところで決まるんじゃないんだ」

　じっと正面から見詰めて、優しい声で、だが、はっきりと言う。

「スペックが高かろうと、凄すごい特技を持ってようと、見た目が最高に可愛かわいかろうと……それを活いかしきれない、根本的なダメさがあるから、ダメッ娘なんだ」

「うなぁ……」

　赤毛の上のネコミミがぺたりと萎しおれ、本人もテーブルに突っ伏す。

　だが──

「でも、フェル、まけないもん！」

　フェルは起き上がった。

　赤毛の上のネコミミもぴっこり立ち上がった。

　硝子がらす球の瞳ひとみには、情熱の炎が燃えていた！

「その意気だ、ダメッ娘この称号なんて、蹴けり飛ばしてやれ」

　最初にダメッ娘を言い出したのはこの男である。

「うな！　おめいばんかい、だー！」

　名めい誉よ挽ばん回かいである。

「ふふっ、友情ね」

「うん、思わず応援してやりたくなるね」

「感動しました、鏡の向こうの全リリスが拍手喝采しています」

　本当に拍手を始めるリリス、釣られて拍手を始める一いち乃のたち。

　なんだかよくわからない盛り上がりが、年越し直前の白しろ崎さき家リビングを包んでいた。

　包んでいたのは良いが、拍手の止め時がわからなくて困っていたところを、ふと思い出したように一乃が口を開く。

「そういえば、宗そう司じの新年の抱負を聞いてないわよ」

「え？　おれは、そうだな」

　この一年、己おのれが何をしていたかを宗司は振り返った。

　一乃にツッコミを入れたり、キリカにツッコミを入れたり、リリスにツッコミを入れたり、当然だがフェルにもツッコミを入れたり、獣たちにすらツッコミを入れたり……

「ツッコミを、少しでも減らしたいなぁ……」

「無理ね」

「無理だねっ」

「無理です」

「むりだよ」

「いや、無理じゃない、多分、きっと、何とかする！」

　女性陣に全否定されても、めげずに宗司は叫んだ。

「宗司、年越し記念にえっちぃことしましょう」

「何の記念にもなってねえよ！」

「はいっ、ソージアウトだねっ」

「……あ」

　新年の抱負が新年を迎える前に潰ついえた瞬間だった。

「兄さま、無理なものは無理なのです」

「そうじ、おまえは、つっこみのほしに、えらばれたのだー？」

「ちくしょう」

　宗そう司じはソファーに体重を預けて、溜ため息いきを吐ついた。

　何気なく時計を見る、もう新年は目前だった。

　大騒ぎをしている間に、時間は随分と過ぎていたようだ。

「もうすぐだな」

　宗司が言うと、一いち乃のたちも時計を見た。

　沈黙したリビングに、遠くから除夜の鐘が聞こえて来る。

　体に染みるような鐘の音を聞きながら、宗司は小さく微笑ほほえむ。

　除夜の鐘は煩ぼん悩のうを祓はらうそうだが。

「縁がないにも、程がある」




　その呟つぶやきと共に、百八つ目の鐘が鳴り、新しい一年が始まった。




「あけましておめでとう」

　宗司たちは互いに新年の挨あい拶さつを交わし、

「ねえ、これから何をすればいいのかしら？」

　そして困った。

「正月、だよな……そういや正月って何すれば良いんだ？」

　たとえばクリスマスならプレゼント交換なりケーキを食べるなりとある程度のお決まりがあり、終わりも割合明確だが、正月には何があったか。

「ううむ、初詣とか？」

「人が多いから嫌よ」

「だよなあ」

「あっ、初日の出を見るってどうかなっ」

「うなー、とちゅうで、ねちゃいそう」

「羽根つき、独こ楽ま回し、カルタなどでしょうか」

「さすがに、こんな真夜中から遊ぶ気にはなれねえだろ」

　何をするか、迷った挙あげ句く。

「よし、寝るか」

「そうね、一眠りしてから考えましょう」

　実に盛り上がりに欠ける結論に辿たどり着ついた。

　しかし実際、日付が変わっているのだ。平日なら大概寝てるだろう。

　そういう意味では、大変日常的な選択である。

「んー、ちょっと残念な気もするけど、キリカさんもそれで良いよ」

　特に反論も出なかったので、宗そう司じたちは自室や客間に戻り普通に寝た。

　………………

　…………

　……

「ソージ、起きてよソージっ！」

　キリカの声、体を揺さぶられて宗司は目を覚ます。

「なんだよキリカって寒っ！　うわっ、なんだここ、高っ！」

　自室で布団に包くるまっていたはずの宗司は、何な故ぜかパジャマ（厚手のトレーナーの上下）のまま屋根の上にいた。

「暴れると落ちるよ？」

「……オーケイ、まず落ち着こう」

　深呼吸をして、宗司は屋根に座り直す。

　キリカはすぐ隣に、猫の着ぐるみパジャマを着て座っていた。

　ネコミミがついたフードもしっかり被かぶり、そのネコミミが風でふらふら揺れている。

「似合うな、そのパジャマ」

「アハハハ、ありがとっ……実はフェルと被って驚いたんだけどね」

「あいつ、ネコミミ生はえてるくせに猫のパジャマなのかよ」

　しかし、似合いそうではある。

「で、何でおれは屋根の上にいるんだ？」

「キリカさんが連れて来たんだよっ」

「あー、やっぱり、で目的は？」

「うん、ソージと一緒に初日の出を見たいなって思って」

「初日の出？」

「ほら、もうすぐ」

　キリカがずっと遠くを、指差した。

　暗い空、暗い山、その隙すき間まから──昇ってくる柔らかな光り。

「……おお」

　思わず、宗司は感嘆の声を漏らす。

　新しい年、最初の太陽が、眠る全すべてを照らし出して行く。

　優しささえ感じるその輝きは、屋根の上にいる宗司たちもまた照らし出す。

　ぎゅっ──隣に座るキリカが、宗司の手を握る。

「綺き麗れいだね」

「ああ、綺麗だ」

「今年もよろしくね、ソージ」

　握った手にキリカは力を込めた。

「『わたし』と一緒にいる時間は、半年ぐらいだけどね」

「……そうだな」

　寒さに震えているのか、それとも、怯おびえているのか、震えるキリカの手を握り返す。

『道化師の栄光バツドジヨーク』沢さわ村むらキリカ。

　千変万化する、文字通りに万能な『変身』の異能、その代償に彼女は誕生日と共に記憶の死を迎える。だから、『彼女』に残された時間は、半年程度しかない。

「なあ一つ聞かせてくれ」

　宗そう司じは、キリカの顔を見ずに問う。

「おまえを、そんな風にしてしまった奴がいたら、どうする」

　答えは、端的だった。




「殺すよ、絶対に」




　少し悲しげに、少し優しく、宗司は微笑ほほえんで言う。

「おれだよ、キリカ」






日誌　十二　『煉獄』──End Time/End Game






　月に手が届きそうな夜だった。

　この夜が明ければ冬休みは終わり、三学期が始まる。

　深々と冷えた夜の下、鮮やかな月光が照らすは黒と赤を纏まとった美しい女──森もり塚つか一いち乃の。

「真夜中のデート、というには色気のない場所ね」

　長い黒髪を夜風に揺らし、赤い瞳ひとみで彼を見る。

「そりゃまあ、デートじゃねえし」

　どこにでもいそうな男──白しろ崎さき宗司が小さく肩をすくめた。

　荒あら谷や学園、第三旧校舎一階、ゲーム同好会部室、そこに彼と彼女がいた。

「あら、残念ね私はデートのつもりだったのに」

「相手がおれで良いってんなら、光栄だよ」

　冗談めかして一乃が言い、宗司はもう一度肩をすくめた。

　一瞬の沈黙、部室を通り過ぎる鋭い夜風。

「ゲームは、おまえが優勢だな」

「……こんな月が綺き麗れいな夜に、私を呼び出した理由がそれ？」

　開け放たれた窓から差し込む月光を浴び、一いち乃のは退屈そうに唇を尖とがらせた。

『日常継続ゲーム』、二人がしているゲームの名前だ。

　ある《蛇ズイリヤ》はそれを滑こつ稽けいと称し、ある男はそれを否定しなかった。

　しかし確かに、三学期前夜であるこの瞬間まで、何も起きてはいない。

「『死にたくない』、そう願った生き物は果たしてどれくらいいるんだろうな？」

　不意に、宗そう司じはそんなことを言い出した。

「限りなく無限に近いほどでしょうね、それは生き物の根源的な欲求の一つですもの」

「ああ、おれもそう思う。人間の文明の立脚点は『それ』であると言ってもいい、食料を作り飢えを遠ざけ、武器を鍛え敵を遠ざけ、医術を編み出し病を遠ざける。何百年も続く曲を奏で、果てのない物語を記し、永遠に辿たどり着つく式を算する」

　いつになく饒じよう舌ぜつに語り、宗司は面倒くさそうに溜ため息いきを吐ついた。

「つまり、『それ』が、おれだ。理由は知らん」

「はいっ？」

　何かとても重要なことを、ひどくあっさりと言われてしまった気がして、一乃はひどく間抜けな声を上げてしまった。

「役者が揃ったせいなんだろうなあ、どうにも最近、抑えが効かない」

　ぐにゃり──世界が歪ゆがみ、その男が哂わらった。

「──ッ！」

　唐突に息苦しさを覚え、一乃は自分の心臓を摑つかむように胸元をぎゅっと握り締めた。

　三半規管が狂ったように、床が波打ち空気が揺れる。まっすぐに立てずよろめく。

　だが、その男は、当たり前のように歪んだ世界でまっすぐ立っている。

「零ぜろに還かえれ──永遠の永えい劫ごう『零白夜ラスト・エレメント』」

　宗司が、己おのれの異能を呼び、両手を虚こ空くうへと掲げる。

　白の手袋、『零白夜ラスト・エレメント』がその手を包くるみ、彼の髪から色が抜け落ち白く染まる。

「ああ、やっぱり白くなった、困ったもんだ……なあ、白い髪って似合うか？」

　暢気のんきに宗司は聞くが、一乃に答える余裕はない。

　おぼつかない足取りで揺れ、今にも倒れそうな体は、自然とそれを摑んで体を支えた。

「……え？」

　己が摑んだそれ──『煉獄カサルテイリオ』、燃える炎の槍やりに気付き、赤い瞳ひとみを驚きよう愕がくに見開く。

「ち、違う、私は、呼んでない！」

　反射的に槍を離し、バランスを崩した一乃は倒れ尻しり餅もちをついた。

　ぺたりと、女の子のように座り込んで、子猫のように弱々しく震えてしまう。

「否いや、おまえは呼んだ。目の前に『敵』がいるから呼んだ、呼ばねばならない」

「違う！　あなたは、私の『敵』なんかじゃない！」

　涙を浮かべて見上げる赤い瞳ひとみ、懸命な訴え。

「『死にたくない』という絶望を砕く、『生きていたくない』という希望」

　だがそれは彼女の想おもい人に届かない。

「それが、おまえたちだ」

　赤い瞳の中で、『ソレ』は悲しげな微笑ほほえみを浮かべていた。




　同じ時、別の場所、別の女。

「嫌だ、嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ、知りたくない！」

　沢さわ村むらキリカの部屋──狭い地下室、四方を囲む壁の如ごとき本棚には、ぎっちりと、みっちりと、何年分もの彼女の日記が詰め込まれている。

　ここは、彼女の記憶の蔵、脳のう髄ずいの代用品、もう一つの胎はら。

「嫌だっ、知りたくないっ！」

　叫び、天を仰ぐ、彼女の顔には割れた仮面『道化師の栄光バツドジヨーク』。

　万能の仮面は、何かに呼応するように蠢うごめき、凄すさまじい勢いで本棚をひっくり返し、無数の日記のページをめくりその全すべてを脳髄に刻みつける。

　幾人ものキリカが残した膨大な記憶の記録を遡さかのぼり、キリカは最初の日記に辿たどり着つく。

『わたしは、あいつを、殺すことにした』

　第一ページには、拙つたない字でそう記されていた。




　同じ時、別の場所、別の女。

「リリスがあちらへ呼んでいます」

「リリスがこちらへ来てしまいます」

　白しろ崎さき家にある一番大きな鏡──洗面台の前に、リリスとリリスが立っていた。

　鏡合わせのようなリリスとリリスは鏡に映らず、鏡の向こうは何もない。

　鏡の向こうには何もない──鏡の向こうから、鏡の果てから、何かが、歩いてくる。

　リリスとリリスの立つ鏡の外へ、鏡の内側から、何かがやって来る。

　ひたり、ひたり。

　蠢く黒い影に似た何かが、這はいずるように、ゆっくりと忍び寄る。

　やって来たそれが、鏡の向こうから手を伸ばす。

　美しい、女の手が伸びた。

　女の手はリリスとリリスの手を握り、鏡の中へと──連れて行く。




　キリカの苦しみは終わる。

　リリスの消失は覆くつがえされる。




　記憶の群れに囲まれた地下室で、穏やかにキリカは眠る。

　輝くような銀の髪、閉じられた青い瞳ひとみ、薄い胸、小さな手足。

　十歳──第一冊目の日記を書いた、最初のキリカがそこにいた。




　誰も居なくなった白しろ崎さき家の洗面台で、鏡が軋きしむ。

　内側からの圧力に耐えかねたように、ピシリピシリと皹ひびが入り。

　雛ひなが卵より孵かえるが如ごとく、鏡を打ち破りリリスが生誕する。

　柔らかな髪、虹にじ色いろの瞳、すらりと長く伸びた手足。

　十七、八か──成長した、一人のリリスがそこにいた。




「簡単な事だ、おれを殺せば、おまえたちは解放される」

　当たり前のように、『永遠』は告げた。

「ゲームオーバーだ、一いち乃の」













番外日誌　一　あらかじめ言っておくが、これは夢だ・ラブコメ編






　ある朝のことだった。

　窓の外ではスズメが鳴き、カーテンの隙すき間まから差し込んだ朝日が、布団に包くるまり眠る青年──白しろ崎さき宗そう司じを僅わずかに照らしていた。

　目覚ましを使っている様子もなく、宗司は暢気のんきに眠っている。

　静かに部屋のドアが開き、姿を見せた彼女は足音を忍ばせ布団のすぐ傍そばまで来ると、

「朝だよお兄ちゃん！　起きて起きて！　早く起きないと遅刻しちゃうよ！」

　蜂はち蜜みつのように甘く無邪気な声と共に、宗司の上へダイブした。

「うごっはっ！」

　呻うめき声ごえと共に宗司が目を開けると、黒髪赤眼の美しい少女──一いち乃のが、赤い瞳ひとみをきらきら輝かせて、黒いセーラー服姿で宗司に馬乗りになっている。

「あっ、やっと起きたね。もう、お兄ちゃんの、お、ね、ぼ、う、さ、ん」

　きゃるん、とか、きゃぴん、とか擬音をつけたくなるような人工甘味料と人工着色料を山盛りにした可愛かわいすぎる笑顔で、つん、と一乃が宗司の額を突く。

「うふっ」

　しゃらり、長い髪を揺らして首を傾けた。

「………………うわあ」

「おはよう兄さん。今日の『元気系妹風おはよう』はどうだったかしら」

　無邪気な妹顔から、冬の朝のように凛りんとした美び貌ぼうに似あう、どこか冷たさを感じさせる彼女に戻った。

「いや、びっくりすぐらい似合ってなかった、思わず『無理するなよ』って言いながら肩を叩たたいてやりたくなるぐらい……待て、兄さんってなんだ」

「あら、脳に蛆うじでも湧いてしまったの？　兄さんが、私の兄さんだから、兄さんと呼んだだけよ。それとも、お兄ちゃん、兄貴、あにさま、他ほかの呼び方がお好み？」

「いや、そもそも何の──」

　何の冗談なのかと、言いかけて、宗司は口をつぐんだ。

「兄さん？」

　不思議そうに小首を傾かしげた一乃の顔は、あまりにも普通だった。

　冗談でも、からかっているわけでもなく、事実をそのまま告げているような普通さ。

　彼女が噓うそを吐ついていないならば、間違えているのは誰か。

　宗そう司じの記憶では、同級生で、友人で、小さな契約をした相手でしかない彼女か。

「いや、悪い。つまり、一いち乃のはおれの妹なわけだな」

　半ば自分に言い聞かせるような声で宗司が言った。

「どうかしたの兄さん、今朝は変よ？」

　心なしか心配そうに瞳ひとみを細め、馬乗りの一乃はすっ、と宗司に顔を寄せる。

　赤い瞳、人形のような端整な顔、白い頰ほお、小さな唇。

　すらりとした体を包んだ黒いセーラー服。

　僅わずか揺れた長い黒髪から零こぼれ落おちる、淡い花の香り。

「お、おい、一乃！」

「兄さん」

　こつん──二人の額が、軽くぶつかる。

「……熱はないようね」

　呟つぶやくと、一乃はあっさりと顔を離す。

「あ、ああああ、熱ね、いや、そんなのないよ、多分きっと寝ね惚ぼけてたんだよ」

　顔を赤くした宗司は焦りの余り物もの凄すごい早口になっていた。

「ふふっ、えっちぃ兄さんね、妹にキスされるとでも思ったのかしら」

「イイイイイイイやややややや、そそそそそうでもありませんですはい」

「してあげても、構わないよ。何せ私は──」

　くすり、愉快そうに赤い唇を吊つり上あげて一乃は宗司の上から立ち上がる。

「幼馴染みでお互いの部屋を窓越しに移動できて、最近お互いの両親が再婚し、幼馴染みから義理の兄妹にランクアップ、うっかり入浴を覗のぞいたり着替えを覗いたりと嬉うれし気まずいハプニングが満載の毎日。あまりにも近すぎて自覚していなかった恋心がゆっくりと目覚めている最中の、妹だもの」

「それは見事な妹だ！」

「さらに週一で秋葉原に通い、妹のあるべき姿を研究しているわ」

「そこで身につく知識はちょっと偏かたよってないかな！」

「十八歳未満購入禁止であっても、そこに妹が在るならば私は止まらない！」

「止まりなさい！　っていうか売ってくれないでしょ」

「『秋葉原の漆黒彗星ダークネスアロウ』にして《妹狩りの黒ナイト・アンダーエイジ》とは私のことよ」

「二つ名がつくほどの有名人……だと…………」

　愕がく然ぜんと呟くも、宗司は気を取り直すように首を振る。

「ま、まあ、方向性はアレだが、立派な妹になろうという努力は凄すごいな」

「そうでしょう」

　長い黒髪をかき上げて、一乃は何な故ぜか誇らしげに薄い胸を張った。

「血は繫つながっていないけれど、私は兄さんの立派な妹よ」

「そっか」

　不思議と、一いち乃のが可愛かわいく見えた──まるで、妹のように。

「血が繫がってないので、結婚でも出来るわよ」

「出来ねえよ！　ああもう、一瞬凄すごく可愛く見えたのに、可愛く見えたのにぃい！」

「背徳感では実の妹に劣るも、健全と不健全ギリギリのドキドキ感なら義理の妹でも充分に勝てるわ」

「勝ってどうする！」

「さあ兄さん、私とラブでコメりましょう」

　一乃が誘うように両腕を広げて言い、宗そう司じは布団の上で頭を抱えた。

「何だこの頭の痛い妹は……」

「ところで兄さん、早くしないと遅刻するわよ」

「え、学校あんの？」

「学生なのだから当たり前でしょう。急ぎなさいな、十分以内に準備を整えて全力疾走すれば間に合うかもしれないわ」

「ギリギリにも程があるじゃねえか！」

「因ちなみに、私は洗顔も着替えも歯磨きも朝食も終えて、食後の紅茶を楽しんだところ」

「ちくしょう、こいつ妹になっても性格変わってないじゃねえか！」

　布団を跳ね除のけ立ち上がり、壁にかけていた制服（ブレザー）を摑つかむ。

そして宗司は、着替え洗顔歯磨きを完了させ朝食も摂とらずに家から飛び出た。

「六分十八秒、やるわね兄さん」

　玄関の外で律儀に宗司を待っていた一乃が言った。

「……ありがと、待っててくれたんだな」

「出来の悪い兄さんを待ってあげるのも、妹の役目というものよ、ああ、そうだわ」

　突然、一乃が腕組みをしてぷいっとそっぽを向く。

「べ、別に、兄さんと一緒に学校に行きたくて待ってたわけじゃないんだからね！」

「うわ微妙」

「ツンデレ妹はお嫌いかしら」

「別にそういうわけじゃないんだが」

「妹の好みに五月蝿うるさい兄さんね」

「どうしてそう、自分に合いそうもない方向に挑戦するんだ」

「愚問ね、私が妹であるからよ」

「……妹、か」

「そう、私は白しろ崎さき一乃、十六歳」

　しゃらり、朝陽を浴びて立つ一いち乃のは長い黒髪をかき上げる。

「理想の妹を目指して日々訓練を積む可愛かわいく健けな気げで素敵な妹、実は兄さんより誕生日が三日早いのは機密事項」

「妹の根幹を揺るがす台詞せりふが聞こえたぞおい！」

「もう、お兄ちゃんってばぁ、そんな細かい事を気にするお兄ちゃん、一乃嫌いだもん」

　ぷくりと頰ほおを膨らませて、拗すねたような上目遣いで宗そう司じを見た。

　可愛不気味な態度に、宗司の背筋に冷や汗が流れる。

「わ、悪かった。もう絶対聞かないから、やめてくれ」

「そうね、ところで兄さん、この会話で三分ほど消費したわよ。全力疾走しても間に合うかどうかギリギリね」

「何だその罠わな！　っていうか、おまえも危ないじゃん」

「ふふっ、甘いわよ」

　自信たっぷりに、黒いセーラー服に包まれた薄い胸を張り、宣言する。

「『煉獄カサルテイリオ』よ、第一の罪を焼け──《傲ごう慢まんなる竜りゆう翼よく》！」

　発動する異能、『煉獄カサルテイリオ』は黒いセーラー服の背に燃える炎の翼を象かたどり宿す。

「では、兄さん、一足先に失礼するわね──遅刻しちゃ、だ、め、だ、ぞ」

　無駄に可愛らしく、そして少しも似合ってないウインクを一つ。

　炎の翼で空を打ち宙に舞う、長い黒髪を揺らし、黒いセーラー服のスカートを翻ひるがえし、あっという間に空の向こうに飛び去っていった。

「ちょ、おま、せめておれも一緒に連れてってくれよ！」

　遠ざかっていく黒と赤の軌跡を見上げて叫び、追いかけるように宗司は走り出す。

「うおおおお」

　無む闇やみに叫びながら通学路を突っ走る宗司、空を行った一乃の姿は既に見えず、突とつ如じよポケットの中で携帯電話が震えた。

　一乃からの電話だ、足を止めず、宗司は通話ボタンを押した。

「兄さん、一つ言い忘れていたわ」

「ああ、なんだ？」走りながら宗司は返事をする。

「さっき、私が空を飛んだでしょう。あれはサービスシーンで、私の下着がちらっと見えたはずなのだけれど」

「見てません、見えてません、見ない」

「イラストレイターさん渾こん身しんの一枚絵もある素敵イベントよ」

「ねえよ、そんなイラスト！」

「兄さんのいくじなし！　もう知らない、バカッ！」

「やべえ、ちょっと可愛いと思っちまった」

　通話が終わり、宗そう司じは携帯電話をポケットに戻す。

　丁度、目の前に曲がり角があった。

「む、嫌な予感がする」

「キャー、遅刻遅刻っ！」

　曲がり角から飛び出してくる銀髪碧へき眼がんの少女──沢さわ村むらキリカ、二つに括くくった銀の髪を尻尾しつぽのように、ブレザーに包まれた豊かな胸を揺らし、トーストを咥くわえている。

「絵に描いたような遅刻スタイルきたああああああ！」

　避よける間もなく宗司とキリカが激突する。

　作用反作用の法則に従い、ぶつかり合った二人が逆方向の力を受けた。

「きゃうっ」

「うわっ」

　間違っても押し倒してスカートの中に顔面を突っ込むようなことにはならず、キリカが尻しり餅もちをつくと、宗司も普通に尻餅をつ、

『必殺、ラブコメターックル！』

　突然現れた赤い子犬が、宗司の背中にタックルした！

　背中を押された宗司が前へ、尻餅をついたキリカに覆おおいかぶさるように倒れていく。

「えっ？」












　丸い、青い瞳ひとみ──吸い込まれるような澄んだ海の青。

　体を支えようと伸ばした両手がキリカの肩に触れる。

　宗そう司じはその青い瞳の引力に吸い込まれてしまったように、キリカを押し倒し、

「あっ──」

　小さな、キリカの声。

　遮さえぎるように、宗司の顔が近付き、そのまま、キリカの唇を塞ふさいだ。

　唇はぷっくりと柔らかく、さくらんぼのように瑞みず々みずしく、甘いミルクの香りがする。

　時間が止まったように、眼を閉じることすら忘れて二人が見詰め合う。

「……」

「……」

「…………」

「…………うっ、」

　じわりと、青い瞳に涙が浮かぶ。

「こ、この、バカァアアアアアアアアアアアアアア！」

「う、うわっ、す、すまん、わざとじゃ、これ、事故で、ごめんなさい！」

　涙目のキリカが細い腕で宗司を押しのけようとし、宗司は慌ててキリカの上からどく。

「バァカ、バァカバァカ！　変態、痴漢、レイプ魔！　転校初日から最悪だよっ！」

「は？　え、おまえ、転校生なのなって、ちょっ、待って」

「死んじゃえ。このバァカ！」

　宗司の弁解虚むなしく、キリカは素早く立ち上がると罵ののしりながら走り去っていった。

「くそっ、何だこの展開。キリカが転校生？　いや、それ以前の問題だ、キリカを泣かせちまった、くそっ、おれの馬ば鹿かめ、何をしてるんだ、馬鹿が」

『泣ーかせた、泣ーかせた、先生に言ってやるワン』

「小学生みたいに煽あおりやが…………犬が、喋しやべっている、だと」

『えっ、今更そこにツッコミ入れるワン？』

「一いち乃のが妹だったりキリカが転校生だったりと、朝からビックリイベントが満載でな。危うく感覚が麻ま痺ひするところだった」

　盛大に溜ため息いきを吐つき、宗司は改めて淀よどんだ瞳で赤い子犬を見る。

「で、何で喋ってんだ犬。おまえら、一応、喋れなかっただろ」

『森もり塚つか一乃に宿りし炎の異能の化身──我ら《煉れん獄ごくの獣》、何となくその場のノリで喋れるようになったワン！』

「……まあ、いいか、うん、一乃が妹やってるんだ、犬が喋るぐらい何でもないよな」

『おお、死に損なったゾンビのような虚うつろな目をしているワン』

「正直、おれはキリカをどうフォローするかで頭がいっぱいだ」

『苦労してるワンね』

「半分はおまえのせいじゃねえか、なんだあのラブコメタックルって」

『ラブコメタックルだワン』

「答えになってねえなあ」

『まあまあ、事態を面白くするため、もとい、お詫わびに学校まで案内してやるワン』

「もうちょっと本音を隠す努力をしろ」

『いいから学校行くワン、遅刻したら風紀委員長に怒られるワン』

「わかったよ、とりあえず学校行けばいいんだろ」

　赤い子犬に先導されて、宗そう司じは再び学校へと走り出す。




　間一髪、宗司は遅刻を免まぬがれた。

　机に着くと同時にチャイムが鳴るほどギリギリで、すぐに担任教師が現れる。

『はーい、ホームルーム始めるので席に着くワン』

　とんがり帽子を被かぶった赤い子犬が、小こ脇わきに出席簿抱えて教室に入って来た。

「犬が教師って無理がねえか」

『それでは、転校生を紹介するワン』

「ナイススルー、って、転校生だと？」

『それじゃ、入りなさいワン』

　宗司を徹底的にスルーして、イベントは進む。

　がらり、ドアが開き転校生が姿を見せる。

　尻尾しつぽのように二つに括くくった柔らかな銀の髪をふわりと揺らして、健康美溢あふれる魅力的な体を、ぽよんと豊かな胸をブレザーに包んで、向日葵ひまわりの花のような笑顔で彼女は言う。

「はじめまして、転校生の沢さわ村むらキリカです、よろしくねっ！」

「やっぱりこうなるか、やべえ、気まずい」

　頭痛でも堪こらえるような顔で、宗司が呻うめいた。

　その呻うめき声ごえを聞きつけたわけでもなかろうが、キリカの青い瞳ひとみが宗司を捉える。

「あー、さ、さっきのキス男！」

「やっぱそうなりますよね、一応、その、事故なんですよ、アレ」

『何だ、おまえら知り合いかワン』

「その反応はおかしくないか教師」

『じゃあ、席は白しろ崎さきの隣にするワン』

「人の話を聞けえ！　意地でもラブコメイベントで進める気かおまえ！」

『意地でも進めるつもりですが、何か問題ありますかワン？』

「開き直りやがったああああああああああ！」

「……真横で叫ばないでよっ、もう、うるさいなあ」

「おまえもナチュラルにおれの隣に座ってんじゃねえよ！」

　宗そう司じが犬の相手をしている間に、しっかり隣の席に座っていた転校生キリカが青い瞳ひとみを吊つり上あげる。

「なにさ、その言い方！　わたしだって、あんたみたいな変態キス男の隣に座りたくなんてなかったんだからっ！　いい迷惑だよ、べーっだ！」

　怒り顔で子どもっぽく、あっかんべー。

　それだけではまだ怒り足りないように、腕組みをして唇を尖とがらせる。

「ふんっだ！」

「なんだこのキリカすげえ可愛かわいい！」

「ふにゃっ！　い、意味わかんないよ、可愛いとか、いきなり名前呼び捨てだしっ！」

　混乱しているのか照れているのか、キリカの頰ほおは赤く染まり、青い瞳は左右に落ち着かず揺れ動く。

「すまん、なんかまあ、あれだよ、可愛かったんだよ」

「変な奴」

　ぷい、銀の髪を揺らしてキリカがそっぽを向いた。

　白い頰を赤く染めた横顔を、宗司はちらと見て溜ため息いきを吐つく。

「ますます怒らせちまったか」

「…………ねえ、あんたさ」顔を背そむけたまま、キリカが言う。

「なんだよ」

「名前、教えてよ」

「白しろ崎さき宗司だ」一応初対面なのかと、宗司は胸中で呟つぶやく。

「ふーん、白崎宗司か、ソージ、ね、ふーん……」

　相変わらず宗司の方を見ないまま、キリカは頰を赤く染めて何度もソージと口の中でキャンディーのように転がした。

　宗司はもう一度、キリカの横顔を、綺き麗れいな青い瞳を見て、前を向く。

　教卓では、教師役の赤い犬が、なにやら楽しげに赤い尻尾しつぽを振っていた。

『すげー、ラブコメっぽいワン』

「おまえ、おれと話し合おう」

『おおっと、残念ながら授業が始まるワン』

「授業もすんのかよ犬が！」

『一時間目の担当なので、このまま数学の授業を始めるワン』

　赤い犬は、どこからともなく取り出した教科書を開いて、普通に授業を始めた。

　教師が犬って事を除けば、恐ろしいことに内容も普通だ。

「犬に授業されるとは思わなかった……しかも教え方うめえ」

　宗そう司じがちょっと遠い目をして、板書（犬のくせに当たり前のようにチョーク使ってる）を眺めている。

　すると、隣の席──キリカが、メモを一枚、宗司の机の上に放ほうり投げた。

「ん？」

　ちらと、そちらを見る。頰ほお杖づえを突いたキリカと一瞬だけ目が合った。

　青い瞳ひとみが光を反射して、澄んだ海のようだった。

　メモを見る。

『ファーストキスだったんだからねっ、責任取ってよ、バーカっ！』

「おのれええええキリカ、いちいち可愛かわいいなああああもう！」

『授業中は静かにするワン』

「……犬に怒られるこの屈辱、耐え難いね全く」

　宗司はシニカルな笑みを浮かべて、大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「バァカ」

　隣の席で、キリカが少し可お笑かしそうに呟つぶやいた。




　午前の授業（教師は全部犬だった）が終わり、昼休憩。

「ねえ、あんた、ソ、ソージさあ、ランチはどうしてんのっ？」

　隣の席の転校生キリカが、微妙に言い辛づらそうな顔で訊きいて来た。

「あん？」

「別に深い意味なんてないんだよっ！　転校してきたばっかりで学食の位置とかよくわかんないし、何が美お味いしいのかも知らないし、寝坊してお弁当作れなかったんだよっ…………寝坊したから、あんたとぶつかっちゃったし」

　今朝の通学路でのキスを思い出したように、キリカが青い瞳を伏せそっと唇を撫なでた。

「やべえ、鼻血が出そうだ」

　凄すごく幸せそうな顔で宗司が言った瞬間。

　バァンッ！　激しい音を立てて教室のドアが開いた。

「お昼だよ、宗司お兄ちゃん、一いち乃のの美味しい手作り弁当、一緒に、た、べ、よ」

　片手片足をちょこんと上げて、どっかのアイドルみたいなポーズの一乃が、砂糖を山盛りかけた砂糖菓子のように甘ったるい声で言う。

　手には、どう考えても一食分ではない八段の重箱をぶら下げている。

「おお、まったく似合ってないことを除けば妹っぽい！」

　変な感心をする宗司、しかし一乃の赤い瞳は宗司を少し外れてキリカを、キリカの青い瞳も突然現れた一乃に向いている。

　瞬間、宗そう司じの全身に電流が走った。

「こいつら、やっぱりここでも仲が悪いのか」

　その呟つぶやきを肯定するように、ぶつかり合う赤と青の瞳ひとみは火花を散らし叫びを上げた。

「運命的に気に食わない胸をした雌めす豚ぶたがいるようね」

「宿命的に気に食わない顔をした雌犬がいるねっ！」

　一いち乃のが重箱を放ほうり投げ大地を蹴ける。向かえ撃たんとキリカが半身の構えを取る。

「とりあえず、止めるか……」

『ここは任せるワン！』

　応じて動き出そうとした宗司より一足速く、とんがり帽子を被かぶった赤い子犬がすちゃりと机の上に乗り一乃とキリカの間に割り込んだ。

『さあ、この踊りを見るワーン』

　うよよーん、うよよーん、うよよよーん。

　出来損ないのフラダンスのような、奇妙な踊りを赤い子犬は踊る。

　謎の誘引力を発する踊りを、宗司が、キリカが、一乃すら足を止め見てしまう。

「な、なにしてんだ、おまえ」

『ワーン、ワ──ン、ワーン』

　うよよーん……見ていると、段々、目が、回って……

「あら……力が、抜け」

「ううっ、凄すごく、眠」

「これは、直接精神に作用して、る、の、か」

　見ていた三人が、ゆっくりと、崩れ落ちる。

『くくく、これぞ、我が必殺《問答無用ヒーリングダンス》、脳のう髄ずいに直接作用し、強制的に睡眠状態へ落とし、問答無用で疲労を回復する技だワン』

　心地よい眠りに落ちる脳髄に、赤い子犬のそんな声が聞こえていた。




　キーンコーンカーンコーン。

「……はっ！」

　机に突っ伏して寝ていた宗司はチャイムの音に跳ね起きる。

「やべえ授業始まって……もう、放課後、だと…………」

　驚きよう愕がくに目を見開いた宗司が窓を見れば、太陽は傾き、空は青から茜あかね色いろへと染まりつつあった。一乃とキリカの姿はなく、メモに一乃の書置きがあった。




『お兄ちゃん、一乃はお買い物があるから先に帰るねっ、夕ごはんはお兄ちゃんの大好きな煮込みハンバーグだから、寄り道しちゃダ、メ、だ、ぞ（はーと）』




「煮込みハンバーグか……ちょっと楽しみだな」

　あっさり食べ物につられて、宗そう司じは素直に教室を出た。

「白しろ崎さき宗司」

　廊下を歩く宗司の背中に、淡々とした声──聞き覚えのある、幼さを含んだ声が届く。

「そういや、まだ登場してなかったな」

　苦笑いしながら振り返る宗司。そこには現実では宗司の妹であるリリスがいた。

「へえ、ここじゃ一人か」

　幼さの残る端整な顔立ち、蕾つぼみのような小さな唇、細いメタルフレームの眼鏡を掛けた虹にじ色いろの瞳ひとみは怒ったように吊つり上あがっている。

　華きや奢しやな体を包むのは糊のりの効いたセーラー服、プリーツの折り目も正しく丈は校則通りのスカート、胸元のスカーフもぴしりと結び、袖そでには『風紀委員長』の腕章。

「おお、リリス、風紀委員長なんだ」

「白崎宗司、リリスは百歩譲って名前を呼ぶのは許します」

　つい、中指で眼鏡のズレを直してリリスは続ける。

「ですが、けじめは必要です。リリス風紀委員長、もしくはリリス先輩と呼びなさい」

「リリス……先、輩？」

「どうしたんですか間違えて泥団子を食べてしまった犬のような顔をして」

「…………いや、その背とか体で先輩は」

　ぴくり、リリスのこめかみが震え──胡う散さん臭くさいほどに鮮やかに、花開いたばかりの毒花のように微笑ほほえんだ。

「リリスの体格について、何か、文句があるのですか白崎宗司君」

「あ、地雷踏んだ」

「身長は風紀委員の仕事に何の影響も与えません。それにも関わらず、大半の生徒はリリスのことを『ちびっ子風紀委員長』などと呼んでいます」

「任せろ、そんな連中はおれが一人残らず説得してやる！」

「素晴らしいです。言い出したのが白崎宗司という生徒で、あっという間に学園に広まってしまったのを除けばですが」

「おれのせいでしたか」

「はい、白崎宗司のせいです」

　にこり、もう一度、リリスが笑顔を作った。

「ところで、リリスは聞きましたよ白崎宗司君、今日も遅刻寸前だったそうですね。もう少し早く登校しなさいと何度も注意していると言うのに一向に改善の気配がないのはどういうことなのでしょう」

　物もの凄すごい早口でまくし立てる風紀委員長リリス、若干神経質な部分があるのか喋しやべり終わるまでに二回ほど眼鏡の位置を直していた。

「まあまあ、遅刻しなかったんだから良いじゃないですか」

「そういう問題ではありません。リリスはその自じ堕だ落らくな生活態度を改めなさいと言っているのです、そもそも白しろ崎さき宗そう司じの問題点は──」

　こうして風紀委員長リリスのお説教が始まる。

　口を挟む隙すきすら与えられず、流れるようなお説教は三十分近くも続き、ようやく。

「──と、いうことです、少しは反省しましたか白崎宗司…………どうして、緩みきった幸せそうな顔をしているんですか？」

「いや、こうしてリリスにお説教されるのも悪くないなーと思ってたら顔が自然に」

　もう末期的なシスコンである。

「お説教を楽しまないで下さい！」

「断る、おれはお説教するリリスの可愛かわいさをもっと堪たん能のうしたい！」

「なっ、あ、か、可愛い、って」

　かあ、リリスの頰ほおが赤く染まり、それを隠すように虹にじ色いろの瞳ひとみを伏せる。

「からかわないでください。リリスみたいな口煩うるさい女性が、可愛いわけないです。そんな調子のいいこと、言っても、騙だまされません」

「リリス」

　酷ひどく真剣な声で、宗司は名前を呼ぶ。

「リリス風紀委員長、です……」

　ちらちら、上目遣いのリリスが何度も宗司の顔を見た。

　宗司は真まっ直すぐにリリスを見詰め、静かに言った。

「リリス風紀委員長、可愛すぎるので頭を撫なでさせてください。返事は聞いてません、嫌がっても撫でるから」

　宣言どおり、躊ちゆう躇ちよなしに目の前のリリスを撫で始める。

　子犬のような柔らかな髪が撫でる指先に僅わずか絡からみ、清潔な石せつ鹼けんの香りがした。

「し、白崎宗司、やめなさい、リリスはこんなこと、されたく……」

　頰どころか、リリスは首筋まで赤く染まっていた。

　嫌がってる割には逃げようとせず、指先を擦こすりながらもじもじとしている。

「知ったことか！　リリスが可愛すぎるからいけないんだ、嫌がっても撫でる、摩擦熱でこの手が発火し、灰になるまで撫で続けてやる！」

「ふにゃあ、リ、リリス、リリス風紀委員長と呼びなさい」

　熟した林りん檎ごのようなリリスの顔、その声は消えそうなほどに小さく、ちらちら、上目遣いに宗司を見ては虹色の瞳を伏せる。

「可愛かわいいぜ、リリス」

　宗そう司じは宗司でキリリと表情を保っているが、内心デレデレだ。

「ちびっ子風紀委員長とか最高に可愛すぎるぜ、ヒャッホー！」

　胸中の声が、思わず漏れた。

「白しろ崎さき宗司」

　リリスの冷たい声、同時に、がしりと宗司の手首を摑つかんだ。

「そこに正座してください」

「ここ……廊下っすよ？」

「はい、ですがリリスには何の関係も有りません」

　ごごごごごご──背後に黒いオーラを立ち昇らせながら、リリスが微笑ほほえんだ。

　逆らうことを許さない、絶対的圧力を持つ笑顔だった。

「了解っす、風紀委員長のリリス先輩」

　諦あきらめの溜ため息いきと共に、宗司は廊下に正座した。




　そして二時間後。

「風紀委員長リリスは可愛かったが、さすがに疲れたな」

　肩を落としてぐったりした宗司が、夕焼けの帰り道をとぼとぼ歩いていた。

　ふと、四よつ辻つじに通りかかった宗司が足を止める。

　四辻の一角、電柱の下に『可愛い子犬です、拾ってあげてください』と書かれたダンボール箱があった。

「捨て犬？」

　いきなり曇る空、厚く立ち込めた黒雲から激しい雨が降り始める。

「つまりあれですか、おれが子犬を拾って、そのシーンをヒロインに目撃されてって、何十年前の少女漫画だそれはあああああああああああああああ！」

　ざあざあと降り注ぐ雨に打たれながら、宗司が天を仰ぎ叫ぶ。

「……叫んだところで無駄なのはわかってるんですけどね」

　溜め息を一つ吐つき、宗司は四辻の片隅、ダンボールに近付きしゃがみ込む。

「ほれ、拾ってやるからこの雨をどうにか──」

「マンボ……ウ…………」赤いマンボウがぴくぴく痙けい攣れんしていた。

「犬がいるんだから素直に犬を入れとけよ！」

　そして、雨に濡ぬれた動物に優しくする宗司の姿を目撃するヒロインが、

「宗司兄さん……相変わらず、優しいのね」

「変態キス男だと思ってたのに……優しいところ、あるんだ」

「白崎宗司…………やっぱり、根は優しい人なんですね」

　四よつ辻つじの右手と左手と正面から登場した。

「多すぎねえか、これ！」

『やったワン、このイベントを通過したら勝ったも同然、後はヒロイン個別ルートに向けて一直線だワン！』

　マンボウの裏からひょっこり姿を見せた赤い子犬がぐっとガッツポーズをする。

「知るか！　つうかどうすんだよこれ、収拾つくのか！」

『ぶっちゃけ無理だワン、ほら、あっち見るワン』

「あん？」

　言われて、宗そう司じが四辻の中央を見る。

　妹一いち乃の、転校生キリカ、風紀委員長リリスが、怒りに狂う牛の如ごとく、ごつごつと額をぶつけ合っていた。

「ふふっ、目め障ざわりな虫けらどもね。いいこと、兄さんの優しさはね、私にだけ向けられるべきなのよ。兄さんは私さえ見ていれば良いの」

「アハハハ、冗談はその胸だけにしてよっ。こっちは出会い頭のファーストキスだよ、もう運命感じるしかないよねっ」

「いいえ、白しろ崎さき宗司はリリスのものです。周囲からはいい加減でどうしようもない人間だと思われている白崎宗司の本当の姿は、リリスだけが知っているんです」

　赤く、青く、虹にじの瞳ひとみが睨にらみ合あい火花を散らす。

「あらあら」

「アハハッ」

「…………」

　たんっ！　同時に、彼女たちは背後に跳んで距離を取った。

　誰からともなく、右手を虚こ空くうに突き出し、

「罪を焼け──」

「空笑え──」

「鏡よ歪ゆがめ──」

　その身に備わった異能を呼び、闘争へと突き進む。

「やっぱりこんなオチか、ちくしょうがああああああああああ！」

　明らかに自や棄けっぱちの叫びを上げて、宗司は三人を仲裁すべく、割り込んで行った。

　そんな宗司を見送って、赤い子犬が小さく肩をすくめた。

『やれやれだワン』

　………………

　…………

　……

「うおおおおおおって、あれ、あ、夢？」

　がばり、布団を跳ね上げて身を起こした宗そう司じはきょろきょろと周囲を見た。

　場所は間違いなく自分の部屋……じゃない。

　そもそも部屋じゃない、洞どう窟くつだ。寝てたのも布団じゃない、毛皮だ。

　おまけに目の前には、

「やっと眼が覚めたの宗司」

「もう朝ごはんの準備は出来てるよっ！」

「今朝は豪勢にマンモス肉のステーキです」

　石槍やり石せき斧ふ石包丁を手にした一いち乃のキリカリリスが、毛皮製ビキニ姿で立っていた。

「ああ、なるほど、原始時代か……原始時代かあ」

　すうう、宗司は大きく息を吸い、

「ああああああああああああ、もう嫌だああああああああああああああ！」

　力の限りに叫び声を上げた。






番外日誌　二　あらかじめ言っておくが、これは夢だ・不思議の国編






　何ど処ことも知れぬ大木の木陰で彼──白しろ崎さき宗司は不思議そうに首を傾かしげた。

「……なんだって、おれはこんなところにいるんだ？」

　草の絨じゆう毯たんの上、木陰の中、戸惑う宗司の前を、ウサミミカチューシャをつけた赤いペンギンが通り過ぎていく。

『遅刻遅刻ペーン』

　がしり、宗司はおもむろに通り過ぎるウサミミペンギンの頭を摑つかむ。

「なんだその微妙すぎるコスプレ」

『見ての通り、ウサギだペン』

「おまえの仲間にウサギいんだろうが」

『有給取ってるペン』

「有給あんのかよ動物！」

『半期に一度、ボーナスも出るペン』

「どんどん胡う散さん臭くさくなる…………なにぃ！　ペンギンが喋しやべっているだとぅ！」

『そこに今頃ごろツッコミ入れるペン？』

「あまりにもナチュラルに喋ってたからつい見逃しちまったぜ、いつの間に喋れるようになりやがった」

『いつのまにか喋れるようになっていたペン』

「自分のことすら適当なのか、おまえら不思議生物は」

『ふっ、炎の異能《煉獄カサルテイリオ》の獣──我らに常識は通用しないペン！』

「うん、いいよ。現実として、目の前にいるペンギンが喋ってるんだ、喋ってることに関しては受け入れよう……で、ここどこだ？」

『ここは不思議の国の出入り口ペン』

「は？」

『不思議の国はハートの女王により滅びの危機に瀕ひんしているペン』

「はあ？」

『そこで、《伝説の勇者《アリス》》を異世界から召喚したペン！』

「はああ？」

『さあ勇者よ、共にハートの女王を倒すペン！』

「人違いです」

「ノンッ！　人違いではないペン、その姿こそ、勇者の証あかしペン」

「その姿って……」

　ペンギンに言われて、宗そう司じは自分の姿を見下ろした──高校二年男子、白しろ崎さき宗司はフリフリの青いエプロンドレスを着用していた。

「……自分で自分にどん引きしたんだが、どうすればいいと思う」

『それこそが勇者の証、伝説のエプロンドレスだペン』

「ああ、やっと理解した、これ不思議の国のアリスか」

『さあ、冒険に出発だペン！』

　パチンッ、赤いペンギンがおもむろに指（ないけど、羽だけどペンギン）を鳴らす。

「待てこら、おれは嫌──」

　瞬間、地面に大穴が開いた。

「ぎゃああああああああああああ、なんだこの唐突な展開落ちるぅううううう!!」

　いつ終わるともわからない暗い穴を、絶叫の尾を引きながら宗司が落ちて行く。

　一緒に落ちていくペンギンはシニカルに肩──羽の付け根をすくめるだけだ。

　そして落下は突然終わる。

　どすん、柔らかい絨じゆう毯たんの上に尻しり餅もちをついた宗司は痛みに顔をしかめて立ち上がる。

　穴とどう繫つながっていたのか、落ちた先は四方を壁に囲まれた出口のない部屋だった。

　部屋の中央には美しい少女が眠るクイーンサイズのベッド。

　純白のドレスを纏まとった長い黒髪の美しい少女──ベッドの上で、森もり塚つか一いち乃のが静かに目を閉じ横たわっていた。

「……一乃？」

　思わず宗そう司じが声をかけるが、返事はない。

『ペン、ここに立て札があるペン』

　一乃に意識を向けていた宗司は気付かなかったが、ベッドの隣に立て札があった。

　立て札には、

『可哀かわい想そうな一乃姫は悪い魔女に呪のろわれ、覚めない眠りに囚とらわれています、通りがかった王子さまは呪いを解いてあげましょう』

　と記されている。

「それ、眠り姫じゃね？　不思議の国のアリス関係なくね？」

『きっと、共にハートの女王を倒す仲間ペン！　呪いをといてあげるペンよ』

「いやまあ、本気で呪われてるんなら、解いてやりたいが……どうしろってんだよ」

『目覚めのキスに決まってるペン』

「キス……だと…………」

　宗司は、再びベッドの上で眠り続ける一乃を見た。

　微動だにせず眠る一乃はまるで、精巧な雪細工のようで、

「綺き麗れいだ」

　御お伽とぎ噺ばなしのように、一目で心を奪われてしまう。

　静かで、冷たく──悲しいほどに美しい。

　純白のドレスよりも白い氷の肌、夜よ闇やみを梳すいたような漆しつ黒こくの髪。

　慎つつましい胸は微かすか過ぎるほど微かに上下し、糸のように細い吐息を紡つむぐ。

　白い壁に囲まれた部屋の唯一つのベッドの上。

　月に向けて飛ぶ鳥のように、きっと彼女は、生と死の境目にいるのだ。

「一乃」

　そっと、宗司は一乃の頰ほおに手を添える。

　アラバスターの冷たさ、氷の手触り、死の匂におい。

　熱を分け与えるようにその頰を撫なで、宗司はゆっくりと顔を近付け──

「エプロンドレス姿で何をしてるんだおれは」

　いきなり我に返り、可愛かわいらしいブルーのエプロンドレス姿の宗司（高校二年、男性、間違えても女顔ではない）そのままがくりとベッドの脇わきに崩れ落ちた。

『ペーン！　何でそこで止やめるペン！　もうちょっと雰囲気に流されるべきペン！』

「急に死にたくなって来た」

「意識がない相手にすらヘタレるなんて、本当に見事なヘタレっぷりね」

「でもさあ、エプロンドレス姿でキスって、すげえ変態っぽいだろ」

「最低に限りなく近いけれど、心が広い私が許してあげるわ」

「許されても困る、つうか、他ほかに手段はねえのかよ」

「ないわね、当事者である私が保証してあげる」

「本人が言うならその通り……って、これ思いっきり一いち乃のの声じゃねえか！」

　がばり、勢い良く立ち上がりベッドの上を見る。

　端整すぎるほどに端整な寝顔がそこにある。つんつんと、指で突いてみた。

「おーい、一乃？」

「魔女の呪のろいで覚めない眠りに囚とらわれているから返事は出来ないわ」

「思いっきり返事してるじゃねえか」

「……」

「今更黙っても手遅れだろうが」

　目を閉じたまま、一乃は忌いま々いましげに舌打ちをした。

「五月蝿うるさいわね、そんな細かいことはどうでもいいからさっさと……その、ええと、キ、キス、すれば、いいじゃない。私が寝てる今が、その、チャンス……よ？」

　言ってるうちに恥ずかしくなったのか、林りん檎ごが熟していくように、目を閉じた一乃の顔、どころか、ドレスから覗のぞく白い首筋まで赤く染まった。

「……恥ずかしいなら言うなよ」

　そう言う宗そう司じ（エプロンドレス着用）の顔も随分と赤く、ベッドサイドに立ち尽くす。

『キース、キース、キース』

　その隣で、ウサミミペンギンがぺちぺち拍手しながら囃はやし立たてる。

「……キ、キ、ス…………キ、キ、キスゥ………………」

　消え入りそうな声だったが、当事者もペンギンに続いた。

「だから恥ずかしいならやるなって」

「う、うるさいわね。私のような純真な大和撫子なでしこには言い辛づらい単語なのよ。そもそも、あなたがヘタレで、その、私を、キ……で起こさないのが原因じゃないの」

「随分とキスにこだわるんだな」

「べべべべべべべつに、こだわってなんてないわよ！　ええ、キ、キスなんてどうでもいいにも程があるわ。この私が、『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一乃が王子さまのキスに憧あこがれるような乙女趣味の持ち主だとでも言うのかしゅら！　もとい、かしら！」

「それもそうだな。一乃が王子さまのキスって、そりゃねえわな」

「地獄に落ちなさい、この屑くずが」

「怖っ！　何すかその地の底から響くような声」

「黙りなさい蛆うじ虫むしにも劣る脳のう髄ずいと蝿はえにも劣る感性を兼ね備えたミトコンドリアよりも愚劣な生命体の分際で言語を解すなんて生意気だわ。さあ、今すぐ世界の人々に向けて土下座しなさい、『生まれてきてすいません』と世界に向けて叫びなさい」

『まさに生きた不燃ゴミだペン』

「ハハッ、言葉のナイフが突き刺さりすぎて死にそうだぜ！」

　宗そう司じは無む闇やみに爽さわやかな笑顔を浮かべる。

「それ以上言われると、僕が泣いちゃうから普通に起きて来てくれませんかね」

「嫌よ、それでは何の為に眠り姫になったのかわからないもの」

　妙にきっぱりと、目を閉じたまま眠り姫一いち乃のが言った。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、宗司は頭を抱える。

「この女は妙なところで頑固だな、仕方ない、あの手を、いや、だが」

　苦悩する宗司、ウサミミペンギンは囃はやし立たてるのも止やめて円つぶらな瞳ひとみで宗司を見上げる。

『本当は、どうするべきかわかっているペン？』

「そうだな」

　宗司が頷うなずき、ペンギンも頭の上のウサミミを揺らして頷いた。

「一乃」

　きりりと表情を引き締める宗司、ブルーのエプロンドレス姿なのはこの際目を瞑つぶるとしよう、眠り姫に顔を近付け──耳元に口を寄せた。

「ブラジャーのサイズが小学六年生から変わってないって本当──ふげはっ！」

　ごすん、速度と重さを兼ね備えた見事な右ストレートが宗司の顔面に突き刺さった。

　仰あお向むけに倒れる宗司、ベッドの上から起き上がる一乃。

　閉じられていた瞳は見開かれ、真紅の瞳は地獄の炎の如ごとく激しさで輝く。

　憤ふん怒ぬのあまりに長い黒髪は波打ち、白いドレスは揺らいで、赤の唇は笑う獅し子しの如くに吊つりあがる。

　凶笑──地獄が人格を有していれば、きっと今の彼女のように笑うのだろう。

「ふふっ、素晴らしいジョークだったわ。まさに『悪い冗談バツドジヨーク』ね」

　ゆらり、一乃はベッドから立ち上がり倒れた宗司を見た。

「ですよね！　冗談っすよ！　冗談に決まってるっす！」

　宗司は体を起こしたかと思うと素早く正座して、ぺこぺこ頭を下げた。

「私を無む理り矢や理り叩たたき起おこす手段としては、確かに有効だったわ」

　ゆらり、ゆらり、長い黒髪を、白いドレスを、陽炎かげろうのように揺らし、

　一乃が宗司の前に立つ。

　赤い瞳に炎を宿し、じっ、と見下ろす。

「その後どういう目に合うかは、予想出来ていたでしょう」

　見下ろされる宗そう司じは顔面から背中から、だらだらと冷や汗を搔かいている。

「ま、まあな」

「その度胸だけは、褒めてあげるわ」

　雪解けたように、一いち乃のは柔やわく微笑ほほえみ、握った拳こぶしの親指だけを立てる。

「でも、許してはあげない」

　そのまま、くるり手首を返し親指を地面に向けた。

　かぽっ、いきなり宗司の部分だけ、床が抜けた。

「また落ちるんですかあああああああああああああああ！」

　暗い穴から漏れる悲鳴を聞きながら、ウサミミペンギンが盛大な溜ため息いきを吐ついた。

『ここまでヘタレだとは思わなかったペン』

「ここまでヘタレなのよ、あの生き物は」

　冷たい瞳ひとみで宗司が落ちていった暗い穴を見詰め、

「眠り姫ぐらい、きちんと起こしなさいよ……馬ば鹿か」

　拗すねたように尖とがらせた唇を、指先で撫なでた。




　落っこちた先は、見知らぬ田舎いなか道でした。

　舗装されていない土をならした道、両側には青い稲を植えたばかりの田園が広がり、空は見事なまでの日本晴れ、陽光眩まばゆく降り注いでいる。

「なんだこの、エプロンドレスに嚙かみ合あわない風景は！」

「アハハハ、ソージ、何それ、へーん」

「誰より何よりおれが一番それを自覚してるよ…………キリカ？」

　いつの間にか、目の前に輝くような銀髪に青い瞳の少女──沢さわ村むらキリカがいた。

　銀髪の上に桃のヘアピン、額にはちまき背にノボリ。

　たゆんと豊かな胸にはさらしを巻いて、白い法被はつぴを羽織り袴はかまをはいた姿は、

「ヤホーソージ、桃太郎なキリカさん、略して桃キリカさんだよ」

「日本昔話じゃねえか」

『と、ツッコミを入れつつも、桃キリカさんから目を離せない宗司であった』

「勝手にナレーションをつけるんじゃねえよ……」

　とは言うが、実際目を離せない宗司だった。

　それは森もり塚つか一乃とは全く別ベクトルの魅力だ。

　森塚一乃の美しさは、硝子がらすの、氷の、冬の美しさだ。

　キリカが持つそれは、太陽の、掌てのひらの、春の美しさだ。

　平たく言うと、さらしが作る胸の谷間と剝むき出だしのお腹なかと小さなへそ。

　男の子な宗司君、目が離せないのも無理はありません。

「っておい、何をナチュラルにキリカと一緒にいるんだペンギン」

　しれっと会話に混ざって来た赤いペンギン──ウサミミヘアバンドに、鳥の翼を背負って、犬の尻尾しつぽをつけたキメラな生物を睨にらみ言った。

『ウサギ兼イヌ兼キジですペン』

「無理しかない設定だな」

「アハハハ、細かいことはいいからさっ、ソージも一緒に鬼が島行ってハートの女王さま退治しようよ」

　向日葵ひまわりのように無邪気に笑いながら、桃キリカがエプロンドレスに包まれた宗そう司じの肩をぽんぽんと叩たたいた。

　さらしの上に法被はつぴ一枚と露出度高めのキリカが動くたび、一緒にまさしく大きな桃を二つ並べたようなソレがさらしの中でむにょんむにょんと形を変える。

　それを眼で追いたくなるのを、宗司は懸命に堪こらえていた。

「……本気で何でもありだな。いいよ、鬼が島行くよ」

『よくぞ決心したペン。これからはサル兼人間として頑張るペン』

「人類進化前と進化後を兼ねろと！」

「細かいことは気にしないっ、一緒に鬼退治頑張ろうよ、ね、ファイトッ、オー」

　何がそんなに嬉うれしいのか満面の笑みを浮かべたキリカがぴょこんと跳ねる。

　宗司の目の前で、もうわざとやってるんじゃないかと思う勢いで揺れる桃二つ、法被の裾すそがまくれて覗のぞく真っ白な脇わき腹ばら。

「あ、でも困ったよ、桃キリカさん、実はキビ団子を持ってないんだよね」

　さっきまで喜んでいたのも束つかの間ま、唇を尖とがらせて困ったようにキリカが言う。

「いらねえよキビ団子なんて」

「もうっ、ソージってば適当なんだから、桃キリカさん的には大問題なんだよっ！」

『大丈夫だペン！』

　びしり、ウサミミ犬尻尾に翼つきの赤いペンギンが羽（手）で、キリカを──さらしに包まれた豊かな胸を指す。

『まだそこに、特大キビ団子が二つ残ってるペン！』

「発想がセクハラ親父おやじだあああああああああああああああ！」

「う、うん……さすがにちょっと、桃キリカさん的にも、それは、恥ずかしいなあ」

　ナチュラルにセクハラを受けたキリカは顔を真っ赤にし、内うち股また気味に指先をもじもじとさせていた。

『何をおっしゃる桃キリカさん、これは超チャンスペン』

「チャンス？」

　ペンギンは羽を嘴くちばしに当てひそひそと話し出し、キリカはつられるようにしゃがんでペンギンの言葉に耳を澄ます。

『相手は稀き代たいのヘタレにして、無限の流され男、積極性に勝る武器はないペン』

「まあ、そうだよね。イチノとか凄すごいもん」

『ペンペン、その点、キリカはまだ甘いペン！』

「で、でも恥ずかしいし……」

　頰ほおを染めてもじもじするキリカさんが少し可愛かわいい。

『キリカが現状に甘んじていたいなら、それも良いペン』

　円つぶらな瞳ひとみに情熱の炎を宿し、ペンギンは訴える。

『けれど、現状を変えたいと願うなら──行動を起こすペン』

「行動……」

『自分の殻からを打ち破るんだペン』

「自分の殻を……」

『迷うな、突っ込め！　おまえの武器（巨乳）であのヘタレを打ち倒せ！』

　ペンギンは頭の上のウサミミを振り乱し、体全体でキリカを鼓こ舞ぶする。

『今こそ、メインヒロインになるんだペン！』

「オッケィ！　何だか勇気が出たから、キリカさん、頑張るよ！」

『その意気だペン！』

　キリカは青い瞳に炎を宿して立ち上がる。

　どっから取り出したのか、ウサミミペンギンは日の丸の扇を振って応援する。

『まずはポロリだペン！　そして間髪入れずヘタレの顔面に押し付け、有無を言わさず押したお──』

「キリカに何を吹き込んでんだこのアホペンギンがあああああああああああ！」

『ペーン』

　宗そう司じ渾こん身しんの蹴けりが炸さく裂れつ、きらり、ペンギンは星になる勢いで青い空に消えて行く。

『……何が悪かったペン？』

　そしてあっさり戻ってくる。

「強しいて言えば、何もかもだな」

「まあまあソージ、この子も悪気があったわけじゃないんだからさっ」

　桃キリカが宗司の足元で不思議そうに首を傾かしげていたペンギンを抱き上げる。

「悪気なしなら余計に性た質ちが悪いと思うが」

「アハハハ、でもね、あんまり間違えたことは言ってなかったよ」

「ま、おまえが許すってんなら、おれは何も言わんさ」

　肩をすくめて、宗司はキリカに微笑ほほえみかけた。

　キリカは太陽のように温かく宗司に微笑み返す。

「やれやだな」

「アハハッ」

『ペンペン』

　何となく、一件落着という雰囲気だった。

　が、キリカの胸元に抱き締められたペンギンが思いついたようにクイクイと首を左右に振った。必然、ペンギンは背中でさらし一枚向こう側のキリカの胸を感じる。

　充分にキリカの胸を堪たん能のうし、ペンギンは改めて丸い瞳ひとみで宗そう司じをじっと見詰めた。

『背中に胸が超当たってるペン』

「だからどうした」

『羨うらやましいペン？』

「……別に羨ましくねえよ」若干視線を逸そらし気味だった。

『嫉しつ妬としてるペン？』

「しねえっつの」やっぱり視線を逸らし気味だった。

『本当は、キビ団子欲しかったペン』

「いらねえってんだろ」やっぱり視線を以下略。

『ふっ、宗司も男の子ペンね……』

　唇の端を歪ゆがめて、ペンギンはシニカルに笑う。

「うるせえよ！　おまえが変なこと言うから意識しちまっただけだ！」

　顔を真っ赤にして宗司が怒鳴り返すが、ペンギンは軽く肩をすくめるだけだ。

『自分に吐つく噓うそは、いつだって悲しいペン』

「ウサミミヘアバンドつけたペンギンの癖に渋い態度しやがって」

「にゃははー、ソージこの子が羨ましかったの？」

　向日葵ひまわりの笑顔が一転、胸元にペンギンを抱いたキリカは青い瞳を細めてチェシャ猫のように笑った。

「ふっ、おまえが何を言いたいのかわからないな！」

　きらり、宗司は白い歯を光らせて爽さわやかに誤ご魔ま化かす。

「ふーん、そーなんだー」

　だがキリカは誤魔化されない。ペンギンを下ろし、胸元を強調するように体を屈かがめて宗司の顔を下から上目遣いに覗のぞき込こんだ。

「ぐっ……」

　誘導される視線、さらしの下で白くて柔らかい桃二つがむぎゅっと寄る。

「キリカさんのどこを見てるのかなー？」

　さらに見せ付けるように、キリカが体をくねらせる。むにゅんとぷにゅんと形を変えるマシュマロの弾力を備えた桃に宗司は呼吸すら忘れて見入っていた。

　チェシャ猫の笑みはさらに深みを増す。

　はっ、と気付いたように今更ながら宗そう司じは顔を背そむけた。

「な、何も見てねえぞ！」

『苦しい言い訳だペン』

「にゃははー、ソージのえっち」

　そっぽを向いた宗司の真っ赤な頰ほおを、つんつんとキリカは指で突く。

「すいませんでした、物もの凄すごくがっつり見てました！」

　しばらくそのまま頑張って耐えていたが、陥かん落らくは割合早かった。

「じゃあ、今からでも、キリカさんのキビ団子、あげよっか？」

　キリカはそっと宗司の唇に人差し指を当て、くすりと笑う。

　何気なく見せたその笑顔にドキリとして、宗司が思わず一歩下がる。

「え、いや、くだ、いえ、いりませ──って、また落下かあああああああ！」

　下がった瞬間、足元にぽっかり黒い穴が開いて宗司は落ちてった。

　キリカの青い瞳ひとみはその穴を見詰めて、少し詰まらなさそうに唇を尖とがらせた。

「もう終わりかー、面白かったからいいけどね」

『ペンペン、それでは、ペンも失礼するペン』

「ん、頑張ろうね、ハートの女王退治」




　穴に落ちたその先は、どこかの森でした。

「今度は何が来るんだ」

　青いエプロンドレス姿の宗司は周囲を眺めながらぼやいた。

　木々が隙すき間まなく生い茂り陽光の全すべてを遮さえぎり昼ひる尚なお暗くらい──ような森では全くない。

　立ち並ぶ木の隙間からは陽光降り注ぎ、根元には小さな花が咲いている。

　小鳥の鳴き声、木の実を抱えたリスが走り回り、爽さわやかな風が吹く。

　想像の中にしか存在しないだろう、理想的な森だった。

　がさり、枝の揺れる音がする。

「誰だ！」

　反射的に声をあげ、宗司は音のほうを見た。

　太い木の枝の上に立つ、二人の少女。

　すらりと細い少女の体に、不思議な虹にじの瞳を持った幼い顔立ち。

　白しろ崎さきリリスと白崎リリス──同じ名前を持つ、宗司の双子の妹。

　鏡に合わせたように同じ彼女たちは、虹の瞳で宗司を見下ろし名乗り出す。

「太陽と月の加護を受けた、」

「森の守護者」

　赤い頭ず巾きんにレオタード、皮手袋にロングブーツ。

　胸元には太陽と月を模したブローチ。

　降り注ぐ光に照らされて、彼女たちは輝く。

「猛たけき光は勇気の輝き、日輪の天使」

「淡き光は慈悲の輝き、月光の天使」

　たんっ、木の枝を蹴けって跳躍。

　空中でくるくると体を回し、宗そう司じの眼前に鮮やかな着地。

　同時に、二人は背中を合わせ、ポーズを決めて、

「ずきん・サンライトウェイブ」

「ずきん・ムーンライトシグナル」

　同時に名乗る。




「参上」




「……もうやだこんな世界」

　変わり果てた妹の姿に、青いエプロンドレスを着た高校生が、マジ泣きしそうだった。

「あ、兄さま、しっかりしてください、」












「ハートの女王を倒すまでの辛しん抱ぼうです、もう少しですから」

　慌ててフォローするリリスとリリスに、宗そう司じは勇気を出して聞いてみた。

「リリス……お兄ちゃんに教えてくれ、それ、何？」

「『赤ずきん』です、」

「兄さまこそ、そのエプロンドレスはどうしたのですか」

「頼むから、エプロンドレスには触れないでくれ。つうか名前のまえに『ずきん』がついてたのはそれが理由か……」

　呻うめくように言いながら、宗司はリリスを見詰める。

　普段は小さなポニーテイルにしている髪をほどいて、赤いずきんを被かぶっている。

　確かにここだけ見れば赤ずきんかもしれない。

　すらりとした体にぴったりと張り付く赤いレオタードはリリスの幼い体のラインを顕あらわにし、薄い胸を飾るのは太陽と月を模したブローチ、活動的な妖よう精せいのような姿。

　光沢のあるレザーの手袋とブーツは華きや奢しやな体に不釣合いに大仰な代しろ物もので、そのくせ、小さな肩も細い脚もむき出し──レオタードと組み合わせると妙な色気がある。

　動きやすさを追求したような衣装は、宗司に格闘ゲームのキャラクターを連想させた。

「なんか、マニアックなコスチュームだな」

　リリスの薄い体にこの格好は、ある意味全裸より恥ずかしいかもしれない。

　着ているほうも実は恥ずかしかったのか、宗司に見詰められているリリスとリリスは表情に乏とぼしい幼い顔を少し赤くして、もじりと体を捻ひねる。

「兄さま、」

「リリスを、見詰めすぎです……」

「悪い、何か色々凄すごかったから、つい」

　宗司の台詞せりふに、リリスとリリスはますます顔を赤くして自分の体を抱き締めて覆おおう。

「へ、変だったでしょうか、」

「リリスは少し可愛かわいいと思っていたのですが」

「いや、可愛いよ……可愛いんだけど、お兄ちゃん的にはちょっとその露出が気になるというかね、妙にエロいというか、うん、まあ気にしないで、むしろ何でそんな格好してるのか気になる」

「リリスは何か間違えていたのでしょうか、」

「これが正しい赤ずきんの姿だと聞いたのですが」

「正解している部分を探すほうが難しいな、赤ずきんをかぶってるだけの別の何かだ……待て、正しい赤ずきんの姿だと教えたのは誰だ、大体予想つくが」

「それは、森の妖精さんが」

　と、リリスが口を開くと同時にぺたぺたと足音をさせて森の向こうから一匹のペンギンが……ウサミミヘアバンドつけて『木』の着ぐるみを被かぶった赤いペンギンがやって来た。

『大変だペン、サンライトウェイブにムーンライトシグナル！』

「兄さま、あの一見着ぐるみを被った赤いウサミミペンギンに見えるのが、」

「リリスたちを赤ずきんにした森の妖よう精せいさんです」

「やっぱり貴様かこの愉快生命体がああああああああああああああああ！」

『ペーン』

　宗そう司じ会心の蹴けりが炸さく裂れつ、きらり、ペンギンは星になる勢いで青い空に消えて行く。

『出会い頭にキックとはひどいペン』

　もちろんあっさり戻ってくる。

「うるせえ、何が森の妖精だ！　てめえおれのリリスに何つう格好させてやがる！」

「そんな兄さま、」

「おれのリリスだなんて……嬉うれしいけれど、恥ずかしいです」

　いやんいやんと後ろで妹二人がくねくねしているのは置いておき、宗司は戻ってきたウサミミ付き着ぐるみペンギンの頭をわしりと摑つかんだ。

「で、森の妖精さんよ、何が大変なのかおれに教えちゃくれませんかねえ」

「ああ、荒すさみきった目で森の妖精さんを睨にらむ兄さまも素敵です、」

「はい、思わず甘やかして癒いやしてあげたくなりました」

　やっぱり後ろで妹二人が眼をキラキラさせているが、それも置いておこう。

『実はもうすぐ、ハートの女王がここに来るペン』

「……あー、すっかり忘れかけてたが、それが目的だったな」

『ペンペン。ハートの女王を倒せば、そのエプロンドレスも脱げるペン』

「任せろ！　エプロンドレスが脱げるなら、おれは神さまだって殴り倒してやるぜ！」

「わかりました兄さま、」

「リリスも協力します」

『乗り気で嬉しいペン、と、言ってる傍そばからハートの女王が現れたペン！』

　びしり、羽でペンギンが宗司たちの後ろ、斜め上方向を指す。

　揃ってそちらを向く白しろ崎さき兄妹。

『アンギャァアアー』

　二百メートルオーバーの超巨大怪獣がいた。

「どこがハートの女王だよ」

『ハートの女王は全長約二三〇メートル、丁度サンシャイン六〇と同じぐらいペン』

「あの東京都豊島区東池袋三丁目一番一号に建つ、」

「かつて東洋一を誇ったサンシャイン六〇と同じぐらいの高さなのですね」

『そうペン、あの乙女ロードもある池袋ペン』

「何だこの不自然な池袋トーク！」

『しかーし、その巨大さに対抗するカードは既に我が手中に有り！』

　パチンッ、どうやったのか、ペンギンが羽を鳴らす。

『カモーン、桃キリカさぁあああああああん！』

　ズゴゴゴゴゴゴゴ──宗そう司じたちの眼前で大地が割れ、

「巨大怪獣退治は、この桃キリカさんにお任せだよっ！」

　二百メートルオーバーの、巨大桃キリカさんが迫せり上がって来た！

「……もうやだこんな世界」

　そして、宗司の心はまた折れた。

「兄さま、兄さま、もう少しです、」

「もう少しだけ頑張ってください」

　すかさず妹がよしよしと頭を撫なでなければ、そのまま再起不能だったかもしれない。

『そうペン、心が折れている暇はないペン、この望遠鏡を使って怪獣の額を見るペン』

「ああ、はいはい、もうどうでもいいよ」

　言いながら、宗司はペンギンに渡された望遠鏡で怪獣の額を見る。

「あれは──一いち乃の、か」

　直立するトカゲに似た怪獣の額に純白のドレスをまとった一乃が埋め込まれていた。

『可哀かわい想そうな眠り姫、王子さまのキスで目覚められなかったし、王子は巨乳の桃太郎といちゃいちゃしてるし。ちょっぴり自や棄けになって、ハートの女王になっちゃったとしても、誰も責められないペン』

「もう無む茶ちや苦く茶ちやな理論と展開は置いといて……え、つまり、おれが悪いの？」

『《おまえの胸、小学生から成長してないんじゃね、ハハッ、笑えるー》なんて起こされかたすれば、それは怒るペン』

「兄さま、それは最低です、」

「リリスですら弁護のしようがありません」

「森もり塚つか一乃の味方をしたい、」

「そんな気分にさえなれます」

「いや、そこまで言ってない……やべえ、内容は概おおむね間違ってない」

　頭を抱える宗司、体にぴったりと張り付いた赤いレオタード姿の妹（一乃よりさらに小さな胸であることがよくわかる服装だ）の視線は冷たかった。

『死ね巨乳ンギャアアアアアア！』

　怪獣は明らかに私し怨えん丸出しで吼ほえ猛たけり、森の木を踏み潰つぶし、太い腕を振り回し、眼前に現れた巨大桃キリカさんに襲い掛かる。

「うっわっ、危なっ！　力強いし、速いし、このイチノ、今までで一番手て強ごわいよ……」

　ラリアットのような太い腕の一撃をガードし、キリカが呻うめく。

『ほら、ハートの女王も怒り狂ってるペン』

「わかったよ、おれがどうにかするよ……ってもどうすりゃいいんだ」

『キース、キース、キース！』

「やっぱりそこに落ち着くのか、しかしあのサイズだとキスするのも一仕事だぜ」

『大丈夫ペン、このために、桃キリカさんとサンライトウェイブにムーンライトシグナルがいるんだペン』

「おお、そうだったのか！　単に遊んでるだけなのかと思ってた」

『九割お遊びだペン』

「最悪だこのペンギン！」

「兄さま、」

「ちょっとよろしいですか」

「ん、なんだリリス」

　ペンギンと話をしていた宗そう司じが、リリスを振り向いた。

　宗司の想定外に、リリスはすぐ傍そばにいた。

　吐息を感じられるほどに近く、体温が伝わってきそうなほどの近く。

　赤い頭ず巾きんの下、虹にじ色いろの瞳ひとみは柔らかく、頰ほおを恥ずかしげに染めて、

「森もり塚つか一いち乃のに一歩先んじたということで、」

「今日は我慢してあげます」

　言葉と同時に、唇を寄せた。

「あっ、うっ、えっ、あっ」

　茹ゆでられた蛸たこの如ごとく顔を赤くした宗司の手首を、リリスとリリスは摑つかみ。

「では、兄さま、」

「ハートの女王によろしくお願いします」

　力の限り、宗司を怪獣目掛けて放ほうり投げた。

「うっわああああああああああああ！」

　高く、高く、宗司は悲鳴と共に、エプロンドレスを揺らして宙を舞う。

「ソージ、今のうちだよっ！」

　その動きに合わせ、キリカは怪獣に組み付き動きを押さえた。

「あああああ、こうなりゃやけだ。キスでもなんでもして、一乃を叩たたき起おこしてやる！」

　弾丸のように空を切り、宗司はハートの女王──緑の怪獣の額に埋め込まれた一乃の元へと突っ込んでいく。

『アンギャー』

　あんぐり、怪獣が宗司を見つけて口を開けた。

「え？」

　パクリ。

　もぐもぐ、ごくん。

『アンギャ────ス！』

　満足気に巨大怪獣は叫んだ。

　それをぽかんと、キリカとリリスとペンギンが眺めていた。

「……ある意味では、」

「あれも、キスかもしれません」

「だ、大丈夫なの、かな？」

『ひどいオチだペン……』

　………………

　…………

　……

「それにしても、ひどい夢だった」

　宗そう司じが放課後の荒あら谷や学園、第三旧校舎の廊下を歩きながらぼやいた。

　昨日見た夢のことを、放課後になってもぼやく程だ、余程ひどい夢だったのだろう。

　心なしか顔色も悪い。それでも同好会に顔を出す辺り律儀なものだ。

「うーす。悪い、遅れたー」

　部室のドアを開けて、宗司は室内に入る。

　中央には、元からこの部屋に置かれていた古びた机。

「……んぅ」

　机に突っ伏して、黒のセーラー服をまとった長い黒髪の、美しい少女が眠っていた。

　最上の人形のような、冷えた美しさを宿す寝顔だった。

　宗司は静かに、彼女の隣の椅い子すを引いて腰を下ろす。

　頰ほお杖づえを突いて、その寝顔を少し見詰めて静かに微笑ほほえむ。

「おやすみ、眠り姫」






死者の宴うたげに響きし恋歌（要するにあとがき）






「ククク、そう我輩こそが嵐あらしの夜に──」

「あ、ちょっといいですか」

「ぬう、貴様は我が担当編集。我輩が（中略）なしで丸一ページに渡る名乗りを上げ、その流れで『何な故ぜにポニーテイルや三つ編みを見ると引っ張りたくなるのか』を論じようとしたところに何の用であるか」

「漫画化とドラマＣＤ化が決まりました」

「……ククッ、そのような偽りを信じる我輩だと思ったか愚かな担当編集め。どうせ我輩が高笑いを上げて喜びを顕あらわにしたところで物陰から『ドッキリ』のプラカードを持ったミニ担当編集とか出てくるのだ、そうに決まっておるに違いない！」

「信じる心を失わないで下さい、普通に事実ですから。これ、証拠のラフとか諸もろ々もろです」

「何と事実か、ううむ驚いた。いや、マジびっくりっすよ？　もう諦あきらめてたのに？」

「これも読者さんの応援のおかげですね」

「うむ、今回は我が暗黒神殿がちょびっと広いので礼も言えよう（日本語訳・あとがきが長いから謝辞が書けるぞ）」

「では七巻の原稿とドラマＣＤのシナリオ執筆、それと漫画のキャラデザチェックをお願いします。締め切りまで短いですけど頑張ってください。遅れたら酷ひどいことしますので」

「原稿に加えてシナリオを書けか、よかろう。だが侮るな、我輩は伊だ達てや酔狂で暗黒神を信仰しておるわけではない。酷いことをされる程度で締め切りを守ると思ったか！」

「威張るところが違うよそれ！」

　と、いうことで葉は村むら哲てつです。色々あった六巻ですが、これも多くの方々の力添えあってのこと──ということで、謝辞を。

　読者の皆さん応援ありがとうございます、おかげさまで本編六冊、メディアミックスも決まりフラッシュゲームも第二弾です。これからも応援よろしくおねがいします。

　イラストのほんたにかなえさん、お忙しい中にも関わらずナイスイラストをありがとうございました。好評の半分以上はあなたのおかげです。

　校正の方、担当編集さん、相変わらず色々と面倒をおかけしますが。ドラマＣＤのシナリオも七巻も確実にこんな感じです。覚悟すればよいのではないでしょうか？　いやするべきだ。

　ではでは──




「フハハハハハ、謝辞があとがきの最後にあると誰だれが決めた！　毎度おなじみアンケートの時間だ。我が信徒たちは相変わらずクレイジーだＺＥ！」

「反響が多くて嬉うれしい限りですが……どうしたんです、テンション高いですけど」

「うん、ちょっとはしゃいでみた。どう、こんな我輩の新しい一面？」

「……今回は『登場人物を動物に喩たとえると』、『登場人物とデートするならこんな場所』、『あなたの好きなゲームは？』、恒例の『僕の考えた異能』でした」

「我が担当編集はクールであるな。動物のアンケートは一いち乃のリリスが猫のような気まぐれ系、キリカに牛や羊などのんびり系が多く納得したのだが……フェルに『うなぎ』と書いた者よ。汝なんじ絶対に、鳴き声からの連想で書いたであろう！」

「『デートしたい場所』は真面目まじめな回答が多かったですね。たまに『暗い夜道』とか『ランジェリーショップ』とか混ざってましたけど」

「うむ、参考になる質問であったどっかで使おう。なお、『僕の考えた異能』を一人で九個も送ってきたツワモノがおる。その頑張りに葉は村むらポイントを二点進呈しよう」

「因ちなみに、この葉村ポイントを集めても意味はありません」

「今回は更に『うなぎフェル』にも二点進呈である。理由はうなぎの着ぐるみを被かぶったフェルを想像したら可愛かわいかったからだ」








二〇一一年秋『うなぎフェルイラスト化希望』葉村哲てつ→


















　著者

　葉村哲（はむら・てつ）

　　広島生まれの広島育ち、現在も広島在住。

　　しかし、広島風お好み焼きが苦手で広島市民球場にも原爆ドームにも行ったことがない。

　　こう書くと引きこもりみたいだけれでも、趣味の一つは散歩です、残りは読書と昼寝。




　イラストレーター

　ほんたにかなえ（ほんたに・かなえ）

　　ＳＡＧＡ　ＰＬＡＮＥＴＳ所属の原画家、イラストレーター。

　　代表作は『Ｃｏｍｉｎｇ×Ｈｕｍｍｉｎｇ!!』『キサラギＧＯＬＤ★ＳＴＡＲ』など。

　　アニソンを聞いたりゲームをするのが趣味です。

　　いつもだらだら生きています^^

　　ＨＰ『らぶまにょ』

　　http://rabumanyo.moo.jp/index.html

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ほんたにかなえ

　　装丁／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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